
鞭刪惚 滑

爨
銀彎
鬟

　

な

げ

羈
雛

欝

が

糧謄

幡

鑿
箏欝

　
　
ジ

聾難
楼

↑

　

靆

.爨

趨
播
ボ

　

　

翠
, 攣

　汽

襟
下

糶

護
り丶

'

韈
鍵

爵
.

騨
崇

…
.響

搾
ご欝

　
　
　
　
　

み

コ

ぷど
へもノ

覊
飛

、3

　

夢
離
離
西
ド

鰹
鷺
3

　

ホ　　
　

甲　

聯

甜
ギ

.狂

　　
　
　

　

ヨ　
ミ
　
セ　

け　
ヅ　
　
ゼ

ロ　
　　
　
　　
　
い
ド

　

き
　
ビ
　ギ
　
　
タ
　
　へ

灘

か
∵

、物

…

譲

ゲ
癖

加
、
}

.
'
`

　　

ヤ　

く　
　ノ
　
　
　
　

レ

・
擶舞

野

」

　

ζ
健
二

・蘂

憐

、
,

靉
　〉
陛
江

"

匂弾
～

　

　

卸

∵∫

レ

の

ダ

、

～.響

ぐ
守

↑

饗
』

鑾
聾

四
二

.礬

　㌶
∴
∴

驢
騨
鶏
望
馨
㌻

鬻
識

.

　響

璋

丶

、5

ご

襲爵嘗

熱
　 　 　 　 {駈 ▼鰹 ㌧　 　 塵
　 　 副

　 鴻
　 　 　 　 　 ゼ

ゆ

厂

戞 。　 　 　雫

「浮　曙

'

鯛

ヤ
げ

む

、

黛

,

電

ノ

尋

　̀』

■

魯

ノ

、

、}

、

　 　 　 　 母
ゆ　　　　、　　　　 、

、　 　 　 ヤ

丶　　　　ゆ

〆

9

彰

■

襲

,丶 　　　「　 ,

醸轟

'

、

覧

、

」

、

丶

、

愉

詈

3
'

'

　 　 　 二　 !.

　 　 !　　　　　　　　　P　　J

丶

》

「

1

　 　 一　.-7も冒

'

　 　 　 '

幽

1

　　　 メ
P　嵩

騨

1

「
1

匹

'

1

ト旨

レ

F

、　　　　'　 '

　 層

●

8　　 ■

'

詑

審

、

、

、　、

ユ
P

/

■

韋

、

㍗司

1

l　 　　 　 　 f'　　 ,

　 　 　 ρw窶　　、
　 　 　 　 t

丶

～

丶

/　 　、

疊　 　 c

轟,

'

、

〆

・　 　 　 　 、(戛　'
　 　 "　 　　　、　　　　　　　　F

b留莟

{

●

丶

厂甘　　　　/

}

"

,

亀も

,`

、

丶藍
r

丶

、

汀

、

!

、

『

癬　 　、

等

轡

'

ト

論 文

β　 賦

　 　 　 　 　 　 　 　 　 4　　　　　　　　り

　 　 　 σ}洩

属 竺ポ梅 漕 ドー 　　一 廻
　 　 　 　 ・　毒气　 　 爭・
　 　 3興 鞭v鑑_一 　聯一

　 　 　 　 　 　 　 　 、　　～　4

◎

も

气
『

謬　 　静

■

气　亀

丶

ノ

　 惑韓 銀鮒鹿静気!・　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　_.

韈 韃 靉蠡巍 巍蠶蠡蠢蠢籔纛il羅i

'

、

「

}

　 ノ

〆

　 イf

蹴 ノ、

　 聖

慮

∴

η
/閣
議

.麹

　

　

践

"野

碗
「

豊

楚

　

　

を　
　
　
　
　
へ

　

儀
　

　

　

　
驚

　
酬
　

f
　
}

卜
广

乱

　

　

　
　

逡

蘭
を

㍉

ぐ

F

　

　

　

　

り　
げ　
　
　
せ

丶

∴

間

隔
、

『

翻

隼

九
兆

櫛

♂

・

謬!

」

鴫ぎ

灘

　

　

州
、

・
　

勲

　
ナ
　
　
ゾ

　

　
　
㌃7

=

丶
・駕
μ
二

"

　

　

開　
　
　
　

詫

セ
誉
蕊
濁

　

可
　

　

　

夕影賊丶

　

　

、凹
　
犠
タ

L

♪

　

　

p
・
　
肇
　

　

　

〒
　

㌧
駆

　

　

唖
　
ご

　

・　
詩
　

　牌
　
　

　
　
　

'　

貼

　

辱
　

胃
　

　

　

、.
撃

艇

　

-　
　
　
　
　
　
　

茅　
　
　
　
ヤ

　

　

}
　
　
㍉

　

　
よ

訴

　

　

　

勢
㌧
　
ノ

　
箪
　
　

　
ふ
"

　

　

　

　

ヘ　
　
　
ギ
　
　
　
　ス　
ぴ

∫

鴫
;

　

凝

糞

　

彎

伊

　
丶

卿
、
　

押

-
㌦

瓦

解

曝

　

　

ぽ
　
　
　
　る
　
　
ほ
　
　
　
　
　
へ

　

　

　

・
　

こ

・霤
　

　

夢

.鮎

　

　

・

贇

ド

　
　
燗
　

瓦
　

　
二

　

　
ゆ
輦

'ノ(

㌔
●

蛸
脚r}帰婿 、
　

　

サ

,

喇
義

ダ

　

診
甲

'
賦逆

r
　

　

p

へ

倉
偲

　

　

　
　
　
ぐ

　

　

　

　

　

庫」卜

　

}.

辷

　

　

　

　

溌

　

;

　
羃
～
ガ

町　
,

髭

嚠
㍉

・
汐

　

M・鵡
　
　
　
　
'

t

罫

　

。コ

　

　

　
嗣

　

'

厂づ
蕊
藩
二
幅都

　

・
ら

　

　

、」

瀞

　

　

ψ
　
　
陣

　

　
㌧　
　
　
　』

　

　

"
　
到
广
帽

羅巍巍
、
胸

幅

禪

　

　

細

田

噸

。
よ
」

㍉

『

・㌔
ず

靄
鑾
蠹
∴
嚢

醗

τ∴
.}

荒

蕪
　

　

　

　

　

　

う

"㌦マ
μ

炉

の呪

マ

、

・　

雲

譲

㌔
.…並

羅

　

扁

　

ミ恥
辱　

　
　

　̂

　

イ　
　　
　
　
　
　　
㌶
峯纛

る
蔦

羲

4争
い翼

癩蠡
　
　

媛

、

　
　
　
　
w戴

蕪
懿



靉蒙
欝議整
レ饗 》 廓ゴン叢㍉

・熟凶 　 　殖'慧 一5

　 　 　 泓　　,ご駻

　 　 シごべ 、 へ 　 丶,

　 _8

鑾

靆
蠹
・
難覊 灘
灘
毒
鼕
灘

灘

識蒸
凝
}叩滋

　
　　
∴

∴

ぬ
▼
紘

'
測
,
、

、
　

　

〆
、
「

.

び

'
　

9
　

～
`

　

　
　
　
　

　
　
'　　
　　　
/

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

へ　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

測　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

-　

广
　
　̀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の　
幽

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

-　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　
'

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

丶　　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　　

覧

羈

膿
野

、

鱒
蠶
馨

掌

.・

.・

騨
騨羅

　
　
　
　
・
大
饗

φ㌔̂
飽
旨}

・

　
　
　

　
　
　
　

　
　

ハ響爨靉靆
.ξ ・・ ∫ 気ご 映欝 気瓢 蠡蕊 賦膿.二耋
… 　 　 　 　、 　ワ 尸臨 迩 .　 懐 一。.丶 丶る 殊
　 　 　 　 り曹 　 　》海、 酔宀脚 源 庸晒 　　鰰胃 　 　 『　 β　 　㍉　 　 　 　 　 ゆ　 　 しへ　 　みイ 　な

　 　 　 　 丶 　　 /　 　 　 、 　 鵡

;鷲餐 擬 婁・警∵ 簾 欝:1
　 ヨハっ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ヒ ハほ
剛 ㎝読を 弧

　 ㌦、一ザ.,一,・ 、・い 啄 無 「鯛 ヌ ・ 　 ゼ
_㌦ 二二 で 帰 設 乳 監 丶 窟,ゾ で鯉 ㌦

　 　 　 　 ン 　 　 　 　 　へ も　
厚、 艸 ガ ド ・ 認 、し・ マ

/　 　 ρ 馬 ・;　 h・ 　 '}

轟 瀰 醗 鑒獅一馨爨 謬
試灘鑷 饕難 慧 鑽 饗

_離 隔蕊_蟇 臓 脚樋門沸
.、軍 舞 鋸蓋 跡辮 縫 ～

戀
箪
や
漁

、靆

藤

布臻

℃
∵

　
　
藁
戦
蕊

翌

「

執、
丶

"f
`

'T}ξ、 『鴨

、㍉
、　
嘔

丶
`

宀
、、

=_丶/

〆
・　　　
　
'

、P

℃煽

●多
、

・丶

㌦

」
鵡

.

、《

、

'

〆(
"

'　

、

ゼ

窄 ',o
'

聖

て鼻1
も

讐,守」 厂剛

、
月 曜

r'

璽、
墹

` 甼

へ

宀　
、

丶

、 　

ト

ダ暫ヴ
ー

げ

、ノ○、
'

の 福
ド

'

、'
.

略へ
'ノ

2

擘}

'

嘱ρ
'、

'

4・

些
聖

厂

、

ゾ

○

丶

丶 φ

、

、
、勉再

ド

剛

瞥、 き

「ゆ

ゾ虞

、
」

≧客　

「

"

「一

'

一

蘿
饑韆
鑾

讖
羈

靉

嚢
毒癬鍔

　

}

、

「、!

◎
ゆ、 ト7

,

一β、,曙

戸、
F

引 　

'

　

　

℃　

'

　

ノ

、亀　

、

「

～ やO

,

Ψ
、　
　

ビ

厂　
　'

、

、
、

`
r

、 層

、丶
ヤ

f
,

/

''、毒
`

ノ
ヂ壕

ぴ

・

●
、

』r
"

ム竪
'

岐

■

一 諾 ・鼠 竃訴　 糞
セ　 毳

　　　　　　　嚢

孟 夏蒸気　 　 ゆ「

ξ,靉
　　峨彎
　 　 　 躍㌘福　 　 　 ←暁　矯

赳
　 　 　 　 　 、←　 　 　 鳩　評墾
　 　 明{　尸　　　　聯

　　　 轡 ぎ毒
　 　 　 げ　　　ノぼ　ハド　マ　　　に
亀　 　 ',　 饕一翼 賑
　 　 ▼蓮 　悩 　悌 　ぼ属'

　 .　 ,ノる塵 峯　　　　

㌦ ・ご3欝 第　　　　　　一雨冨ジ纛 噌　・
　　　　　　 ㍉気働.一鄰 　.
　　　　　　 ・ヂ露、奮こ嘱款　　　　 が　　ユ　ゆ ヒ

∫擁☆韃
罷 譲灘　 　 　 　 　 　 雨男　詰、　暫脚 　　　　μ`一噸 ㌦　 　 　 　 　 　 　 　 噌　引や　「　訂

　 　 　 　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　　　の　の　 　 　 　 　 　 　 ぞレ　 　 　 　 　 /　
岬 眺望 一一 鱒曜瓢 ヘ

ン虫拳撫
　　　　　∵ 冫裁き鐙蕁　　 ・ 丶:編 孃 靉

　　　.、 魂 議鉦黨1　　　
ジ.∴ 瀛 茎糶1　 　 　 　 　 　 　 ,　　　　　　屯

←　 刈

随

㌦ヒ惣
町'

壌 爨
.。ぞ蟻

ノ丶,鳳
、廟

匡丶

' ～、 ㌧
厂
　

、

O卩
ノ

、

丶'、、
「、晴丶や

響 丶
ご

げ
丶～

　
　ド

当
ツ 暁

、`、 f

'r

一
　

ド

ヤ

㌦"

4　　"　　'
F/

プ

∵
}

　

、

轟

、

　
　
　
　

甲

　
　
　
　

　

、

　
　
　
　

　
}

.　
　
　
　
写　

ズ

、、

、
Lず一

'

丶

、

㌔

广
丶,

'、

`

哨
「
、

「丶,
礎

ノ 竪曾
驢

、

、■鳥

`

～聖

灘
機
構
講

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

呷

、

■

1
「4

　　　　　　　　　璽

　　㌧　β　　　　　向

　　　3　　　　　声、

!ノ　r　　　　、　　　いぜ

訳 詩凝 ㌻ ・　　 　　　 　　 　、

　 争 、　 騨

　　 　　　 　　 　　　 函

　　 　　　 　　イ 　 ノ
　　 　　　 煮鯉　　,

も「

く

4H　 ¥」

5

喉'　 ギ「尾

　　　　㌧
丶"　宝　　'

　　　摯w隔

∵ 撫　　　　ご ノ

'

!

炉」

爾
、

チ

〆　
　

、

二　
　
.

卿
ノ

、　
　
　
,、

丶

～

臓
`

「
6

、2
、、

、
、

、

气
玉
残

,

「

　
　
　

'

窃　
　
　
ハ　
　
噂

　

ら
广

礎

、丶

μ
、ノ

o　げ"广'
'

厂
、孟臓

{

●　、

予

尋 '
,

,　

♪

　

'

し

　

　

㌔

曜
ず

丶

　　　　　　宀ρ、、 　　一一

'　

で

.

㌃

3

、　
『

」

'

職

グ
丶　
　　　　
脅、

丶 、

丶
」

ψ'

レ

4:

P、

、

ア
(、璽 〆鴫

6

　　　　詈一　 ・㌶ 婦 ・翼 芸
.　 固,_絃 避欝
　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 一 ド 「鱒 勹

.　 汽製黨
　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 一　華曹ン 鞭　
.　 　 　 7　 一　 やでセ 罎勢門 ・　 　
ρ　 　 　 　 　 　 　 げ!轟 望 簸

　 　 　 　　 　 　 　　 　 ¶　r　。轡憾 静㌦

一・/!鉱 覇
　 　 　 　　 　 　 　h　 「一 ノ　"咳ソ歌 唱'　
》　一メ摂寮彎

　　　　　艦　 .ナ 　_　 噂逸 ち

イ

〆 　　　　「　ζ　←

　 　 重ノ

　 　 　 　　 ・　丿 輌丶隷 　軻㌧麟 恥,
　 　 　 　　 　 　 　 咬　　　　　　㍉　　　扇　 　 　 　　 　 '　　斗　ト　　　 ♪　ザh鶴飼

　　ご貯ミご灘　　　　　　　二悔　　　　層　♂韓メ　　　　　　
も・　 《勢 記 丶

　　　　　　　m一歳 讒 羹一　 　 ・∴ ジ}鏤 嚢
　 　 　 　 　 　 　 モ　　　 ア　　　　　　ぽ　　が

　　　 ・　 笋,鳶.本 縫1

.　 .㍉.丿 薫 辱箏霾 ミ

句

`竃

〃

、

　崩御　　　r、　　w　　　〆　　　　　　　　　古
、》　　　　　　!　　　　　　　 、

　l　 　 P　 　府　广ゐ、
　　　　　　　　　　 、

岬

,　
　

所

丶

干雨

、
广騨

、、、」

、

/ 御

構
、

、

い
b

、ノρ
'、

　
　

　
　
　

4

ノ
、　

;

　

・

ゆ

戸 〆

」　
!

宀
　ぐ

」
亀　

鷺、

く

『　
、

げ、 1

"

X、 丶、
覧、

魯　

脹＼
}

!

"

丶、 P

丶桓=亀
嘶尸　
,

監　騙　4σ

丶

・
7e

μ

}刷

靉
靆
靉

蠡　

満耋

蘿

鬻

7も

償
訟"

"鴨

～
毒

爨

.

-

ノ

〆
州
げ蓋
ピな
蘯

∴蠱
∴
鏤

、　　 　　　 　　　断　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　e

、
『 　 轟 ▼ 　 .　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 3　 　 ・

　 　 　 　 　 　 　 ,　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　、　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ 　　　　、　　 r

　 　 丶　　 　　　　　　 　　監

　 　 　 　 丶、　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　、　 　　 　 　　 　 　　 　 　　「

　 　 り　 　 　 　　て　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　キ

・㌶;壽瞬 よな ～ ∴ こ∴1尸 噛 一 ∵ ∵

隆攣麟 盞墨画 隔 蟹む冫ひ蒔 フ{1銭 ・鰍 ∴亀「・ザ㌦'

蠢蠢蠱 蠡
　 嵩　 』　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　...　 　　.　 .　 　 　 　 　醐.　 鴨.讃

「

、

・
{噌

ρ

厂「

、

、、

窮

钁

　

むず　
み

コ　
　
　
　　
　
　
　
ぬ

で
蘿

默

　

。　

蟲
　

。

壌
轟

　
　
　

　
　
　
ニ
チ
ゆ

　
　
　

　
　
　
　

　
れ
ヒ
の
ヤ
が

　
　
　

「
　

、,

寸

鹿

野

　
　
　

　
　
　
　
"
　

、き
♪駄

　
　
　

　
　
　
　

　

㎞、

、

、、

「

　
　
　
　
　
　
　
慨

毳
毳

・

}
施
纛

艨

冖

三

'》

.、・
痴∵
驚
變

　

り　
　
　
　
　
　
　
　

ゆ

A
.こ

瀛

f

　
　
㌶
　
轡

軍 律
摂

"断炉

、　　 　　 　　　 　＼　 　　　 　丶

　 　 　 　 　 　 　 ㌔　丶

　 　 　 し　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　がド　
一 　 、一一、・∴ 一 画 一 へ 身 痴 三^ ・　　 　、嵐　　 　 ,　　 _ρ 　 等ザ　 '

∴ム凝驫漏こ轡瀞磁壁
漁 嚢臻 慧暮盡黙

蘿譲靉讖i靉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

囲

　　　
　　　　
　　靉

.靉

　　　
　　　　
　　
難

　

　　　
　　　
㍗　
　
　

渇

　　　
　
野
掛

　　
　＼
・、喚

　　　
　
が.い譱

纛

＼、ぷ
蠹



一ア ー一r一 一一r一 一 『■r騨辱
　　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 ∫職

一

9

　
　
　
　
解
　

題

和
字
正
濫
要
略
　

一
卷
　
釋
契
沖
撰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
元
祿
十

一
年
五
月
成

〔
傳
本
〕
こ
の
書
、
久
し
く
寫
本

に
て
世

に
行
は
れ
、
甞
て
刊
行
せ
ら
れ
控
る
・と
な
く
、
こ
の
叢
書

k
よ
わ
始

め
て
印
行

せ
ら
る

丶
な
う
。
其
寫
本
の
も
蓬
蓬
な
う
し
も
の
二
種
あ
う
。
其

一
ハ
上
賀

　
ミ
　
テ

茂
三
手
交
庫

の
藏
本

に
し

て
撰
者
の
門
人
今
井
似
閑
の
寫
し
た

る
も
の
、
幕
末

に
其
跋
文
あ
う
。

即
ち

こ
の
叢
書

じ
収

め
た
る
も
の
に
し
て
、
世

に
流
布
せ
る
も
の
も
多
く

ハ
北
本
な
う
。
次

に
圓

珠
庵

に
傳

へ
だ
る
竜
の
、
そ
の
本
の
寫
し
も
希

に
世
に
存
す
。

こ
の
本
に

ハ
跋
文
な
し
。
今

こ
の

叢
書
k
収
む
る
爲
に
、
三
手
文
庫
め

原
本

に
就
き

て
校
正
し
だ
る
も
、
圓
珠
庵
の
原
本

に
て
校

正

す
る
能
は

ぎ
り
し

ハ
甚
遺
憾

に
堪

へ
す
。
但
し
、
傳
寫
の
本

に
よ
る
に
異
同
殆
費
あ
る
》と
な
き
が

如
し
。

(
撰
者
〕
の
・と
已
に
正
濫
鈔
の
條

に
い

へ
う
。

〔
提
要
〕
こ
の
書
、
巻
首
に
和
字

正
濫
逋
妨
抄
改
補

竃
あ
る
が
如
く
、
和
字
正
濫
逋
妨
抄
を
再
治
せ

し
も
の
に
て
、
其
主
意
電
す
る
竃
こ
ろ

ハ
、
和
字

正
濫
鈔

の
説
を
回
護
し

て
、
倭
字
古
今
通

例
書

和
字

霊

鑑

要

略
解

題

一

〆

錦織轟嘉 二ぎ 触 漣 ご〆



　 　 」_一 　　　じ　 __1}　 　 }一一氤一

画

字

並

濫

翼

略

解

斑

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む　
む

　

の
説
を
駁
撃
す

る
に
あ
う
。
こ
の
書
の
う
ち

に
俗
書
円

い
へ
る

ぬ
.
即
ち
邁
伺
書
を

さ
し
た
る
な

　

}9
0

　

按
ず

る
に
、
初
め
延
寳
四
年
秋
、
江
戸
・
芝

の
人
山
崎
吉
里
(橘
成
員

)売
家
假
名
遣

に
基
づ
き

て

　

假
名
字

例
四
譽
を
…撰
し
覧
其
弟
'橘
保
・春
厥
文
を
加
皿
へ
、
延
寳
ム
ハ
年
二
月
も
江
口
ム通
水
石
皿
『本
屋
士
ロ

・

兵
衞
之
を
發
行
す
。

　

麺
寳
入
牢

、
契
沖
、
萬
葉
集
代
匠
記
を
撰

び
、
總
釋

の
う
ち

に
假

名
遣

の
説
を
述

べ
て
、
定
家
假

　

名
遣

の
説
巴
萬
葉
集
等

の
古
書
に
見
海
兎
る
竃
こ
ろ
竃
異
れ
る
よ
し
を
識
す
。

　

そ
の
後
十
三
年
を
継

て
、
夏

に
和
字

正
濫
鈔
を
撰
し
、
前
説
を
補

正
す
。
同
門

の
俗
楽
之
を
持
し

　

て
.
其
師
な
る
江
戸
湯
島
靈
雲
寺
の
覺

彦
に
示
す
。
覺
彦

「
清
書
の
後
梓

に
も
鏤
尢
ら
ん
に

ハ
小

　

補

も
あ
う

澱
べ
く
見
ゆ
る
物
色
」
巴
評
せ
し
を
聞
き
傳

へ
て
、
江
戸
の
書
肆
中
河
五
郎
兵
衞
之
を

　

上
梓
し
、
二
年
の
後
、
元
祿
八
年
九
月
發
行
す
。

　

正
濫
鈔
観
行
の
前
月
、
橘
成
員

も
再
び
假

名
邉

の
書
を
撰
し

、
璽
九
年
八
月
刊
行
す
。
こ
れ
を
倭

　
字
古
今
通
例
書
巴
す
。
先

の
假
名
字
例
を
増
補
し

π
る
も
の
な
り
。
　

　

　

　

　

　

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鸛

書
刊
行
鑿

+
矢

月
、
契
洩

蕩

抄
姦

し
、
筆
を
極
め
て
、
,鸛

書
の
誤
謬
を
指
墨

τ

、
其
臓

に
凌
で
及
び
、
殆
澄
餘
す
£
こ
曜わ
な
㌔

管.覆

名
遣
の
隊

隠

せ
隊

ゆ
ご



"

劬

二

に
あ
ら
す

②
定

家
假
名

遣

の
外

、
寛
文

六
年

に

ハ
類

字
役

名
遣

、
延
寳
四

年

に

ハ

一
歩
假

名
遣

元

祿
四

年

に

ハ
初

心
假

名
遣

、
元

祿
入
牢

に

ハ
蜆
縮
凉

皷
集

等
み

わ
、

い
つ
れ

も

正
濫

鈔

の
所
説

巴

ハ
同
b

か
ら
す

り
然

る

に
通

例
書

を

の
み

サ
殊

さ
ら

に
は

げ
し

く
駁

し

た

る

汀
、

深
ぎ

事
情

あ

る
と

な

る

べ
し
。

通
例

書

の
序
説

の
中

に
、
日

本
紀
寺

の
假

各

の
證
據

電
定

め

が
だ
き

よ
し
を
述

べ
、　

「
家
ん

を
舊

記

に
な

つ
懐

ん
や

。
ロ
バ
理

の
正
道

に
ゑ

穴
が

ぴ

て
可
な

う
。

近

年

か
な

の
書

あ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ

ま

派
出

控
う

。
或

雜
清

し
或

古
書

を
證
據

に
虎

て
愚

昧
の
た

し

か

に
知
も

ム
や

う

に
ゑ

な
せ
う

。

徴
ビ
す

る

に
カ

れ
う

蹙
れ

竜

ふ
ら

め

、

一
向

か
な
を

不
知
ゆ

へ
な
う
」

云

々
竃

い

へ
う
。

こ

の
數

言
、

必
し
も

正
濫
鈔

を

の
み
指

し

尢
る
k

も
あ

ら
す

、
明

に
そ
れ

巴

さ
し

て
駁

し

尢

る
忙

も
あ

ら

滋

に
、
入

省

の
書

を
記

し

て
、

一
字

一
句
の
微

を

菟
摘
鵠

し

て
…挑

評
し
控

る
ど

、
密
嚴

の
道

場

に

入
う

、
阿
闍

梨

の
位

に
王

う
た

都
人

の
、
軽

々
し

く

い
ふ

べ
き

と

巴
も
思

は
れ

す

。
是

に

ハ
隱
れ

控

る
事
情

の
あ

る
・と
馨

る

べ
し
。
今
迄

を

詳

に
ゑ

が
甍
き

ハ
惜

し

欷

べ
し

。

こ
の

正
濫

要
略

ぬ
ユ
逋

妨

抄

よ
う

一
年
後

に
成

ら
控

る

に

て
、
先

の
攻
勢
を
改

め
て
守
勢

円
し

.

角

箸

の
誤

を

正
し

、
自

説

を
辯
護

し

、
俗
書

に

云

々
巴
手
輕

に
撃

ち
た

る

ハ
.

さ
す

が

に
悔
ゆ

る

髭

獅

難
ザ

毳

緊

は
"纛

作
の
爨

中
に
養
書

㌧

教

学

正

濫

要

略

解

題

三



●

和

字

正

濫

要

略

解

題

台

rr㌢Ul

不
思
議
に
其
全
書
、
撰
者
自
筆
の
ま

丶
に
し

て
、
華
頂
山
入
信
院

に
傳

へ
、
合

判
轉
じ

て
北
野
祚

瓧
の
文
庫

に
藏
す
。

こ
の
藏
本
な

か
う
せ
ば
コ
補
改
L
の
意

を
正
し
く
解
す
る
と
能
は
ぎ
り
し
な
る

べ
し
。
次

に
通
妨
抄
の
序
を
あ
げ

て
、
如
何
ば

か
ク

に
攻
撃
せ
し

か
其
様
を
示
さ
ん

巴
す
。

〔
和
字
正
濫
逋
妨
抄
序

〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.

此
逋
妨
抄
を
出
ず
故

ハ
、
さ
き

に
和
字

正
濫

抄
五
卷
を
撰

び
て
、
古
書
費
も
を
引
讃
し

て
假
名
の

ま
ぎ
ら
は
し
き
を
正
す
。
こ
れ
中
世
以
来
假
名
を

い
る

か
せ
に
し

て
義
も
ま
控
隨
ひ
て
誤
ま

る
事

見
ゆ
る
故
な
う
。
委
し
く

ハ
彼

に
い
ふ
が
む
円
し
。

こ
丶
に
背
面
先
生

円

い
ふ
人
あ
う

て
、
假
名

つ
か
ひ
の
蓄

電
て
貳
過
集
天
窓
を
印
行
せ
る
を
見
れ
ば
、
儒
を
業

巴
す
る
人
の
撰
述

ε
見
ゆ
る
が

引
か
れ
控
る
所
の
書
、
家
の
青
藍
淫
す

る
禮
記
莊
子
等
を
も
は
か
ノ
『

し
く

ハ
見
ら
れ
す
。
ま
し

て
和
書

八
木
學
な
費
の
引
尢
る
な
費

ハ
見
ら
れ
尤
る

か
、
本
書
を
ば
曾
て
見
ら
れ
す
。
尤
懐

く

、

見
ら
れ
尤
る
に
や

電
か
ぼ

丶
し
き
所
も
、
入
電
な
う
軽
躁
は
な
は
だ
し
き
銘
、
誤

て
耳
を
把

て
涕

を
摘

む
風
情

か
ほ
く
、
和
語
の
事

ハ
、
て
に
を
は
だ
に
知
ら
れ
ぬ
人
の
、
ロ
バ傲
慢

に
て
心
を
師
ぎ

し
て
、
ム
つ
丶
か
な
る
事
費
も
を

い
や
し
き
詞
に
か
＼
れ
た
る
が
、
初

に
も
千
歳
笑
電

い
ム
物
四

卷
を
出
せ
る
よ
し
な
る
が
、
今
見
る
を

竜
て
見

顧
を
思
ふ
に
、
鐵
の
輪

も
片
腹

に
ま

っ
は
棲
ぼ
し

き
ば

か
う

の
物

象
る

べ
し

。



■

正
濫

抄
そ
れ
に

か
な
は
願
事

あ
る
か
に
て
、
大
き

に
腹
だ
ち
て

い
へ
る
や
う
、
引
讃
す
る
所
の
日

本
紀
寺

の
六
国
史
・
舊
事
紀
・
古
事
記
・
古
語
拾
置
・
萬
葉
集
・
菅
家
萬
葉

集
・
古
今
集
等
其
外

家

々
の
歌
集
・
延
喜
式
・
和
名
抄
等
す

べ
て
昔

ハ
假
名

つ
か
ひ
の
浅

い
ま
だ
定
ま
ら

ぎ
り
け
れ
ば

皆

か
な
観

て
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら

に
よ
ら
ば
、

か
な
つ
か
ひ
の
法

ハ
な
く

て
、

い
か
な
る
や
う
に
か

き

て
竜
く
る
し
か
ら
汲
に
な
る
べ
し
。
家

々
k
か
な
つ
か
ひ
の
書

ハ
あ
る
ぺ
け
れ
費
、
篋

の
底
に

秘
す
る

ハ
見
る
に
由
な
し
。
又
親
行
の
假
名
遣
も
俗
に
玄
控
が
は
れ
だ
る

か
、
行
阿
の
そ

へ
ら
れ

控

る
k
出
来
だ
る

か
、
紕
繆
す
く
な
か
ら
す
。
只
取

べ
き
を
取
う
、
取
が
た
き
を
ば
取
ら
す
し

て

舊
記
に
な
づ
ま
す
、
理
の
正
當

に
隨

ひ
て
可
な
り
。
近
年
か
客
つ

か
ひ
の
書
出

た
り
。
古
書
を
證

據
に
た

て
、
愚
昧
の
尢
し

か
に
思
ふ
や
う
に
ゑ
な
せ
う
。
(
こ
れ
に
ム
た

つ
の
心
め
る
べ
し
。

一
に

ハ
古
書
の
假
名
の
観
て
、
證

電
な
ら
ぬ
を
知
ら
で
引
だ
う
電

い
ふ
意

か
。
二
に

ハ
古

書
を
委
し
く

ハ
考
ふ
ま
じ

け
れ
ば
考
だ
る
や
う
に

い
ひ
な
し

て
、
た
ぶ
ら

か
す
豊

い
ふ
心
槌
)
徴
ε
す
る
に
だ

れ
ウ
巴
こ
そ
思
ム
ら
め
費
、

一
向
假
名
を
知
ら

臓
故
な
り
巴
書

て
ロ
バ
一
鎚
に
打
砕
き
だ
り
定
書
て

只

一
鎚
に
打
砕
き

だ
う
。
ゑ
家
せ
う
電

い
へ
る
こ
そ
言
を
食
ま

ぬ
痩
法
師
の
木
枕
耳

い
だ
く
聞
ぐ

る
し
く
侍
れ
。
ゑ
れ
た
る
弟

か
た
く
家
＼
る
友
あ
り
て
、
こ
れ

に
比
黨
し

て
序
を
作
り
蹶
を
加

へ

て
夾
輔
せ
る
其

い
き
ほ
ひ
、誠

に
手
を
炙
ら
は
あ
つ
か
り

滋
べ
う
し
て
當
る
べ
か
ら
す
見
え
尤
う
。

祁

掌

圧

濫

要

略

解

題

五.



和

字

正

濫

要

略

解

題

六

}

「

」

電
電
よ
6
余

ハ
是

唖
羊

の
老
沙
門
に
し

て
騙
馬

の
少
沙
彌

に
菟
及
ば
す
。
夙
に
三
密
門
に
入
な
が

ら
終
四
番
檀
を
ば

な
さ
で
.、
只
少
年
の
日
閑
寂
を
慶
ぶ
る
が
カ
め
に
、
腰
は
な
れ

か
丶
う
控
る
和

歌
を
心
や
う

に
詠
せ
し
こ
竃
の
習

ひ
て
癖
巴
な
り
て
、
西
行
の
塔
婆

に

ハ
あ
ら
臓

(和
歌

一
首
を

詠
b

て
ハ
塔
婆

一
本

に
あ
っ
迢
西
行
土
入

の
申
さ
れ
虎
る
よ
し
明
窓
傳

に
あ
り
)
能
因
の
椿
柿
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
シ
ラ
ノ
コケ

(
龍

田
法
師

す
き

の
あ
費
ろ
萇
綱
橋

の
か
ん
な
く

づ
を
袋
に
入
れ
て
頸

に
懸
ら
れ
だ
る
よ
し
あ
ま

力
物
に
か
酔
う
)
冷

も
獪
捨
は

て
臓
に
、
久
し
く
中
古
以
來
が
な
を

い
る

か
せ
に
し
て
義
も
懐
だ

隨

ひ
七
誤
換
れ
る
事

の
心

に
か
＼
う
し
を

.
十
餘
年
許

さ
き

よ
う
所
以
あ
り
て
、
和
書
を
見
る
事

韋
編
も

】
尢

ぴ
な
費

ハ
絶

ぬ
べ
き
に
及
ぶ
あ
ひ
だ
、
假

名
の
誇
竃
な
る
べ
き
事

あ
る
を
見

つ
く
る

に
任
せ

て
後
、
人
の
だ

め
に
も
や
な
る
電
、
は

か
な
き
心
ひ
電
つ
に
寫

し
集
め
所
々
愚
意
を
注
し

和
字

正
濫
抄
竃
名
づ
け
糧
控
る
を
、
先
年
武
藏
の
國
湯
島
の
靈
雲
寺
覺
彦
阿
闍
梨
の
弟
子

の
俗
の

こ
丶
に
あ
る
が
、
ま
だ
草
稿
な
う
し
を
寫
し

て
も

て
猛

て
、
阿
闍
梨
に
觀

謁
す

る
次

に
見
す
o
阿

闍
梨

】
覽

し

で
、
,清
書
の
後
梓
に
も
鏤
尢
ら
ん
に

ハ
小
補

も
あ
う

ぬ
べ
く
見
ゆ
る
物
色
巴
申
さ
れ

し
ょ
し
を
,
書
林

の
中

に
傳

へ
.聞
で
、
謂
ふ
者

の
み
ら
し

か
ば
、
す
な
は
ち
あ
だ

へ
て
印
行
せ
し

め
つ
。
涯
分
を

は
や
か
ら
で
、
な
設
b
ひ
な
る

こ
ε
せ
し
に
よ
ム
ノ
て
、
々
先
生
が
怒
に
あ
ひ
て

一

鎚
.に
あ
カ
う
ぬ
。

】
己

ハ
い
～
ハ
に
足
ら
ぬ
を
、
老
法
師
が
あ
や
ま
ち
故

に
、
本
朝

に
か
い
く

ハ
上



和

字

正

濫
,要

略

解

題

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

£

子
よ
う
下
民
間
に
至
る
迄
の
妥

皇

寳
の
古
激
闘・
羨

奮

い
へ
ば
・
崇
邁
霰

皇
帝

北

～…
野
聖
廟

其
ほ

か
古
賢

先
達

裟

で
皆
彼

餘
勢

に
あ

て
奉

る

こ
巴
、
俗

に
実

ハ
下

か
ら

ぐ
」
ハ
い
は
れ

π

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

サ
ミ

{
る
、

こ
れ

菰
う

け

う
。

も

竃

よ
う

日
本

紀
・
萬

葉

集
を

心
中

に

ハ
褊
し
け

め
費

も

、
古

今
無

雙

の

一蓋

口を
吐
て
幔
撃

高
塗

る
、.
巴
八
手
が
正
濫
抄
地
髪

せ
う
。
こ
鷲

よ
う
器

紫

妨
を

}
な
し

て
兼
て
文
盲

の
金

鍔
淫
し
、
鎚
勢
を
古
人

に
ほ
さ
ば
し
ら
ゑ
め
し
罪
を
補
ふ
な
う
。
夫
本
亂

}～
れ

ぬ
れ

ば
末

治
ま

ら
す

。
あ

や

按

る

に
毫

釐

を

も

て
す

れ

ば
、
差

ム

に
千

里
を

隔

つ
。

か
る
が
ゆ

}
ゑ

に

、
良

工

も
縄
墨

を
す

て
す

。
善

醫
竜

方
經

に
背

く

Z
迢

な
し

。

然

る

に
今

、
古

書
を

用
す

、

新
書

も
誤

あ
う

重

て
用

す

、
他

の
書
を

ぱ
見

す

竃

い
は

い
、

】
部
み

一
雇
自

己

の
臆

見

雇
う

。

あ

に

こ
れ

を
兒

量
定

卒

に
も
殿

費

こ
さ

ん
幽

。
控

電

へ
ば

杣

匠
の
規
矩

を

一
捨

て
眼
鑑
を

も

て
方

圓

を

な
さ

ん
に

、
方

な
る

も
の

ハ
菱

電

な
り
圓

な
る
も

の

ハ
芋

《
豕

ら

ぎ
る

㎜
こ
巴

あ
控

は

ぎ
ら
ん

が

乙
電
し

。

か
ろ

か
な
る

か
獄

一
く
-
。

く

め
の
さ
ら
山

さ

ら

ノ
＼

に

か
ろ

か

な

る

か
な
。

.
叉
仁

あ

る
人

ハ
他

の
美
を

蔽

ひ
他

の
善
を

壞

る

べ

か
ら
す

。

差

巴
ひ
正
濫

抄

よ

か
ら
す

巴
も
何

ぞ

一

一
兩

事

の
取

べ
き

事

な

か
ら

ん
や
。

况
や
と

一
℃

く
古

書

に
よ
れ
う

。

一
向

不

知

円

い

へ
る

ハ
蔽

、
壞
は

な

は
だ
し

。
仁

心

い
つ
く

に

か
あ
ら

む
。
今

の
卑

賎

の
身

を
も

て
古

の
尊

貴

の
人
を

譏

て
邪

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

ヒ



一
{一,　　o・

一

和
字

正

濫

要
略

解
題

入

　
　
　
　

正
を
顛
倒
す
。
義

に
違

ひ
禮

に
背
け
り
。
孔
丘

ハ
知
ら
ぬ
を

之
ら
す

巴
ず
る
人
を
知
る
円

い
ひ
、

　
　
　
　

盂
軻

ハ
耽
る
心
な
き
を
耽
る
者

ハ
恥
な
し
巴
す
。
先
生

ハ
然

ら
ね
ば
智
遅

い
は
む
や
。
知
ら
ぎ
る

=

　
　
　
　

を
知
れ
ら
電

い
ひ
見
ぬ
書
を
も
見
だ
り
円

い
ふ

ハ
佛
法

に
付
て

い
は

い
妄
語
の
罪
堕
獄

の
国
家
う

　
　
　
　
儒
に
付
て
父

は
美

く
黛

き
人
な
り
。
蒂

智
勇

ら
ば
何
を
か
羣

5

は
む
。
凡
庸
2

　
　
　
　

俗
人

ハ
何

の
論
ず
る
所

か
あ
ら
ん
。
武
城

ハ
言
偃
が
治
め
し
處
巴
名
を
同
じ
う
ず
。
汝
幸

に
す
め

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
}

　
　
　
　

-
。
何
ぞ
骸

の
聲
を
-
跡ろ
こ
び
て
、
宣
尼
の
牛
刀
究

繁

れ
を
の
な

・
ひ
し
は
か
あ

行
乞

　　　　縫

轍鑄

鰯
犇

鸞

吩舗
難

戦
鷺

墾

　
　
　
　

里
を
隔
て
共

に
ず
£

い
ふ
明
月
に

ハ
似
も
に
ぬ
物

か
ら
伺

ひ
て
見
る
こ
丶
ち
こ
そ
せ
ら
る
れ
。
鳴

　
　
　
　

呼
物
皆

ハ
あ
控
ら
し
き

ょ
し

巴
こ
そ
よ
め
れ
澄
(
万
葉
第
十

)藥

の
中
に
穴
隙

ハ
ふ
る
き
を
よ
し
電

　
　
　
　
・
す
。
中
に
竜
陳
皮

こ
蹙

に
名
に
れ

へ
ら
す
や
。
先
生

が
姓
み

つ
か
ら
木
奴

電

い
ふ
。
き

こ
そ
あ
尢

一

　
　
　
　

ら
め
。
興
學

沿
い
巴
換
だ
若
く
し
て
俗
気
青
皮
よ
り
も
は
げ
し
く
は
な
は
だ
し
。
但
和
語
の
ゑ
ち

一.

　
　
　
　

す
つ
地
を
易
裟

ば
・
藷

の
席
上
の
珍
忽
に
か
ら
允
ち
錘

ヒ
て
・
陸
郎
ゑ

ぞ

び
讐

㌔

　
　
　
　

る
ε
あ
だ
は
す
。
ま

め
な
る
人
の
前

に
ハ
入
野
の
薄
の
ほ

に
い
だ
ず

べ
き
と
に
も
あ
ら
ぬ
物
に
な

.

　
　
　
　

り
て
、
れ
そ
ろ
し
き
刺

の
出
來
て
物

に
か
・、
う
衣
を
牽

、
人
を

い
た
く
さ
す

に
や
め
ら
む
な
懸

い



和

字

正

濫

要

略

解

題

尼
ふ
ほ

費

に
、

か
た

は
ら
に

入
あ

う

て

い
ふ
。
ゑ

ば
ら
く

ま
て
。
そ

迅
ノ
＼

背
面
先

生

円

い
ふ

ハ
た

れ

　

ぞ
。
又
千

歳
笑

貳

過
集

な
費

い
ふ
書
を

も
き

か
す

。

老
だ

る
人

ハ
ひ
暹
う

乙
電
す

る
く

せ
出

来

て

　

ふ

そ
れ

に

ハ
あ

ら
す
や

。

い
な

法
師
老

た
れ

費
ま
だ

さ
ば

か
う

ハ
は

れ
す

。
彼

書

の
中

に
、
み

＼

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

コテ
ヘ
レ

　

づ

く
k
わ

ぼ
う

し
き

せ

て
小
鳥

費
も

の
囮

に
ゑ
控

る
ば

か
う

の
と

知
ぽ

か
る
中

に

、
う

も
じ

の
所

　
　

ツ
チ
ジ

に
項
を

い
ふ
斈

、
「
う
警

頂

緇

駿

協

謝

こ
れ
眞
名
優
名
合
せ
て
廿
字
に
足
ら
串

に
既

　

に
あ
凌
だ
の
謹
め
う
。
二
つ
の
假
名
望
竜
に
「
宏
」
を
「
ぢ
」
に
だ
が

へ
だ
る
巴
、
項
を
頂

に
作
れ
る

　

巴
、
頸
後

巴
こ
そ
和
名
に
も
注
ゑ
控
れ
わ
ら
は

べ
も
知
れ
る
う
な
じ
を
額
中
円
い
へ
る
巴
、
叉
額

.
電
も
円

い
へ
る
巴
、
五
つ

ハ
あ
ら

は
な
う
。
今

ひ
ε
つ
ハ
額
£

い
ひ
て
ま
だ
頂
額

ビ
す
れ
ば
所
さ

一
だ
按
ら
ぬ
を
そ

へ
た
ち
。
餘

ハ
准
ら

へ
て
知
る
べ
し
。
目
す
で
に
項
の
下
に
あ
ら
ば
、
先
生
が
見

}…
る

所

、
古

今

の
人

に
か
は
り

た
る

も
・と
は

・9
に
こ
そ

巴
、

さ
て
呼

索
名

な
う
。
千

歳

笑

喧

ハ
、
榛

}…
皮
の
厚
き
顏
、
葭
華

の
薄
き
才
を
も
て
、
恥
の

い
の
ち
な
が

＼
ら
ん
事
を

欲
し
て
良
材
を
彫
て
延

…
,
…
る
を

い
ぶ
。
貳

過

巴

ハ
書

子

ハ
あ
や

ま

ち
を
知

て

ハ
必
ら
す
改

む
£

こ
そ

い
ム
な

れ
。

顏

回

八
過

}}
を

～
ハ
た

＼
ぴ
せ
す

巴

こ
そ

き
け

。
高

ぶ

る
餘

う

に
彼
跡

を

さ

へ
追

ふ
饗

じ

ε
,
羮

に
懲

て
あ

ま
う

}…
な
る

ハ
韲
を
さ

へ
そ
吹
な
る
を
、
こ
れ

ハ
熱
き
を
執

て
も
手
を
濯
が
す
撚
る
火
に
薪
を
そ
ふ
巴

か

～一
や

つ
醉

へ
る
人

に
強

ふ
巴

か
や
。

あ
や

ま

ち

に

め

か
ね

ば
、

こ
れ

記
ま
た

こ
な
だ

よ
う

名
付

た

る

}
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

九



ノ

一

和

字

正

濫

要

略

解

題

十

1

な
り
ε

い
へ
ば
、
く

つ
が

へ
う
て
め
も
な
く
喰

ふ
。
千
歳
笑

の
初

の

一
こ
ゑ
{

い
ふ

べ
し
。
ゑ
ば

ら
く
円

い
は
れ
て
、

い
ひ
さ
し

つ
る
事
費
も
下
k
ゆ
つ
れ
り
。
』

こ
の
書
術
亦
巴
こ
ろ
ム
丶

に
狂
歌
な
費
を
漁
る
し

て
他
を
そ
し
れ
り
。
左
に
其
數
首
を
抄
出
す
。

　
腹
黒
く
學
問
青
き

倉
入

ハ
假
名
字
例
さ

へ
赤
恥
を

か
く

　
　
　
直
拗
を
不
知

に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
{

斃

物
発

て
嬰

ゑ
ら
で
言
葉
の
錦
輦

ん
思

念

ハ
釜

　

　

　

　
　

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
}

　
　
　
序

に
蒼
領
が
事
も
な
く
て
俄
に
天
粟
…
電
云
に
付

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
マ
ヒ

　
や
ぶ
か
ら
棒

つ
き
出

し
だ
る
此
粟

ハ
天
の
賜

ひ
か
人
の
嘔
吐

か

　
　
　
古

書
を
證
據

に
だ

て
愚
昧
の
だ
し

か
に
思

ふ
や
う

に
ゑ
な

せ
り

　
天

へ
は
く
唾
遺
著
松
本
入
ゑ
な
せ
う

電
云
人
ぞ
ゑ
な
せ
る

　
言
は
ま

ぬ
此
や
せ
法
師
木
枕
の
耳

い
た
く
し
て
ね

こ
そ
玄
な
さ
ね

　
　
　
障

歌
　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

.　

　

…

爨

羨

で
作
れ
る
発

け
か
さ
恥
に
か
芟
あ

く
假
名
ぎ
ら
ひ
か
な

　

　

}

橘
の
・・
の
か
み
に
吹
毳

風
に
た
食

れ
に
け
る
や
せ
す
羣

か
な

　

　

　

　

～

う
し
ろ
ゆ
響

せ
鄭

畠

凄

嵩

み
項
の
下
の
目
や
該

ふ
ら
ん

　

　

　

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「



か
ち
た
ち
の
物
に
か
丶
り
巴
な
り
に
け
ゆ
か

ぐ
の
こ
の
み
も
だ
ね

か

へ
に
し
て

か
な
つ

か
ひ
ま
た
う
ち

か
へ
し

つ
く
れ
る
h
畠
瘡

よ
り
恥

の
か
き
あ
き

だ
ち

か

へ
う
き
か
さ
ま
が
は
の

い
は
渡
の
む
か
し
の
人
に
き
す
る
ぬ
れ
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ

あ
わ
や
喉
其
紺
掻
が
模
を
だ
に

れ
き

だ
が

へ
た
る
今

の
韻
學

な
ま
ノ
＼

に
ま
な
ま
な
び
た
る
餘
力

に
ハ
な

か
く

假
名
の
か
な
は
ぎ
る
べ
し

　

　

　

　

　

カ
ブ
ラ

置
薬

だ
に
も
臼
頻
蚯
蚓

の
ぼ
ね

も
な
き
せ
＼
り
學
問
根

へ
い
ら
ぬ
か
な

資
朝
の
昔
み
ら
れ
し

か
た
は
に
も
う
な
じ

の
下
に
目
あ
る
あ
ゆ
き
や

れ

ほ
建
ち
の
下
に

72
、ち
め
し
猿
智
惠

ハ
草
木
も
知
ら
で
何
を

か
く
ら
ん

和

字

正

濫

要
略

解

題

　 　 　　 　　 　 　 零
　 　 　 　 　 　 　 _　一 　}　 　 　 　 　 　 rr一　一

　 　 　 　 『=一
　 　 　 　 一　〔　一　 　 　 一}　 　 旧　　一}　 }

キ
}

　
　
　
　
　
　
校

訂

凡
　
例

剛
比
書

ハ
、
京
都
の
人
富
岡
謙
三
氏
を
煩
し
、
監上
質

茂
三
手
文
庫
所
藏

の
今
井
似
閖
自
筆
本
に
つ

　
き

て
校

正
せ
う
。
こ
＼
に
深
く
其
勞
を
謝
す
。

一
振
本
譜
濁
熱
を

付
け
だ
る
誘
電
付
け
ぎ
る
巴
あ
り
。
句
讀
も
付
だ
る
條

竃
ゑ

か
ら
ぎ
る
巴
あ
う
。

　
今

共
に
、
す

べ
て
之
を
付
け
れ
き
た
う
o

鏖

日目
録
な
し
.
今
"窪
陣
ド

ー

ー

ー

…

}

…
…

　

一

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

十

一



和

字

正

濫

要

略

口

次

十

和

宇

正

濫

.要

略

目

次

和
字
正
濫
鈔
の
正
誤

い中
下

ノ
い

み中
下
ノ
ゐ

ひを南
下

ノ
を

れ中
下

ノ
れ

中
下

ノ
ぼ

え南
下

ノ
支

五 五 　 四 三 三 二

十 十 五 十 十 十 ナ 十 ・1・ 十
六 五 十 九 九 六 入 四 三 二 干 し 一

ゑ中

下

ノ
ゑ

中

下

ノ

へ

南

下

ノ
わ

南

下

ノ
は

南

下

ノ
う

中
下

ノ
ぷ

噛
む

ト
う

ト
邁

ズ

川
類

音

便

む

ト
聞

ユ
レ
ー,
う

ト
書

ベ
キ
類

五
+
九

六
十
一

六
十
四

六
十
六

六
十
九

七
十

七
十
ご

七
十
四

七
十
六



或

モ
ノ

ハ
徒
然
草
鉄
褪

延
政
門
院

ノ
歌

ノ
條

チ

サ

ス
、
盖
、鉄
槌

ノ
撰
者

講
黔
諺
灘
韆

見

ザ

"

シ

ニ
ヤ

◎
原
冩
本
一

和

字

正

濫

要

略

　
い
に
し

へ
の
人

の

い
は
く
限
め
る
を
も
て
か
ぎ
ウ
な
き

に
っ
か
ば
あ
や
う

か
ら
ん
の
み
巴
。
人
の

世
に
あ
る

か
の
く

ゑ
わ
ぎ
有
。
皆
そ
の
要
に
つ
か
す
ば
ま
・と
に
あ
や
う
か
る

べ
し
。

か
な
つ
か

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　
ヤ
ヨウ

ひ

ハ
俗

に
も

渡
る

こ
巴
な

が
ら
ま

さ

し
く

ハ
和
歌

を

も
て
め

そ
ぷ
人

の
事

な
う

。

紳
瑛

が
反
紐

圖

　
　
　
　
　
　
カ
ソ

序

に
詩

人

の
鉛

鍵

円

い

へ
る

に
同

じ

。

こ
れ

に
よ
う

て
今

歌

書

に
用

る
言

の
中

に

つ

い
て
人

の
ま

　
が

へ
ぬ
を
ば

か
き

て
。
あ

る

ひ

沿
昔

よ

う
あ
や

ま

う
あ

る

ひ

ハ
ム
ー
の

ひ
ε
の
ま

費

ひ
や

す
き

を
ね

'
う

て
。

和
字

正
濫

要

略

巴
な

つ
く
。

古
書

を
引

て
證

す

る

こ
竃

ハ
私
な
き

事
を
顯

は
せ

う
。

昔
明

…
巍

法
師

電
云
人

ハ
か
な

も
じ

つ

か
ひ
を
や

ぶ

う

て

い
み
を

れ
ね

ゑ

の
類

皆

ひ

巴
つ

に

か
く

べ
し

巴

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

む　
む
　
ム　
ゐ
　
ロ
　
ロ

…
申

さ
れ

け

る
よ

し
或

も
の

に
言
う

。
新
勅

撰

に
同

じ
も

し

な
き
歌

}
　

逢
と
よ
含

か
ぎ
あ

裟

盃

や
行
ず
ゑ
資

で
む
馨

更

け
る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ハ

}
ね

ゑ

を

漉

せ

ば

此

う

た

知

な

じ

も

じ

有

歌

巴

な

る

べ

し

。

裟

だ

古

今

に

n
世

の

う

き

め

見

ね

臓

山
∵

　

ほ
　
け

写

へ
い
ら
ん
に
塗

笠

を
層

も
豪

き
警

す
・
龜

へ
喜

便
蒙

ト
レ・
糞

が
へ
奪

ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

"
ノ
　

ヲ

〃
ノ
　

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ
ノ
カ
ミ

　
ば

か
た
は
な
る
こ
巴
も
出
来

べ
し
。
億
計
王
私
計
王

ハ
兄
弟
に
て

か
は
し
ま
す
。
億
計
王

ハ
兄
菰

}
慧

薐

に
位

に
つ
か
せ
給
ひ
て
仁
爨

暑

」申
す
.
私
計
弄

顕
宗
天
髢

。
古
事
記
に
ど

要

略

序



◎
二

和

字

汪

溢

要

略

序

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二

　
　
　
　

ヘ

　
　
　
　

　
　

ケ
ノ
　
チ
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

方
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

ぜ

　
　
　
　

一
意

祁

王
袁
祁

王

豊

か
＼
れ
う

。
憶
意

ハ
共

に
假
名

か
弘
袁

輪
業

に
を

な
う

。
億

八
六

の
義

仏

n
小

曹

一
家
る

べ
し
。
計

ハ
何
の
義
円

い
ぶ
事

い
ま
だ
ゑ
ら
率
。
も
し

知
を
混
ぜ
ば
此
御
中

い
つ
れ
御
兄
何

}…
れ
御
弟
豊
も
わ
か
つ
之
竃
あ
だ
は

ぎ
る
べ
し
。
黄

口
さ
き
だ
ち

て
飛

べ
ば
群
雀
ゑ
げ
き
あ
み

に
か

▽

う
清
盲
す
み

て
み
ち
び
け
婆

氷
寞

か
き
安

紫

つ
・
麗

ハ
め
し
ひ
?
嚇
ち
ゑ
る
べ
す

～…
る

に
と
な
ら
す
。
ま

控
近
頃
の
人

か
な
の
事

八
つ
や
ソ
＼
ゑ
ら

臓
が
ゑ
ひ
て
奬
名

の
四
聲
に
寄

べ

へ　
し

円

い
ふ
あ

う
。

こ
れ

い
は

れ

な
き

と
也

。

比
比
圃

ハ
其

加
み

ハ
和

語
の

み
あ
う

て
異
名

も
な
く

一
音
も
な
し
。
五
十
音

ハ
自
然

の
昔

探
れ
ば
紳
世

ハ
更
に
も

い
は
す
入
の

世
に
な
う
て
も
面
乙

、
に

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　
　

へ　　も

　
か
の
つ

か
ら
知

ズ
こ
そ

い
ひ
け

め
。

其
後

文
字

わ
た

う

て
後
和

語
の
義

に
ゑ

た
が

ひ

て
伊
爲
等

の

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

へ

…
昔

を

も

つ
か
ひ

わ
け

眞
名
を

も

こ
れ

か
れ

蓬
配
當

せ
る

也
。

た
巴

へ
ば
大

の
字

の
假
名

遠

々
£
も

}
、

、
　
、
　
、
　
　
　

、

、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

、

}
遠
保
遠
於
£
も
於

々
於
遠
竃
も
か
き
た
る
巴
も

い
に
し

へ
に
隨

て
さ
こ
そ

か
く

べ
き

に
於
保
竃
の

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奄

　
み

か
け
る
故
有

ぺ
け
れ
費
誰

か
今
其
故
を
ゑ
ら
ん
。
知
ら
ね
費
も
昔

に
絶

て
書
家
れ
う
。
紳
武
天

㎝
　

　

　

オ
ヒ
イ
シ
　

　

　

　

　

　

オ
ヒ
シ

　
皇

の
御
歌
に
於
費
異
之
巴
め
る
を
古
事
記

に

ハ
於
斐
,之
巴
あ
う
。
日
本
紀

の
自
注
に

ハ
大
石
巴
あ
　
.

誘

い
に
し
へ
よ
う
馨

ひ
　

か
登

る
也
f
ろ
づ
萎

や
筈

葉

裏

べ
し
.

……
知
ほ

っ
遍

い
ふ
電
き

ハ
李
聾

か
ぼ
山
円

い
ぶ
円
き

ハ
王
難

か
ほ
野
円

い
ふ
時

ハ
去
聾
也
。
さ
り
巴

}}
て

か
の
字

を

か

へ
て
我

竃

ハ
善

事

な

し
。
を

る

居

ε

い
ム

ハ
李
聾

の
輕
也

。
恒

常

に
輕

円

い
ふ

ハ

へ



{

@
三

當
う
て
重
く

い
へ
ば
却

て
重
な
う
。
和
名
菊
の
下

に
本
音
之
重

こ
れ
つ
よ
く
押

て
い
ふ
故
な
り
。

こ
れ

八
入
聲
。
入
聲
に
も
輕
あ
れ
ば
卆
聲

に
引

て
准
ず

。
を
ば
伯
母
£

い
ふ

ハ
上
聲
。
を
巴
め
少
女

電
云

ハ
去
聲
・
是
又
馨

に
依
て
を

丶
セ

書
替
る
事
な
し
。
い
み
ね
ゑ
こ
れ
に
准
ふ
べ
し
。

か
く

の

さ
竃

く
三
聲

あ

う
。

入
聾

ぬ
ず

べ
て

な
し

。

以
呂

波

ε
云
も

の
出

家

て
後

四

十

七
字

を

も
て
和

語

め
云

に
及

ば
ず
昔

を

も

無
窮

に
書

に
さ

は
る
事

な

し
。
昔
を

か
ら
ば

候
名

ハ
同

じ

く

て
字

の

か

允

k

て
卒

土
妻

入
を

分

つ
な

う
。

か
な
控

の
四
聲

の
字

を

か
り

こ
な
た

の
和

訓

の
字

に
あ

は
せ

て

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ヘ　
ヘ　
ヘ　
へ　
ぬ　
　
　
ヘ　
へ

無

窮

に
轉

麺

し

て
埼

る
也

。
ま

さ
し

く
假

名

の
ま

ぎ

る

丶

ハ
五
十

昔

の
中

に
あ

い
う
ね

を

、
や

い

客

ギ

が
翠

霧

此
三
行
の
内
を
崇

・
い
ろ
は
に
混

中
に
い
挈

の
三
音
を
は
参

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

も　
ゐ
　
な　
　へ
　
　あ　
　へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
　
ヘ
　
　へ　
　を

て

残

る

十

二

字
・の

商

い

ゐ

汝

ゑ

を

か

の

三

野

六

字

こ

れ

用

み

わ

く

べ
き

字

喉

り

。

興

外

は

ひ

ふ

ヘ

ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ　
ヘ
　
へ　
り
　
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゐ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
へ　
　
　
あ

ほ

の
中
下

に
あ

う

て

わ

い
う
ね

を

巴
聞
ゆ

る
音

便
又

あ

ふ
う

障
泥

あ

ふ

ひ

葵
等

の

ふ
の
を

の
や

う

　
　
　

ヘ

ヘ
ヘ

へ

ぬ
ヘ

へ

あ

シ

に
聞
え

う
ま

れ
生

う

も
れ
邏
等

の
う

の
む

に
ま

ぎ
る

丶
探
す

こ
し
」

心
を

つ
く

れ
ば
窺

う
や

ず
き

な
う
。

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

セ
ツ

字

を

反
ず

に
二
字

に

て
反
す

上
を

切

字
下
を

韻

字
円

い
ふ
。
下

の
韻

字

に

て
卆

王
妻
入

の
定
ま

れ

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ヘ　
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
　
ノ　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ノ

費

和

語

に
て
善
時

そ

れ

ハ
用
な

し
。
上

の
字

に
て

い
み
等
を

わ

か
つ
な
う
。

注

一
切

一
一
切
乙
一

　
　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　
あ

ヘ
ヘ

ヘ
ヘ

　

　

　
ヨ
ウ
ノ

ノ

　
ノ

　
ノ

　
ノ

　
ノ

刧
伊

一

初
島
一

切

於
i

切

な
費

あ

る

n
皆

あ

い
う
ね
を

の
字

也

。
手

切
以
切

夷

切
一兪
切

炭

切
亦
切

和

字

正

濫

要

略

序

三



一{

灘
…
脚学

一出

穂
瓜
要

い略
一
座序

原
本
今
井
似
閑
ノ
頭
書

　
　
　
　

　
　
　

　

一

!

i
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ー
ー
ー
i
　
　
　
　
　
　
　
　L四

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

　
　
　

　

菟

鼠

親

切
弋
切
佛
切
こ
れ
ら
ハ
卸

ゆ
総

のの
字
也
・
青

馬
切
斎

青

雲耐

蔚

狐
切

…　

　

　

　

、

、

、

、

、
　

　

・

覧

れ
ら

β

⇔
づ
毳

の
実

体
う
。
こ
れ
を
も
て
薯

の
假
名
驫

は
い
み
つ
が
ら
假
名
の
護
丶

}
ろ

を

得

ぺ、
し

…
　 　 　 一　　　　　　　　　弓　L　 　 }　 ～ 一　,■一　 　 　 　 　 　 一　 　 　 　 　 …}尸　　附一　 　 　 }　-　　　r　　ヒ　ず　 訥　匿　　_　　　馳一　　　　　}　　　　槽綱　¶　　「　一舮一

音

ヲ

モ
無

窮

轟
一

私

云

源

李

盛

衰

記

二
少

納

言

信

西

双

六

ノ

目

シ

ユ
四

朱

三

ト

イ

～

川

八
重

宗

ト

繰
量
見
妃

ト

双

亠
ハ
ヲ
煙
仄
玉

へ

川

時

コ

ヒ

メ
.
ニ

シ

ユ
四

シ

ユ
三

ノ

・出

冖タ

レ

バ
五

位

弘

サ
'
ヅ

ケ

五

位

ハ
赤

衣

ナ

レ

バ
夫

ヨ

リ

朱

四

朱

三

ト

イ

へ

川

ヨ

シ

ヲ

イ

ヘ

リ

今

案

此

読

響

ア

μ
人

ハ
イ

ッ

ハ
リ

多

シ

ト

イ

ヘ

ル

タ

グ

ヒ

一一
テ

法

皇

ノ

オ

モ

ハ

ズ

モ

信

西

二
蕁

サ

セ

玉

ヘ

バ
廣

才

ノ

聞

エ

ア

〃

人

ナ

レ

バ
サ

ス
ガ

シ
ラ

ズ

ト

ハ
イ

ナ

ビ

ガ

タ

ク

ッ

ク

リ

ゴ

ト

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヂ
ツ
チ

イ

ハ

レ

タ

〃

ナ

川

べ

シ
。

惣

ジ

テ

双

六

ノ

重

冖フ

タ

ル

目

ノ

詞

ハ
皆

重

ノ

字

ノ

韓

語

ナ

リ

。

重
=

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ
ゥ
さ
　
シ
ユ
サ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　シ
ユ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ヂ
ヅ
グ

(
チ

ヤ
ウ

ノ
漢
音

轉

語
)
重

二
重

二
(
シ

ユ
ウ

ノ
轉

語
)
重

辮幽
(↓乂
/シ

ユ
ウ

シ
ト

モ
ーム
)
弔堪
五

(
ク
ゴ

　
　
　
ギ
ヤ
ウ
ロ
グ

・ト
通

)
重

六

(
チ

ヤ
ウ
韓

語

,亘
店
いT
Z
晋

ノ
無
窮

ナ

〃

コ
ト

ヲ
知
ノ
ベ
シ
o
.
本
字

ニ
ヨ
リ
ナ

五
一音
通

ジ
假

名

ノ
タ
ガ

へ
川

コ
ト

】
ッ

モ
ナ
ク
音
便

ヲ

ム
ネ
ト

セ
リ
。

或

書

の
詞

に
も

て
う

き

ん
て
う
し

巴
侍

れ

費

も
是

も
重

三
重

四

竃

か
き

て

シ

ユ
ザ

ン
シ

ユ
シ
ε

よ

む

べ
き

に
や

イ
チ
認
　

サ
ン
ミ
チ
　

シ
ヅ
チ
　

グ
イ
チ
　

ィ
チ
肩
グ
　

サ
ン
晶
　

シ

サ
ウ
　
ゴ

サ
ソ
　

サ
ブ
ロ
ク
　

グ

シ
　

ゴ

ロ
"

一
二

　

ご
一
U
　

四

一　

五

一　

　

一
↓
ハ
　

三

二

　
　四

三

　

　五

一ご
　

三

六

　
　五

四

　

　五

山
ハ
　

同

ジ

目



廟

◎
四
丁

言寝室　
二人
　書:以
　入下

　契序　神文

　ノノ

一
{

　

　
　
　

　
　

　
　
　

チ
ウ
メ

ニ

ッ

ロ
度

ニ
イ

ヅ

ル
ヲ
重

目

ト
云
。
重

韻
曾

云
儲

用
切

厚
也

シ
ョ
ウ
。
冬
韻

傳
春

初

チ
ヤ
ゥ
晋

奥
蟲

同

。
地

名

直
龍

切
チ
ョ
ウ
也
。
陽
韻

叶
L

傳
王

切
椀

也

テ
ウ
也
。
腫
韻

柱
重
切

厚

也

チ
ヨ
ザ
也
。
箋

昔

直
垂

切
チ
ョ
ウ
逾
韻

多
貢

切

ト
ゥ

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

オ
リ
メ
　
　
　グ
じ
イ
チ
　
　
サ
ン
二

三

入

ノ
目

ヲ
合

ス
レ

バ
六

ツ
双
六

ノ
下
場

二
五

一
ハ
三

二

ノ
石

下

川

、
コ
ア

タ

ハ
ザ

レ

バ
六

ッ

　

　
　
　

　
　

　
　
　

シ
ヅ
キ　
　　
　　ヂウ
ニ　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　
ヒト
ツ

ノ
目
五

ツ

ニ
劣

レ
リ
〇
四

一
八
重

ニ

ヲ
下

サ

子

バ
五

ッ
ノ
目

ニ
ハ
及

バ
ズ
o
目

一
箇

ノ
紳

ア
リ
。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

メ
シ

阿

那
律

ハ
有
爲

ノ
肉

眼
盲

ヒ
タ

レ
疋
天
眼

ヲ
以

三
千

界

ヲ
見

ル
。
世

間
盲
者

モ
五
色

明
闇

等

ヲ

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

サ
ハ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
シ
ヒ

聞

テ

信

ズ

レ

バ
智
眼

ニ
ハ
礙

ナ

シ
。
見

プ
悉

ク
誤

ル

ハ
盲

ノ
見

ザ

川

エ
劣

ン
リ
。

正
理

ヲ
聞
得

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　
　

　

コ
ヤ
ヌ

ズ

シ
テ
却

テ
幔
瞳

ヲ
高

ク
堅

ル

ハ
、智

眼
早

ク
盲

タ

ル
人

ナ

リ
。

眞
島

モ
金
鈴

ヲ
投

テ
手

ヲ
拱

ク

　

　
　
　

ニ　
ク
　
　
　
　
　
　
チ
ず
　
　ヘビ

臓

ナ

リ
。

諺

日
吉

鼓
僞
不
レ
畏

レ
蛇

ト
o
街

談
巷

説

モ
探

ベ
キ

コ
ト

ァ
リ

ト

ハ
蓋

此
・事

也

。

一

一 噛　へ戸 凵へ

'

和

字

正

濫

要

略

序

●

五



ゆ

和

字

正

濫

要

略

引

證

書

目

爵

馨

貝
原
嚢

紙

ノ
裏

二
張
紙

ト
セ
ウ

◎
五

　

引

證

書

目

祕

瑛

九

弄

皮

紐

圓

序
、

沙　　江　　散　　勇弓　令　　手合　　中　　蚕食　　新　　三　　字　　諺原'六 　　日

石 次木 艤 装 盛 者袋 轟 本

集 第 集 集 解 遺 集 集 合 録 豪 語 帖 紀
、 　　、 　　 、 　 　、 　　 鴨 　　、 　　、 　　rb　 　、 　　、 　　 、 　　 、 　　、 　　 秘

倭

名

鈔
、

玉

　

篇
、

白

兵

文

集
、

舊

事

紀
、

後

拾

遺
、

拾

芥

抄
、

源

仲

正

集
、

續

日

本

紀
、

本

朝

文

粹
、

左

　

傳
、

土

佐

日

記
、

縫
目
木
鏝
紀
、

倭
姫
命
世
紀
、

赤
染
衞
門
葉
、

朗 蒙 韻 新

　 　 　 勅

詠 求 會 撰
、 　　 「塾 　　 、 　　 も

亠
ノ、

藥

師

寺

佛

足

石

賛

歌
.

金

　
　

葉
、

類

聚

國

更
、

兼

輔

集
.

宇

治

大

納

言

物

語
、

日 藻 曾 夫 公 釋

　 　 　 　 忠 日本

後 擁 丹 木 家 本

紀 草 集 集 集 紀
、 　 　、 　 　、 　 　 ・隊 　 　「b　 　、

行 物 齋 仲 姓 灼 眞 手 延 古

語 艨 畷 字 喜
假 う 女 集 録 歌 伊 冀 義 金

名 っ 御 　　 ●　 勢

斈鬢餐竪 猿籌1驚
　 　 ぬ 　 　 　 　 　 　 　 　 　　や

遣 語 　 集 葉 撰 　 集 葉 記
、 　 　、 　 　 　 　 、 　　、 　 　、 　 　 　 　、 　 　悔 　 　塾

重

之

集
、

八

雲

御

抄
、

貫

之

集
、

一
心

戒

文
、

古

語

拾

遺
、

已 續 順 黐

上 古 　 中
L

　 冷 菓 抄
　 、 　 　、 　 　、



一　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

字

正

濫

要

略

　

　

　
,

鍵
蘿

鸚
抄
入
巻
　

　

　

和

字

正

濫

邇

妨

抄

補

畋

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第

一

卷
　
序

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

か
　
じ

●
和
字
正
濫
鈔
ノ
正
誤
　
以

作

威

ハ稜

　
　
日
本
紀

に

ハ
稜
威
を

い
つ
竃
よ
め
う
。
韻
會

に
前
渡
書
を
引

て
云
季
廣
傳
稜
威

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
李
寄
口
神
靈
之
威
日
レ薐
。
巌
の
字
を
い
つ
巴
よ
め
る
に
意
回
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
婁
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
鷲
　

第

二

卷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
磐

余

い
は

あ

れ

耽

蘿

歉

和

合
云
。
い
は
あ
れ
嵒

し
て
い
は
誓

も
茎

餐

ゑ

厂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ム
ヤ
マト

ィ
ハ
レ
ピ
コ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

誤

れ
う
。

い
ば

れ

な
う

。
い
は
あ

れ

蓬

沿
い
は
す

。
延
喜
式
等

に
祕
日
本

磐
余

邊
天

皇
淋
武
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獄

あ
れ
熱

し
た
る
に
あ
や
按
ら
れ
だ
う
。
古
事
記
に
紳
倭
伊
波
禮
磐

蠡

静
不
孝

こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
}

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
明
證
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀰

難

い
ぐ」
ジ

衾

。
萬
藁

囲
舞

歌
に

イト"

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…　
　
あ
ひ
み
て
八
鹿
ぱ
し
も
戀
ハ
な
き
ん
か
巴
思
へ
ば
彌
こ
ひ
綾
さ
う
け
う
。
今
の
本
か
や
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

黙
せ
ら
・
然
る
に
六
帖
異

い
よ
丶
磊

鬼

つれ

裟

れ
鬼

萬
葉
簍

に
罫

騫

靄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
=

……
…
ー
ー

　̀
　
　

ハ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ー
-ー
ー
ー

　
　
　
　

和
字

正

濫

要

略

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一

/



亀r悔一 齣噺屮

〇
六

和

字

正

濫

要

略

二

　

　

ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　

へ

　
　
須
巴
よ
め
う
。
い
よ
く

の
後
の

い
を
上
略
せ
る
詞
な
う
。
よ
電
電
V
同
韻

に
て
通
す
れ
ば

い

　
　

巴

や
も

い
よ

丶
に
れ
な
b
き
訖
。
い
円
く

円

い
ム
後

の

い
を
略
せ
る

か
。
何
も
義

ハ
達
せ
◎

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ　
　
　
　
チ
メ
　
フ
ト
イ
　
ヅ
ト

威

　稜

　
　
い
つ

　
　
(
日
本
紀
祕
代
紀
上
稜
威
此

云
二
伊
都
黝
注
あ
6
。

こ
丶
に

ハ
稜
威
電
書

べ
き

　
　
を

か

へ
さ
ま
に
か
け

る
ハ
誤
れ
㌧
9
)L

擽

一鬢

殿
…　

か

う

が

い
凪

(今

云
。
和
名
鈔

に
欣
春
雪
。
玉
篇

に
所
劣
切
拭
払
。
職
に
作
れ
る

　
　

ハ
誤
れ
う
)

蹄

鷓
用
編
　

つ

ま

い
り
　

和
名
に
牛
馬
巴
あ
る
を
馬
巴
ハ
誤
れ
り

愛

知

あ

い
ち

蜘
貔

今
云
。
智
を
警

作
れ
ゑ

誤
れ
う

弾
丸

　

さ

い
ご
り
　

今
云
。
和
名
に
弾
弓
唐
韻
云
弾
弓
縷
離

離
撃
放
レ九
弓
也
文
字
集
畧
日

　
　
竹
強
弓
也
。
玉
篇
彈
の
下

に
號

胴
弓

胴

巴
あ
う
。
さ

い
蹙
ウ
巴

ハ
蒙

求
に
潘
岱

の
下
に
か
く

　
　
黙
せ
る
を
見

て
世
に
さ

い
電
動

ぎ
を
円

い
ふ
物
巴
ふ
題
意
得

て
出
し
だ
れ
費
和
名

に
よ
れ
ば

　
　
あ
ら
願
事
に
て
誤
れ
う

艢

み

る

和
名
に
雛

紅
鶴
.鐸
㌘

木

蓮

子

　

い

た

ひ
糲
鑠

今
云
。
萬
葉
に
ハ
な
し
。
日
本
紀
を
誤
て
萬
葉
竃
せ
う
。
是

渦
中

　
　

下
の
ひ
の
下
色
。

い
の
下
に
日
本
紀
和
名

巴
注
せ
る

ハ
よ
し



◎
七

攸
霈
瞋

　

か
た

か
む

ぎ

の

い
ひ

今
云
。
餐
を
和
名
に

ハ
鬢
に
作
る
。
玉
篇
に
餐
饑
同
字
也

シ
ウ

フ
ン

初

　
　う

ひ
　
　(古
今
物
に
猫
蹶
を
云
一云物
名
の
名
を
か
ε
せ
う
)

第

暫三

卷

ム
シ
イ
ヒ

覆

れ

ば

ふ

此
ぼ

八
重
黙
に
知
丶
ふ
巴
踊
る
や
う
に
い
ふ

太

れ

ほ

さ

な

り

萬
葉
に
大
き
巴
假
字
に
か
け
う
。
假
名
ハ
れ
な
b
け
れ
愚
夫
の
時

ハ
踊

　
　
ら
す

多

　
　れ

ぽ
〉
し
　

此
ぼ
ハ
知
＼
電
量
黙
に
踊
る
や
う
に
云
習

へ
う

縢

魚

　

を

こ
じ

和
名
　

今
云
。
和
名
鋤
澱
殖
稔
同
字
也
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク　
　　
　　
　チ
　ハ
フ
ナ
　　ト　
　　ナ　
ヒ
ト

鑾
日
　

れ

ご

な

ひ

細
水
　

神

代
窓

下
云
喧

響

此

云

二游

等

娜
光

一

襴

衫

　

な

ほ

亡

の

こ

ろ

も

順
縁
匁

　
(今

云
。
和

名

に
直
衣

探
し

。
誤
れ

り

。
和

名

す

そ

つ
け

　
　
の
こ
ろ
も
巴
も
巴
て
俗

に
直
衣

を
用

望

い
ふ

べ
か
う
し
也

)

飛

廉

草
　

ふ

ほ

ム

て
ぐ

さ

和
名
　

(今
云
。
此
名
を
知
に
紛
べ
か
ら
す
。
削
る
べ
し
)

第

四

卷

和

字

正

濫

要

略

三

●



、

和

字

正

濫

要

略

四

一(
似
閑
書
入
)

長
能

ナ
ガ

ヨ
シ

◎
入

紐
衣
知

　
　俊
ち

脚
黼
樋
江
　
今
云
。
和
名
に
智
巴
布
を
知
電
誤
れ
う

决

明

　

ね

び
す

ぐ

さ
　

(此
上
に
芍
藥
ね
び
す
ぐ
す
う
を
置
抛
る
め
次
第
誤
れ
う
)

餌
冖香

市

　
　ゑ

か

の

い
ち
　
广顯
宗
紀
播
磨
。
今
案
す
る
に
播
磨
巴
注
せ
し

ハ
誤
れ
う
。
雄
畧

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

タガ
ラ
モ
ノ
チ
ア
ラ
バ
ニ　　
　
　　
　　
　　
　
　　
ノ　
　　
　　
　
　　
ニ

　
　

紀

に
云

天
皇
値
下
二
齒

田

根
命

一資

財
露

麗
中
松

餌

香
市
邊

橋
本
之

上
上
逾

以
二
餌

香
長

野
邑

一
賜
二

　
　

物

部

目
大
連

一)
か

＼
れ

ば

下

に
衞

我
河

翻
糊
糲
竃
注

せ

る
所

竃

知
な
し

罅

姦

ゑ

む

響

榴

今
案
に
和
名
罅
發
韈

夢

あ
ウ
。
發
の
字
を
そ

魯

う
し
毳

な
う
。

軸胛
酒

礪
鰈
　
(今
云
。
み
わ
の
假
名
を
れ
巴
せ
う
。
萬
葉
第
二
に
三
輪
。
和
名
集
R
美
和
)

遊

女

た

借

れ

め

恕

今
云
。
和
名
に
八
字
加
禮
女
文
日
阿
曾
比
電
あ
る
を
誤
れ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ

」
悠
鰓
　

す

は

や

り

蜘
翻
俗
　

今

云
。
和
名
抄
云
魚
條
。
遊
仙
窟

に
云
東
海
鯔
條

黼
轗
耀
顳
轍
皺
利
誤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ
ヨ
シ

　
　

て
予
が
出
す
所

の
字

ハ
音
曲
魚
名
他
字
也
。
楚
割
巴

か
く
意

ハ
楚

n
木
の
す
は
訟
。
そ
の
や
う

　
　
　
に
魚
を
切
れ
ば
す
は
わ
・9
竃
云
べ
き
を
わ
の
字
舌

に
障
る
に
よ
う
同
韻

に
て
通
噛じ
て
す
は
や

　
　

う
円

い
ぶ
な
る
べ
し

第

五

巻

長

能

厭
　

な

が
た

ふ

翫
降
彫
碪
の
　
今
云
。
千
載
上
下
に
わ
允
う
て
な
が
尢
ふ
」
電
假
名
か
＼
れ

一



原
本
歌

八
握
書

セ
リ

和
名
鈔
、
朸

ニ
ジ
ク

ル

◎
九

隻

和
,
字

正

濫

要

略
　
　

控
る
故
に
出

せ
う
。
然
る
薩
長
能
家
集
を
み
れ
ば

い
は
く
。
か
げ

つ
ら
竃

い
ひ
は
べ
・9
け
る
人

　
　

の
も

の
い
ひ
侍
け
る
女

に
忍
び
で
も
の

い
ひ
そ
め
て
罷
う
尢
う
け
る
に
き
あ
ひ
に
け
れ

ば

}

　
　

品
の
宮

の
九
條
k

か
げ
つ
ら
す

む
電
き

＼
て

「
こ
す
渡
に
袖
う
ち

臓
ら
し
歸
う
し
も
あ
は
れ

　
　

竃

か
も
ひ
か
け

つ
ら

む
や
ぞ
。
返

し
「
よ
し
れ
も

へ
な
か
よ
し
巴
だ
k
見
裟
し
か
ば
痕
こ
し
け

【

　
　

う
逕
み
せ
ま
し
や
そ

ハ
。
叉
云
は
や
う
加
茂
祭
見
侍
る
重
て
あ
や
し
き
人
を
車
に
の
せ
侍
し

　
　
を

む
か
ひ
に
よ
し
ま

さ
の
朝
臣
た
ち
て
か
く
云
侍
う
し

「
そ
の
か
み
の
な
か
よ
し
ε
だ

い
ゑ

　
　

う
ぬ
れ
ば
人
の
數

巴
も

知
も
ほ
え

澱
か
な
。
返
し

「
こ
巴
わ
う
や
ゑ
か
う
き
身
な
り
ゑ
か
ハ

。

　
　

あ
れ
澄
よ
し
ま
さ
る
ら
ん
人

ハ
誰

ぞ
も
。
此
贈
答
四
首
み
な
名
を

よ
み

い
れ
尢
る
に
家
が
よ

　
　
し
竃
二
首

よ
み
尢
れ
ば

こ
れ
を
證
竃
す

べ
し

嚼

け

あ

た

じ

繍

今
云
。
和
名
鰭
な
る
を
誤
れ
う
。
下
准
レ之

粟

田

　

あ

は

ふ

今
云
。
此
次
糞
堆
あ
く
泥
ふ
次
に
あ
ム
ち
な
る
を
次
第
を
謎
れ
う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヌ　
チ

樗

あ

ふ

ち

舖

今
云
。
あ
需

論

名
棟
、
樗

ハ
沼
天
産

}

・
ぬ
る
で
豕
る
を
誤
れ
ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ
イ

枴

あ

ふ

ご

鰍

今
云
。
和
名
勤

漿

る
を
誤
れ
う
。
枴
ハ
玉
簾
集

覊

饋

暫

胴

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ツ
イ

蚰

堰

な

め

く

号

繍

今
云
。
蝗

ハ
蜒
な
る
を
誤
れ
う

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　

う

曇
葦
聚

　

　う

庶
丿

駒
期
　

今

云
。
名
和

に

ハ
雲

珠

蹙
有

を

誤

れ
う
。
雲

聚
」
巴

ハ
萬

葉

第

十

三

に

ハ
此

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

、五

D



和

字

正

濫

莫

略

一L亀
ノ 、

丶

　

　

　
　

　

ウ
　
ズ

　

　

次

下

の
髻

華

(冠

の
巾

子

に
立

そ

ふ
る
も

の
也

)
の
假

名

に

か
く

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

オ　
いハ

覦
腿
母

　

　う

ば

　

　
今

云
。
和

名

に
於
波

巴
あ

わ

。
上

に
於

保
波

々
の
義

電
注
し

抛

る
が

さ
円
し

。

　

　

俗

に
う

ば

と

い
ふ

ハ
か
電
う

ど
わ

の
下

に

て
通
す

れ
費

俗

に
隨

が

へ
る

ハ
誤

菰
う

。
源

氏
若

　

　

紫

の
卷

に
も
れ

ば
定
有

う

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

チ
メ
　
ウ

マ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　
チ
バ

ごワ
レヘ
シ

美

　
　う

ま

亡
　
　
日
本
紀
第

一
に
可
美
此
云
二子
癪
持
4
第
三
憩
武
紀
に
可
美
此
云
二子
魔
詩
一可

　
　

チ

　
　
字

知
竃
せ
う

莚

　

む

亡

ろ

　
筵
を
調
て
莚
に
作
れ
う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ
　
　
　
　
ハ　
　
　
　
　
　
　
ヌ

隨

分

　
安

づ

さ

～

丶

艱

　

今
云
。随
分
管
絃
還
自
足
。此
随
分
を
流
布
の
文
集
に
ナ
ヅ
ラ

　
　
ノ
＼

電
黙
す
。
古
き
朗
詠
の
黙
に
ナ

フ
サ
く

ど
黙
す
。
異
名
伊
勢
物
語
に
あ
ふ
な
く

知
も

　
　
ひ

ハ
す

べ
ん
な
す

へ
な
く
控

か
き

い
や
し
き
く

る
し

か
う
け
会
。
.
此
歌
の
あ
ふ
な
く

に
隨

　
　
分
を
用
片
假
名
の
ア
ト
ナ
ト
ま
が
ひ
ナ
ト
サ
ト
按
が
ひ
て
ア

フ
ナ
ノ
丶
の
ナ

フ
サ
ー

に
な
ウ
尢

　
　
る
麗
。
流
布
の
自
民
文
集

ハ
三
字

電
略
に
ま
が
ひ
尢
る
訖
。
今

の
歌
六
帖

に
に
な
き

か
も
ひ

　
　

に
入
れ
だ
ウ
。
に
豕
き

ハ
に
あ
は
ぬ
也
。
然
れ
ば
随
分

の
字
よ
く
叶

ひ
て
聞
ゆ
る
な
り
。
な
つ

　
　

さ
く

も
な
ぶ
さ
く

も
誤
な
る
べ
し

蕗
…　

メ

ム

き

　
　
此
字
字
彙

に
な
し
巴
注
せ
し

ハ
十
三
書
の
下
を
尋
け
る
か
合

酒
忘
れ
尢
う
。

」

/



一

◎

一
〇

●

い
膿

チ
ゐ
ト

ス
ル

ハ
和
字

通
例
書

ノ
説

ナ
コ

膽
引

二
畫
の
所
に
有
.
靉

反
音
礬

薯

一套

ぐ

き
の
饕

な
し
L
ー

ー

～

」

丶 、

和

,字

正

濫

要

略

　
い

　

和
名
類
聚
鈔
第
三
云
中
黄
子
云
膽
購
緻
搬
爲
二
中
精
之
府
ゆ
同
第

二
十
云
人
蔘
繍
瀦
骸
世

俗
に
熊
膽

ハ
諸
病

に
通
じ

て
上
藥
な
る
や
う

に
云
傳
ム
。
人
参

八
神
艸
巴
名
付
る
ほ
費
の
藥

な
れ
ば
熊
膽
に
比
し
て
和
名
を
付
だ
る
か
。
然
れ
ば

こ
れ
ま
だ
伊

の
字
を
用
だ
れ
バ
膽

の
假

名

い
な
る
證
な
ウ
。
日
本
紀
第
三
紳
武
紀
に
大
和
の

い
こ
懐
山
を
膽
駒
山
巴

か
丶
れ
愚
行
紀

　
あ
ム
み

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　イ
カ
ダラ
シ
ヒ
メ
ノ
ミ
ゴ
ト
　
　

　

　
ィ
カ
タ
ラ
シ

に
近
江
の

い
索
き
山
を
膽
吹
£
か
丶
れ
靈
仁

天
皇
の
皇
女
膽
香
足
姫
命
を
古

事
記

に
伊
香
繕

い
ラ
日
子
命

電
か
げ
う
。
姫

こ
日
子
ε

ハ
異
説
也
。
安
閑
紀
k
筑
紫
膽
挾
山
部
電
荷

ハ
和
名
を
考

　
　
　
　
　
ミ
ヤ
コ
　
　
　
　
　シ
モ
ツ
ケ
　
　
　
　イ
サ
ヤ
マ

る
に
豊
前
國
京
都
郡
巴
下
毛
郡
に
諌
仙
あ
み
。
此
山
ふ
控

つ
の
間
に
佳
人
な
る
べ
し
。
諌

ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
フ
リ
サ
ヘノ
ま
ビ
ス
　
　

　
　
　

　
ヰ
メ
　イ

い
さ
む
此
假
名

に
φ

へ
る
を
れ
も
ふ

べ
し
。齊

明
紀
に
膽
振
鈕
蝦
夷
自

注
に
膽
振
鐙
此
云
二
伊

ブ

リ

サ

ヘ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
イ

カ

ゴ

　

　

　

　

　

　
　
イ

カ
ゴ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

ィ

洋
梨
娑
陪

一定
有
。
叉
天
武
紀
に
膽
香
琵
臣
巴
あ
る
氏

鴇
伊
香
也
。
和
名

に
陸
奥
国
の
郡
名
膽

サ

ハ澤
を
伊
佐
波
巴
註
ず
。
以
上
こ
れ
ら
膽

の
假
名

い
な
る
證
也
。

こ
れ

ハ
和
歌
に
踊
る
詞

に
あ

ら
ね
ば
委
し
く
わ
き
捜

へ
す
巴
も
有

べ
き

に
膽
の
假
名
を
爲
也
円
み
だ
う
に
軌
し
て
熊
膽
を

く
ま
の
み
巴
か
く
べ
し
膽
駒
膽
吹
を
も
み
こ
ま

み
索
き
電

か
く

べ
き

よ
し
申
に
ょ
う
熊
膽

n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七

●



和

字

正

濫

要

略

◎
コ

下手俗
ミ邇書
ナ例㍗

同全ア
ジ害冫レ

　 チ♪、

　 サ暗
　 スご」

　以和

ノ丶

　
　

さ

て
も
あ
う
な
ん
伊
駒
伊
吹

巴
も
書
所
を
ぱ

い
ハ
わ
う
し
ゐ
也
f
」
い
ム
を
L
さ

に
沿
あ
ら
す

　
　

電
明
ら

か
な
る
證
を
引

て
わ
き
ま

ふ
る
他

端

牌離
　
　
い
が

き
　
　和
名
云
美
豆
加
鮫

】
云
以
賀
陂
。
萬
葉
第
十

一
に
伊
垣
。
俗
書
に
み
が
き

　
　

巴
喜

べ
し
井
の
字

の
や
う

に
す
る
垣

な
れ
ば
巴
云
。
神

代
よ
り
有

い
が
き
に
文
字

わ
た
う

て

　
　

後

の
名
あ
ら
ん
や
。
よ
う
て
こ
丶
に
辨

へ
て
出
す

r
因

幡

　

い
な

ば
　

和
名
に
以
奈
入
電
註
す
。
舊
事
本
紀
第
+
に
稻
葉
の
國
古
事
記
上
に
稻
羽

　
　

豊

か
け
う
。
行
李
脚
立
わ
か
れ

い
な
ば
の
山

巴
つ

い
け

て
よ
ま
る
。
此
歌
美
濃
円

い
ふ

】
説

　
　

み
れ
費
説
な
う
。
六
帖
國
円

い
ぶ
題
に
入
て
五
畿

七
道
次
第

に
載
た
る
に
似
馬

の
下
石
見
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ナ
メ

　
　

上
k
あ
う
。
因
幡
國

の
名
所

な
る
事
明
ら

か
也
。
此
外
古
歌

に
往
者
竃
そ

へ
て
よ
め
る
歌

か

　
　

ぼ
し
。
鰻
名

か
な
じ
き
が
故
也
。
近
来
出
た
る
俗

書
に
因
の
字

に
付
て
僻
案
を
な
し
て
み
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ

　
　

ば

混
書

べ
き
よ
し

い
へ
る
に
何

て
た
れ
も
知
る
事
な
れ
費
是

を
注
ず
。
又
因

ハ
玉
篇

に
於
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　

切
。
幹

鑾

勗

の
を
な

る
故
に
全
ゐ
ん
に
あ
ら
す
。
表
襟

伊
噬
.
燃

逸
こ
れ
ら
に
ひ
き
あ

　

　

は

せ

て

い
ん

な

る

事

を

決

す

べ

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ
　
チ
　
サ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ
　
ソ
　
エ

現

住

　

　い
な

さ
黼
櫨

和
名
伊
奈
賦
。
萬
葉
第
十
四
に
も
伊
奈
佐
保
曾
江
こ
よ
め
う
。
是
も
彼

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

ノ

　
　

俗
書

に
引

の
字

に
付

て

る
な
さ

£
書

べ
き

よ

し
申

に
よ

り
て
注
す

。
玉

篇

に
余

忍
以
振
ご

切

,



■

◎

一
二

'

'

和

字

正

.濫
恥
要

略
　

　

電
も

に

い
ん
也
。

ゐ

ん

に
あ

,b
33
。
以

ハ
余

止
切

な
れ

ば

い
ろ

は

に
付

て

い

へ
ば

上
の
因

も

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

イ
イ
ソ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ム

　

　

こ
れ
も

同

じ
假

名

な
れ
費

因

ハ
あ

い
う
放
を

の
伊

引

ハ
や

い
ゆ
文

よ

の
以
無

な
ウ
。

印

南

野

　

い
な

み

の
　

和
名
播
磨
の
國
印
南
郡
を
伊
奈
美
電
註
す
・影
L行
天
皇
紀
に
ハ
鰡

　

　
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ　
　

ィ
チ

ミ

ノ
ィ
ナ
ミ

　

　
日

。
萬
葉

に

ハ
印

南
篇

目
循

見

不
欲

見

野
將

行
文
假

名

に
伊
奈

美

ε
も

書
け

り
。
此
中

に
稲

臼

　

　

忠
書

け

る

ハ
い
な

び

に
て

び
み

同
韻
遣

せ
う
。

こ
れ

も
又
俗

書

印

の
字

に
付

(
み
な
み

巴
書

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

イ
ジ
ソ

　
　
べ
き
よ
し

い
へ
る
に
-
参

で
わ
き
ま

へ
侍
蟲

。印
璽

だ
し
か
に
い
ん
に
し
て
る
ん
に
あ
ら

　
　
す
。
呆

紀
に
欝

鷺

彦
鶏
姦

磐
天
皇

ハ
豪
勢

皇
の
御
名
こ
慧

華

語
に
ハ
響

　

　
キ
イ
リ
ヒ

ゴ
イ
あ
セ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ゲ
ス
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

　

　

木

入
日
古

印
悪
金

《

か
き

て
印

惠

の
二
字

以

レ音

域
註

ず
。
又

日
本

紀

に
埀
仁

天

皇

の
皇

子
五

　

　
　

ニ
シ
キ
イ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ニ
シギ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ス
チ

　

　
十

瓊
敷

入

彦
命

こ
れ
を

古
事
記

に

ハ
印

色
之

入

日
子
命

定

か
く

。
印

色

二
字

以

レ音

ε
註
す

。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

イ
　
　
カ　
ダ

　

　
五
十

の
訓

の

い
な
る
故

に
萬

葉

第
十

一
に
筏

を

五
十

日
太

£
書

け

・9
。
既

に

伊
刄

切

に
て
事

　
　
き
れ
だ
れ
費
も

い
よ
く

疑

ひ
を
殘
さ
ぎ
ら
し
め
ん
た
め
に
外
に
も
印

の
字
を
用
ひ
だ
る
や

　
　
う
を
出
し
て
證
ず
る
也
。
物
語

に

い
ん
を
結
療
な
費
云
時
の
假
名
も
是

に
よ
う
て
迷
ふ

べ
か

　
　
ら
卞
。
初
學

の
迷
を
電
か
で
か

へ
う

て
や
ず
き

事
を

か
た
く
ず
る

(
和
語
の
邪
魔
也
。
だ

い
和

　
　
語
に
く
ら
き
の
み
に
あ
ら
す
ふ
つ
ε
韵
學

も
な
き
人
な
う
。
幸

に
武
城

に
住

て
ハ
言
傴

が
絃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
ハブ
レ

　
　
歌
を
樂
み

て
こ
そ
有

べ
き

に
か
へ
う
て
難

の
刀
を
操
て
牛
を
勧
む
巴
す
る

か
な
。
孔
子
も
戯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.も
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0

=
二

和

字

正

濫

要

略

0
中
下

ノ
い

十

一　
　

　
　
　
　

ツ
グ
ミ

}　

の

ロ

を

籍

て

愁

の

眉

を

豐

・め

給

ふ

べ

し

冖　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　

子

へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ
　
ム
　
ベ

患

部

い
む

べ

和
名
に
阿
波
國
麻
轟

郡
の
郷
琶

。
伊
無
倍
差

す
。
こ
れ
譱

篷

　
　

れ
る
假
名

菰
れ
費
彼
俗
審

に
い
む
電
云
詞
今
案

ゐ
む
電
蓄

べ
し
円

い
へ
り
。
故
に

い
の
假
名

　
　

を
用
る
證
を
出
す
。
L
ゐ
を
用

べ
し
円

い
へ
る
意
を

い
ひ
め
ら
は
さ

い
れ
ば
知
が
だ
け
れ
費
推

　
　

還
す
る
處
あ
り
し
。
彼

れ
本

よ
り
昔
訓

電
も
に
ゑ
ら
ぬ
人
な
れ
ば
爲
を
や

い
ゆ
ね
よ
の
い
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ　
　ぜ

　
　

所

に
か
け
う
。
子
僞
の
切

な
れ
ば
わ
る
の
み
に
し

て
や

い
の
い
に
叶
は
城
塞
を

知
ら
す
。
こ

　
　
　
れ
に
よ
ウ
て
ゆ
ま
は
る
巴
云
詞

に
逋
す
る

n
ゐ
ま
は
る
な
う
物
を

い
む
円

い
ふ
も
ゆ
ま
は
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　

・と
な
れ
ば
ゆ

に
逋
ふ
み
に
て
る
ん
電
書
く

べ
し
電

い
ふ
巴
云
意
成
べ
し
。
爲

ハ
和

に
属
す
巴

　
　
　
だ

に
ゑ
ら
ば
堅
凍
春
到

て
狐
疑
さ
ら
に
結
ぶ
事
な
か
る
べ
し

中

下

の

い

/

棹

か

い

和
名
加
以
。
萬
葉
第
二
に
奥
津
加
伊
叉
邊
津
加
伊
。
同
+
に
賀
伊
の
ち
る
か
も
。

　

　
　

　
　

　
　

ゐ

　

　

和

語

の
下

に

い
の
字

を

踊

る
事

裟

れ
な

る
故
證

を
引

て

こ

、
に
重

て
出

す

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ゼ
ギ
マ　
ヂ
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
タ　
ギ
　　マ　
ヂ

省
思
聊
　

た

い

ま

　

和

名
多

以
末

。
履

中
紀

に
當

痲

徑
同

情

の
御

歌

忙
膨
曜
麻

知

。
古

事
琵

に

　

　
　

　

ギ
　
マ　
ヂ
　
　
　
　
　
　
　タ　
　
　
マ　
ヂ

　

　

ハ
當

岐
府

道

御
歌

に
當
藝

麻

知

電
あ

う
。
埀
仁

紀

に

ハ
當

痲

に
た

い
ま

巴
黙

す

。
こ
れ

に
よ
る



雪

=`
O

醐

　 ◎

一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も　
　
ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
が
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

に
控
ぎ
娑
を
だ

い
ま
ε

い
ふ
ハ
い
円
き
同
韻
相
通
也
。
當
の
字

ハ
萬
葉
第
六
に
山
城
國
相
樂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　

フ
　
タ
イ
ノ
　
　
　
フ
　
タ
イ
ノ

　
　
郡
布
當
宮
又
布
當

野
蛮
も
書
ウ
。
又
第
十

蝋
に

ハ
た
ぎ
つ
こ
丶
ろ

ε
云
を
當
都
心
逕
か
け
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
今

こ
れ
を
出
す

ハ
俗
書
に
だ
え
ま
ε

い
ム
よ
し

に
て
上
字
音

タ
ゥ
ィ
ε
書
之
訓

に
あ
ら
す
盤

　
　

の
變
也
円

い

へ
る

ハ
當
麻
二
字
の
音

に
て
名
付

て
和
訓

に
め
ら
す
巴
心
得
だ
る
故

こ
れ
に
迷

　
　

は
き
る

丶
入
も
有

ぺ
け
れ
ば
L
和
語
の
意

ハ
知
ら
ね
費
た
ぎ
ま
円

い
ふ
を
掩

い
ま
竃
邁

は
し

　
　

て
い
ム
電
文
ら
し
め
む
巴
也
。
異
名
を

か
う
て
用
た
る
も
播
磨
因
幡
等
の
乙
円
し
。
叉
だ
〉瞭
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～

　
　

oし
い
へ
る

ハ
鯤
叭
な
・9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ　　へ　　　　　め　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ち

築

墻

　

つ

い

ひ

ぢ

　

和
名

に
豆
以
北
知
。
つ

い
ハ
つ
き
を

い
き
同
韻

に
イ、
通
じ
て

い
ふ
。
ひ

　
　

ぢ

ハ
土

形

を

ひ
ち

か
た

巴

よ
む

・c
円
く

つ
ち

の
と

也

。
乂

つ

い
が
き

ε
も

よ

む
同

.じ
事

也

。
乂

　
　

踰

を
和

名

に
豆

以
比

知
伊

太

巴

よ
め

る

ハ
俗

に
腰
板

円

い
ふ
も

の
也

。
俗

に

つ

い
ひ

ぢ
を

略

　
　

し

て
つ

い
ち

の
こ
巴

＼

い
ひ
な
れ

た

る
故

に
築
地

電
蓄

ハ
誤

也
。

風
雅

に

心

め
ら

ん
人

ハ
地

　
　

の
字
を

按
じ

て
俗

な

る
事
を

知

る

べ
し
。
是

も
報

ず

る

も
の
あ

る
故

に
出

す

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

ガ
　　イ　
　ツ　　ク　　ア　　が
　　ほこ

老
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

{

和

字

正
.
濫

要

略

れ

い
　
　
萬
葉
箒

†
九

に
意
伊
豆
久
安
我
永
此
意

ハ
老
親
我
身
也
。
和
名
に
遠
江
園
長
下

郡
鳶

職
又
藁

鯲
晉

本
線

毒

醤

警

鑑

ぎ
於
喩
ε
㌢

。
態

"
穏

へよ
の

か
よ
ひ
也
。
此
假
名
裟
た
れ

ひ
を
軌
ず

る
俗
書
に
よ
り
て
熾
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一

へ礎



◎

五

●
ゐ

和

字

正

濫

要

略

十

}

悔參

凄

く

い
　

　
天
智
紀

の
歌

に
倶
伊

巴

か

＼
る
。
乂
萬

葉

第
十
入

元
正
天

皇

の
御

歌

に
だ
・ま
ゑ

　

　
　

　
　

ク

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
イ

ハ
グ

エ
ノ
キ

ミ

が
ク

ユ
ペ
ネ

コ

コ

か
す
き

み

が
久

伊

て
£

い
ふ

ぼ

り
・⑫
に

ハ
。

叉
十

四

に
伊

波
久
叡

乃
伎
美

我
久

由
倍

伎
己
許

ぬ

ハ

モ

タ

ゆシ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
イ
あ
れが

ク
ユ
ベ
キ

呂
波
母
多
自

こ
れ
く
や
し
く
や
む
く

い
く
ゆ
電
通
ふ
故
也
。
叉
同
第
三

に
河
岸
之
妹
裁
可
レ
悔

ゴ

わ
ビ

ハ
モ

な
ジ

心

不
持

こ
れ

も
河

の
岸

沿
く
ゆ

る
物

な
る
故

に
逢

だ

る
事
を
妹

が
く

ゆ

る
や

う

な
る

あ
だ

な

　

レ

る
心

ハ
も

虎
ヒ

竃

つ

や
け

ん

《
て
河
岸
L
の
竃

云

へ
り
◎
是

も
俗

書

に
く

み

定
書

べ
き

ょ
し

い

憶

　

　
　

　

ヘ　　　　　　へ

へ
る
故

に
ゐ

ハ
わ

の
下

に

て
く
や

む
、
く

ゆ

、
巴

か
よ
は

ぬ
と

を

あ
ら

は
さ

ん
た
.め
k
出

し

て

注
す

る
也

ま

い

る

萬

葉
第

二
に

ハ
參

入
電

か
き

第
十

六

に

ハ
參

納

巴

か
け
う

。
装
う

い
る
、按

ゐ

"

い
る
《

い
ふ
略
也

。
ま

う

で
を

設

で
巴
も
云

が

乙
£
し
参

入
の
円
き

ハ
參

ハ
貸

入

沿
い
る
也

ゐ

　

リ
ソ鞭

る
.離

謙
譲
鸚

締
..

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
ナ
カ

…
田

舎

　
　み
な

か
　

萬
葉
第
十
六
に
燈
中
。
和
名
井
奈
加

…}
院

　
ゐ

ん

王
春
切
ゑ
ん
。
二
四
相
殖

か
莫
音
か

一



@
申
下

ノ
ゐ

◎

一
六

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

醇㌧.遣、緑
,国ρ酔

韻

　
ゐ

ん

爲
鎭
切
。
源
氏
に
だ
ん
ゐ
ん
叉
ゐ
ん
ふ
だ
ぎ

堰
壊
・

み

せ
き

和
名
井
世
木

守

宮

　

ゐ

も

り

莞 髫 地 乞 宿 鷄 行　
髮 震 見 直 栖 罷

申ぽ
か

ゐ

ご
り

ゐ

、こ
の

み

か
た

み

な

み

う
な

る 下

の
ゐ

　
　

れ
ぽ
ゐ

大
炊
寮
　
れ
ぽ
み
つ
か
さ

　

ウ

烏
芋
　
く
わ
ゐ

詣

　
ま
る
で
敷
葉
蕊
訟

　

　

　

　

　

　

　

「

和
字

正

濫

要

略

　

外
居
巴
も

　

和
名
鳥
居
也

　
　
ト
ノ
ィ

　

(
殿
寐
也
。
み
の
假
名
に
非
)

　

和
名
加

多
井

　
　
　

　
　

ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
め　
コ　
メ

武
烈
紀
御
製
那
爲
我
典
麗
據
魔

　

和
名
宇
奈

爲
Q
萬
{某
十
山八
隅
.L

萬
葉
第
十

四
於
保
爲
具
佐
。
和
名
於
保
井

　
　
　
　
　
　
碧

於
保
爲
乃
量加
佐

　

　

　

　

「

　

和

名

久
和

井

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
デ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ　
イ
リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て　
ヰ

　

　

層ユ

,
萬

葉

第

+
八

に
痲

爲
泥

こ
し

円
き

文
末

爲
之

わ

が

せ
を
叉

朝
參

又

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

冖

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
顎
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應
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篇
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熱
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る
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。
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烈
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佐
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萬
葉
飼
飯
祕
瓧
こ
れ
も
延
喜
式
に
氣
比
祕
瓧
七
座
。古
事
記

　
　

同
。
播
磨
國
郡
名
雛

を
和
名
に
伊
比
保
・
三
代
實
録
莚

喜
式
に
極

野

字
を
も
て
こ

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　

イ　
ヒ　
ブ

　
　

れ

に
あ

っ
o
但

和

名

に
同

郡

k
▼雲
泥
揖

保
郷
有

伊
比

奉

巴
註
す

o
此

所

に

ま
す

天
照

憩
　酖
巴

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　
カ
　
タ
　
カ　
シ　
ギ

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　

　
　
　
ノ　
イ　ヒ

　
　

い
ム
神

の
事

に

い

へ
ば
郷

の
名
艶

。
そ
れ

に
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潔
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。
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熱
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右
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磐
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懐
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。
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落
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＼
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。
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蠱
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。
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鮮

美

■



・
◎

ご

嚇

◎

一

●

霄

和

字

正

濫

要

略

貽
蠍

魁
船

脚
鰈

紫
貝
僻
鱈

久
貝
蛸
魏

古
事
記
上
云
其
猿
田
毘
古
神
聖
二阿
邪
訶
蒔

爲
レ漁

而
於
二死
良
夫
貝
熱
蠱

其
手
見
二陣
合
一而
沈
二湖
海
鹽

云
云

比
良
責

善

て
上
ご
季

を

音

電
す

。
貝

ハ
神

代

よ
う

か
ひ

巴

か
け

る
事
是

に
、見

於

た
り

。圖

下

卷

に
な

つ
く

さ

の
あ

ひ
ね

の

は
ま

の
加

跛
聟

比

に
電
允
恭

天
皇

の
皇
女

衣
逋

王
よ
み

給

へ
う

。
此
時
文

字

わ

尢
う

て

い

沖
伍だ
躍久
ダし

か
・ら
す

。
鞭偶
紳某
第

十

五

k
順和

須
鵜

我
比

マ
ハ
い

へ
づ
竃

に
阿
比
・を

ひ
プ
冷
～
ハ
電
文

こ
ひ

わ
す
れ

我
先

同
十

入

k

な

さ
の
う
ら
凌

に
よ

る
可
比

の
同

君

に
可
比

に
あ

う

せ
ば

。
菅
家

萬

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　

カ
ヒ
ナ
　
シ

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
しムぜ

葉

に
ち

や
の
は

る

に
竜
あ

へ
る
貝

耕
之

。
和

名
大

和
國

添
下

郡
鳥

貝
加
塒
後

撰

に

い
せ
の
海

の

ち

ひ
ろ

の
濱

に
ひ
ろ

ぷ
電
も
今

ハ
何

て

ふ

か
ひ

か
有

べ
き

新
古
今

に
盤

の
ま

に
よ
も

の
捕

々

蕁

漁
れ
費

冷

冷
我
み

の

い
ふ

か
ひ
も
な

し

蹙

か
ひ

の
あ

る

な
き

に
よ
せ

て
譲

る
歌

れ
ほ

し
。

叉
和
名
竦

跏
比
こ
れ
を
な

か
ひ
竃

い
す

。與
ヂ
の
意
也
。
黠

名
鬢

體
の
部
に
文

字
集
略
覊

箋

腔

巨
弁
難

か
ひ
暴

き
て
♂

音
な
老

涙

螽

の
甲
を
責

近

い
ふ

べ
き

に
や

o
み

だ
巳り

に
僻

案

を

な
し

て
古
賢

に
も

巴

る

べ
か
ら
す

よ

ひ

　

こ
れ

も
俗

書

に
よ

ゐ
巴
書

く

べ
し

電

い
,《
故

k
重

て
證
を

引

て

穴

や
す
也

。
允
恭

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
ヨ　
ピ　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　
　コ　
　
　
　ヨ

紀

に
衣
逋
姫

の
御
歌

に
わ

が

せ

こ
が

く
べ
き
豫
臂

な
ウ
さ

＼
が

に
の
く

も

の
れ

こ
な

ひ
虚
L

豫

ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ョ
　
ヒ
　
ヨ
　

リ

比
ゑ
る
し
も
。萬
葉
第
十
四
に

い
に
し
輿
比
欲
刺
叉
ゆ
ふ
け
に
も
許
余
比
ε
の
し
ろ
。
叉
六
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
九



ひ

和

字

正

濫

要

略

◎
二
三

二
十

■

魂鯛
の
歌
に
あ

か
ね
さ
す
ひ
る

ハ
こ
ち
た
し
あ
ぢ
さ

る
の
花

の
よ
ひ
ら
に
あ
ひ
み
て
し
が
な
。
紫

陽
花

ハ
四
葉

に
嘆
∵は
な
な
れ
ば

よ
ひ
の
假
名
な
る
故
に
よ
ひ
ら
巴
よ
せ
た
み
・

・だ
畠ま

む

ひ
　

萬
葉
第
十
五
に
参
席
之
比
第
三
の
歌
に
心
秘
文
精
憩

な
さ
を
だ
接
し
ひ
竃

黙

し
だ
る
事

ハ
た
ほ
け
れ
費
假
名

に
書

て
證
據

暹
す

べ
き

ハ
見

及
び
た
る
中
に
こ
れ
よ
う
外

に
な
し
。
晦

ハ
参
席
遑
の
み

よ
む
を

こ
れ

に
老
死

逕
付
だ
る
詞

の
意
を
れ
も
ふ
に
靈
の
字
奇

の
字
を
く
し
び
巴
よ
め
り
。
是
を
上
略
し

て
そ

く、
カ

る
か
。
叉
・魂
の
字
を
む
す

び
電
も
よ
め

　
　
カ
ム
ミ
ム
ス
ビ

り
。
祕
皇
産
靈
を
紳
御
魂
巴
愚
書
う
。
高
畠
産
霊
を
高
御
魂
巴
も
か
け

う
。
皇
産

霊
此
云
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ム　
ス　
ビ

武
須
眦
巴
祕
代
紀
に
自
註
あ
う
。
此
産
靈
を
産
栖
日
ε
も
云
り
。
奇
の
穿
く
し

電
の
み

も
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}

　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
シピ
　
カ
タ

む
に
又
く
し

び
巴
も
よ
む

ハ
此
國

に
日
を
あ
や
し
く
た

ふ
£
き
事

の
限
・9
に

い
へ
ば
奇
日
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ク
シヒ

豊

い
へ
る
事
も
有
。
此
奇

日
を

上
略
し

て
付
だ
る
艶
。
魂

ハ
神
妙

の
物
な
れ
ば
也
。
こ
れ
も

俗
書
に
た
懐
し
ゐ
雷
害

べ
き
よ
し

い
ひ
ま
た
世

に
さ
や
う
に
も
か
く
に
古
き
物
に
ゐ
を
用
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

る
事
更
に
み
加
ね
ば
誇
あ
る
を
別

て
こ
れ
を

照
し
概
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

た

ひ

　
こ
れ
も
世
に
控

い
電
か
く
人
膚
。
俗
書
に
竜
そ
れ
を

よ
し

暹
い
へ
る
故

に
重

て
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

を
委
し
袤

。和
名
に
光
比
L
花
魚
飴

延
喜
式
策
士

に
蕉

£
か
＼
れ
抛
る
を
れ
ゑ

に

　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ミ
ヤ
ノ
メ

ひ

ら
な

る
魚

な
れ
bば

太
比

良

の
略

な
う
。
拾

芥

抄

に
宮

庠

祭
文

電
云
物

あ
う

。
新
舊

ぬ
い
嚢

だ
.

　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　
　

　
　
　

　
　

㎝



●

◎
二
四

釈

享

,正

濫

要

略

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

,

}

書

す
Q
蕃

に
翻

の
晋

か
驫

の
藝
兪
姦

ま

へ
う
・
た
ひ
ら
手

事

空

}　

　
　

チ
气

ノ
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

}

㎝

ひ
皐

灘

な
費
物
k
も

い
へ
る
が
き
蒼

.
近
く
た
ひ
塾

依
る
物
に
を

へ
懸

仏
%

一　

　

故
也

。

李
を

按
た

浚

い
ら

巴
書
人
膚

。

既

理
な
る

上
神

代
紀
上

に
在

否
處

を
註

し

て
陀

眦

羅

…　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
三
Z
ス
　

　
　
タ
ヒ

ラ
ヶ
ズ
　

　

　

μ
ヒ
ラ

〃

ク

}　

　

電
あ

・9
。
萬
葉

第
十

七
、暮
庭

に
歎
美

多
比
良

氣

受

洞
廿

に
多
比
良

氣

久
れ

や

ハ
い
按

さ
ね

。

…}　
　

類
聚
属
吏
k
藤
原
右
大
臣
園
人
嵯
峨
天
皇
の
皇
太
弟
の
南
漉
に
行
幸
し
だ
ま
ふ
に
奉
う
給
ふ

ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ　
ヒ
　
ラ
　
バ

　
　

,
歌
け
ぶ
の
日
の
池

の
ほ
巴
り
に
澱
巴

丶
ぎ
す
多
比
良
波
ち
ょ
竃
な
く

ハ
き

＼
つ
や
。
此
控
ひ

　
　

ら

焔

ハ
今

の
都
卆
安
城
也
。
以
上
夲
魚

に
か
＼
れ
だ
る
に
赫

て
鯛
の
假
名
の
誇
を

か
ね
だ
う
。

　
　

六
帖

に
あ
ふ
と
を
あ
こ
ぎ
の
嶋
に
引
だ
ひ
の
控
び
か
さ
准
ら
ば
人
も
ゑ
り
な
ん
。
是

も
控
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

蓬
云
故

に
た

び
か
さ
な
ら
ば
蓬
つ

い
く

べ
き
料

に
止
句

ハ
云
る
な
う
。
俗
子
の
う
允
の
事
ゆ

　
　

め
に
も
ゑ
ら

ぬ
ハ
か
＼
る
こ
電
わ
う
に
心
の
付

ぬ
故

に
わ
ろ
き
今
按
を
亠9
1る
也

曾
目許

比

　
　そ

こ

ひ
　

　こ
れ
嚢
控
そ

こ
み
な
費

か
き
俗
書
に
も
軌
す
る
故

に
出
す
な
り
。
萬
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　

第
十
五
に
あ
め
つ
ち

の
曾
許
比
能
宇
良
爾
め
が
さ
円
く
君
を

こ
ふ
ら
ん
入

ハ
ざ
ね
あ
ら
じ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ζ

へ　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

～

　
　

そ

こ
ひ

ハ
限
の
L
意
な
り
Q
退
部
重

い
へ
る
麺
す

る
か
Q
そ

こ
ひ
な
無
二
淵
や

ハ
さ
わ
ぐ
わ
た
つ

　
　

み
の
そ
こ
ひ
も
ゑ
ら
す
な
費
底
に
寄
せ
た
う
。

も
し
底

も
そ

こ
ひ
の
義
畧
に
な
つ
く
る
詑

遂

　

っ

ひ

に

　
世

に
つ
み
に
巴
か
奪
俗
書
に
も
こ
れ
を
軌
す
。
古
事
記
中
憲
武
内
宿
禰
の
歌
に

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

二
十
一



和
字

正

濫

要

略

{一

◎
二
五

二
十

二

　

　

っフ

ガ

ミ

コ

ヤ

ヅ

ヒ

ニ

シ

ラ

ム

ト

カ

リ

ハ

む

ム

ラ

シ

　

　

　

　

　

　
ス

エ

ツ

ヒ

ニ

　

　

那

賀

葉

書

痩

都

眦

邇

斯

良

牟

登

加

理

波

古

車

曳

斯

。
萬

葉

第

廿

に

須

恵

都

比

爾

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ
マ
シ
ヒ

憖

　

な

ま

じ

ひ

に

　
　萬
葉
第
四
に
奈
痲
強
ε
か
け
う
。
生
強

の
意
な
り
。
菰
ま

ハ
古
事
記

に

　
　

　
　

ゆ　　　　セ
ドブ　　　　　　　ムノ　　　　　ナ　　　マ　　ナ　　　マ　　
ニ　　ヒ
ヰ
マ　ス

　
　

爾

稍
取

二
依
其
御

琴

一面
那
麻

耶
麻

邇
控

坐

巴

あ

る

ハ
ゑ

ぷ
ノ
＼

の
意
也

。
俗

に
な
ま

な

か
の

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ニ　
　
　
　
　
　
　
　
ニ　
　
　
レ
ド　
　
　ラ

　
　

事

巴
云

も
通
じ

て
聞

ゆ

る
認

。
韻

曾
憖

疑
億

劫

爾
雅

強
也

詩

不
三
憖

遐
二
】
老

一註

心

不
レ
欲
自

　
　

　
ク

　
　

能
彊

レ
之

辞
。

和
語

の
心
墨

に

か
塚

へ
う

鵠

く

ゴ

ひ

和

名

に
久
久

比

】
云
古
布

サ

コ　

コ　
り

代

く

ひ

和
名
に
久
比
ま
森

次

比
宇
都
・應
神
紀
に
譲

斑
摺
彫
古
事
記
に
謬

ハ峯

　
　

チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
ク
ヒ

　
　

知

る
ぐ
ひ

ハ
堰

杙

に

て
み
せ
き

の
所

に
う

つ
杙
也

。
叉

古
事
記

に
許
母

理
久

能
波

都

勢

能
賀

　
　

波

徒

費
美

都
勢

爾
伊

久
比
袁

宇
知
斯

毛
都
勢

爾
痲

久
比

哀

宇
知
伊

久

比
爾

波

加
賀

美
袁

加
氣

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

イ
　
グ
ヒ
リヘ　
グ
ヒ

　
　
麻
久
比
爾
波
痲
多
痲
袁
加
氣
云
云
此
歌
萬
葉
第
+
三
に

ハ
焼
杭
眞
杭
ズ
香

り
。
比

い
ぐ
ひ

ハ
上

}

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

O

　

　

の

み

ぐ

ひ

に

ハ
あ

ら

す

假

名

ど

な

り

。

伊

ハ

そ

へ

尤

る

詞

に

て

ロ
バ
く

ひ

蹙

い

ぶ

か

も

し

八
種

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ
　
ク
ヒ

　

　

な

費

の

時

の

と

に

て

忌

抗

電

い

ふ

略

訖

。

杭

を

杙

に

用

る

ハ
非

な

る

L

よ

し

和

名

に

い

へ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト
　
　カ
　
　ヤ　
　
ニ　
　サ
　
　ワ
　
　タ
　
　ル　
　ク
　
　ヒ
　
　ギ

株

　

く

ひ

せ

　

和

名

に
久
此
世

。
古

事
記
倭

建
霹

の
御

歌

に

ハ

斗

迦
厩

爾
佐

和

多

流
久
眦

比

　
　

豊
よ

裟
せ

給

へ
参
。

こ
れ

ハ
俗

に
木

の

か
ぶ
電

い
ふ
也

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　

ニ　　　　　
　　　　　
ト

水

　鷄

　

く

ひ
な

　

和
名
に
久
比
奈
。
皇
極
天
皇
紀
に
水
鷄
此
云
二俣
比
那
℃
仲
文
家
集
に
云
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



竜

({謙
三
云

仲

文
集
く
り

や
く

る
し

や

レ
ア
コ
)

◎
二
六

{一　
　
　
　
和

字
正

濫

要

略

　

く

　　
　

く
　
　
　

ミ　　
　
ミ
　　
ドミ
　
　
　　
　コ　
　
　ケ　

　
　
　　
　
　　
　　
　　
　
　　

　

く
　　
　
　
　ロ
　　
　　
　　
　く

　ほ　　　ミ　

　
　　
　　
　　
　　
く

じく

しロコ　

　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
　

く
　
　じ
ヒ　

　
く

　
く

く

　む

　

　

の

大

窶

の

＼

業

ら

ひ

に

く

今

や

需

弗仏

奚

～

覧

て

斐

く

う

や

一

蓋

よ

ひ

『

護

爨

薨

譬

袈

な
穿

な
一

返
し
種

窘

羹

窶

　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　
グ
リ
レ
メ　ド

　
　

丶
く
く

ひ
な

も
の

こ
ら

ね
ば

獪
ね

ぬ
な

は

の
く

り
ゃ

く

る
し
き

。
く

今
や

ハ
厨
女

に
て
食
事

　
　

い
蓬
な

む
者

也

。
ぬ
な
は
た

丶
く

竃

ハ
あ

つ
も

の
な
費

の
料

に
こ
ま

か
に
ず

る

な
る

べ

し
。
歌

　
　

泉

鷄
を
箏

曝

た
亀

是
く
ひ
な
の
假
名
な
禪る
整

う
・く
み
奮

書
く
人
渥

嘉

些

.

　
　

萎

こ
れ
を
註
す
Q
但
武
士
套

の
も
萇

イ
〕縁

を
く
ひ
う
泉

鷄
を
く
ひ
馨

ぐ

些

　
　
　
い
み

て
俗
難
竜
田
來
ぬ
ぺ
け
れ
ば
是

の
み
な
ら
す
さ
あ
る

べ
き
假
名
さ
も
を
ば
時
に
ゑ
た
が
　
亠

　
　

ひ

て
ゑ
6
な
が
ら
も
は

か
ら
ひ
て
書
く

べ
き

に
や

聽

浦
や
募

の
耀

夜祭久比
　

　

　

　

『

鯉

　

こ

ひ
　

　
和
名
に
古
比
巴
あ
り
。
六
帖

に
ゆ
く

水
の
下

な
る

こ
α
の
く
る
し
き

ハ
あ
み
の

　
　

ひ
　

を
つ
-
鞭
戎
け
逢

川
号

す
藝

こ
ひ
ε
い
へ
ば
ず
べ
て
い
を
こ
そ
丑

聡穂総

総
継
継曜瀧
鸞
讎墜

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　

ご
十
三



和

字

正

濫

要

略

二
十
四

一

畳

」
r　呷噛一　　噛一　}

…
◎

二
七

　
　
そ
む
る
よ
う
こ
ひ
の
つ
も
れ
ば
。
兼
盛
家

集
に
つ
ら
け

れ
麿
楢
そ
こ
ひ
つ
る
み
.な
せ
川
う
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

欄

　
　

も
ひ
か
れ

滋
身
《

ハ
ゑ
る
ノ
＼

。
源
弾

正
家
集
に
寄

油

魚

乏

ひ
ゑ
な
ば

こ
ひ
も
嵐
ね
巴
か

　
　

豕
ぞ
も

か
く

ζ
や
の
池
す

に
な
索
ら
れ

て
ふ
る
。
世
に
こ
い
巴
書
き
習

へ
る
艇
を
俗
書
に
執

　
　
す
る
故

に
戀
に
な
し

、丈
護
る
歌
泡
を
引

て
こ
ひ
定
書

べ
き
事
を
議
す

載
皐
芽

　
　あ

亡

か

び
　
　異
名

ハ
神
代
紀
に
出
た
う
。
假
名

ハ
や
が
て
和
點
…
に
あ
り
。
古
事
記

に

　
　

ア
　
シ　
カ
　
ピ

　
　

阿
新

講
備

蓬
あ

う

稚 姪 盲

め

唐レ
ひ

　
　和

名

に
米
之

比

。
又
溝

盲

阿
岐

之
比

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
ト

め

ひ

　

和
名

に
米
化

。

又
甥
之

子
爲

二
離

孫

一女
嫌
肪
古

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

ホ
ノホ
ノ

ゑ

ひ

　

和

名

に
之

比

。

日
本
紀

に
椎
此

云
二
辞

眦

↓
古
事

記
宣
化

天
皇
段

に
火
穗

王
者
志

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

シ
じ
ダ

比

陀
君
与
偏㍊
…円

い

へ
る
を

日
本
紀

に

れ
…椎
田
澄

め
・9
。
又

士
隈
事
記
應

覦
脳天
自
説
の
御
歌

に
志

比

　
　

　
　

イ　
チ
　
ヒ　
ヰ
　
ノ

々
斯
那

須
新

知
比

韋

能

こ
れ
椎

の

λ」
電
く

な

る
櫟

巴

つ

い
け
さ

せ
給

へ
る

な

り
。
志

比
比

巴

ハ
久
比

を
倭

建

.尊

の
久
眦

比

巴
よ
ま

せ
給

へ
る
が

さ
竃

し
つ
古

語
な

る

べ
し

。
那
須

ぞ
」
ハ
如
五

.

月
蠅

を

日
本

紀

に
さ
.ば

へ
な

す

ε
よ

め
る

な
ず

に
同

、じ
。
萬
葉
第

十
四

に
四

光
乃
」
故
夜

経
文

簿

乃
婁

奪

甅
喜
式
第
七
大
嘗
侖
.糞

ム
独
將
二椎
蕊

鰯

志
兼
輔
卿
家
集
に
+
干
を

}

隱
題
に
よ
ま
れ
だ
る
中

に
ひ
の
え
を

よ
め
る
歌
賦
し
鷹
の
巴
が

へ
る
山

の
ゑ
ひ
の
え

ハ
電
き
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冖



　 　 -　一　一 一　 一　　　　　　皿『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　

●

=

　　 云群比奈釋◎
らび七グ書 遊々臼二

難 瓣 八
すぴの　　　　中り第四
はに中 務 十 二

ま炉密 集 七化
ににの　　ニ　　三々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ヒシヒ

　
　

は
に
か
れ
城
中
を
頼
ま
ん
。
又
上
の
香
椎
の
宮
を
さ
裟
ん
丶
に
書
る
眞
名
假
名
泥
が
ひ
に
證

　
　

據
也
。
俗
に
ゑ̂
み
蹙
の
み
書
き
な
れ
俗
書
に
こ
れ
を
熱
す
る
故
に
見
及
《
に
ま
か
せ
て
ゑ
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
}

　
　

き
を
い
豊
は
す
證
を
引
色
。
見
む
人
心
あ
る
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

撮

ゑ

ひ
て

萬
葉
第
三
に
天
皇
賜
二志
斐
墨

御
歌
蟶
塗

箸

霧

諜

御
返
し
に
潔
響
倒

　

　

ハ
のヘウ
ス
シ
じ
コ
ト
ト　
　
ノ
ル　
　
　　
　　
　
　　
　
　　
　　
　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　
　　
　　
　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　
　　シ
と
ノブ

　

　

波

奏

独

話

発

言

こ

れ

志

幾

こ

い

ム

茂

を

よ

せ

て

あ

そ

ば

せ

り

。

菅

家

萬

葉

に

誣

手

こ

ひ

し

き

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ
セ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヅ
カ
へリ
シ
　
は
　
ヲ
　
ア
ル
ヤ
　
ハ

　

　

春

の

わ

か

れ

か

文

運

手

わ

す

れ

ん

巴

思

へ
麿

も

。

萬

葉

第

九

に

菘

反

四

臂

両

君

入

物

同

第

十

　

　

　

　

　
マ
　
　　ツ
　
　カ
　
　ヘ　
　リ
　
　シ　
　ヒ
　
　ニ　
ノザ

　

　

入

に

廓

逍

我

弊

蹙

之

比

爾

底

わ

れ

か

愁

是

二

首

ハ

誣

の

字

の

假

名

也

。

誣

を

略

て

強

に

假

う

　

　

　

　

　

　

ナ
マ
シ
ヒ

　

　

強

を

も

て

憖

に

か

れ

参

。

三

つ

な

が

ら

ゑ

ひ

な

る

事

あ

き

ら

か

尿

う

o

強

を

ゑ

み

巴

書

俗

書

　

　

　
に

も

撮

る

故

に

重

て
委

く

舞

へ
鐙

侍

る

他

領

　

　ひ

た

ひ

　

　
和

名

比

震

比

。

乂

蔽

髪

眺

太

こ

れ

n
女

の

髪

の

か

ぎ

う

額

に

あ

っ

る

故

の

名

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ロヰ
ノ

}

也
。
乂
誕

轟

鋸

羲

星
馬
競

醗

又
細
辛
蘇

饒

是
等
假
名
の
證
な
参
。
ひ
た
る
ぞ善

…

人
毒

害
に
毛
足
を
よ
し
電
い
ふ
に
よ
-
て
更
に
た

い
屮
」-
L

び

玉
な

あ

そ

び

覆

名
器

だ
た
し
か
な
る
讐

見
す
。又
眞
名
な

・
し
姦

ら
す
。齋
宮

}　

女
御
集

に
う
ち
に
れ
は
せ
し
時
ひ

丶
な
わ
そ
び
に
云
云
又
れ
な
じ
ひ
な
瓧
の
前

の
河

に
紅
葉
ち

…

鳧

に
て
夏

霧

書

の
ひ
Σ
仏
な

せ
に
獄

ら
の
か
た
ず
變

に
?

㌢

.
ひ

和

字

正

濫

要

略

二
十
五



9

和

字

正

濫

要

略

　

つ
く
れ
り
び

丶
な

の

　
車

の

か
れ
七
月

七
日

棚
…機
も

け

ふ
ハ
あ
ふ
ぜ

ご
聞
一物
・
を

か
は
こ
ば

か

り
な

見
て
歸

る
ら
む

同
上
　
麗
景
殿
の
女

御
中
宮

　

に
奉
れ
給

ふ

隔

に
あ

　

し

で
に
て

白
浪

に
そ
び
て
ゲ
秋

月

「

立
く

ら
し
汀
の

芦
‡
。
そ

　

よ
ご

い
ふ
な
.り

◎
二
九

萬
葉

二
字
比

挙
ア
リ

　 　 　 　 　 　 一　　　　『　一　　一　　　　　　　　　　　 　 　 　 　　　一　　　}　　　　一　一　 　 　 一　　　　■圃　網丁}-　 　 　 一　　　}　　一　 　 一　,　　}　一一　　　　　一　　一　　　　一一　　一　一

初
　

　

　

」一

i
i

'i

ー

ー
[一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一十

亠ハ

＼
な
の
く
る
按

の
な
ぬ
か
「
た
な
ば
た
遘
け
ふ

ハ
あ
ふ
せ
電
聞
く
物
を

か
は
巴
ば

か
う
や
見

て
歸
う
な
ん
。
叉
云
れ

い
げ
ん
で
ん
の
女
御
中
宮

k
た

て
ま
つ
れ
給
ふ
ひ
丶
な
の
も
に
あ
し

で
に
て
「
ゑ
ら
痕
に
そ
ひ
て
ぞ
秋

ハ
立
ち

臓
ら
し
み
ぎ
は
の
芦
も
そ
よ
円

い
は
な
ん
。
俗
本

の

假
名

ハ
讃
君
ゑ
が
た
け
れ
費

こ
れ
ら

ご
屑

に
皆
ひ

丶
な
ε
か
き

又
ひ
な
巴
恵
め
れ
ば
是
を
引

.「

俗
書

に
ひ

い
な
巴
書
眞
名

ハ
雛

の
字
を
書
け
う
。
贔
負
の
昔

ハ
ひ
き

な
る
を
音
便

に
ひ
い
き

竃

い
～
ハ
さ
ε
く
び
な
の
音
便
も
ひ
い
な
円

い
へ
る

か
巴
思

へ
る
に
や
。
僂
名

に
ハ
さ
る

こ
電

復
し
。
鳥

の
ひ
な
を

い
ム
時

ひ
丶
猛
ε

い
ハ、
る
こ

ハ
見
及
ば
ね
、終
ひ

丶
巴
聞
ね
て
な
く
物
な

れ
ば
ひ

＼
な
き
を
略
し

〆し
ひ
＼
な
円
い
ひ
て
そ
れ
を
獪
略
し
て
ひ
な
円

い
ふ
に
や
・

ひ
＼
な

を
も
俗

に
ハ
ひ
な
巴
の
み

い
ひ
齋
宮
女
御
集
ひ
蕉
や
し
ろ
巴
あ
れ
ば
互

に
ひ
丶
な
巴
も
ひ
な

電
も

い
孟

べ
き
に
や
。
鳥

の
ひ
な

ハ
ち
ひ
さ
う

い
た

い
け
ゑ
た
れ
ば
装
束

か
た
な
費
を
も
・
ひ

な
が
た

巴
云
。
こ
れ
を
思

へ
ば
ひ
丶
猛
も
屋
形
人
形
よ
ウ
よ
う
つ
ち
ひ
さ
う
い
つ
く
し
き
を

ひ
な
に
名
た
る

に
こ
そ
」

う

ひ

　

箕
名

八
目
本
紀
に
初
位
を
う
ひ

か
う
ぶ
う
巴
黙
せ
る
に
よ
る
。
仮

名

n
古

今
集

物
名
に
さ
う

び
を
我

ハ
け
さ
う
ひ
に
ぞ
み

つ
る
花
の
色
を
わ
だ
な
る
物
遑

い
～
ハ
ベ
か
う
け
う

巴
貫
之
の
讀
ま
れ
だ
る
を
謹

ε
、3
。
日
本
紀

に
本
居
を
う
療
す
な
巴
よ
め
る
う
ぶ
巴
う
ひ
巴

ー



●

●

◎
三
〇

　
　
清
濁

ハ
ひ
電
し

か
ら
ね
費
も
巴

ハ
同
じ
詞
成

べ
し
o
世
に
う
み
巴
書
き
な
れ
俗
書
に
も
是
を

　
　
熱
す
れ
さ
、
も
竃
よ
り
う
み
喉
ら
ん
に

め
わ
っ
か
に
三
も
じ

の
さ
う
び
を

か
く
し

か
ね

て
假

　
　
名
を
た
が

へ
て
貫
之
は
費

の
人
の
よ
綾

る
べ
き
物

か
ハ
。
此

】
首

ハ
他

の
五
首
十
首

よ
ウ
も

　
　
だ
し
か
な
る
證
竃
ぞ
あ
ふ
ぎ
侍

る
。
こ
れ
よ
う
外
に

ハ
未

こ
れ

こ
そ
電
申

べ
き
ぼ
費
の
こ
見

　
　
及
ば
す

蘭
貢
大
耳
　

ひ

ム

ら

ぎ

　

和
名

に
比

々
良
木
。
巴
戟
天
腋
賄
枇
此
巴
戟
天

ハ
草
部
に
出

さ
れ
た

れ
費

　
　
黄
苓
の
下
k

】
名
巴
戟
矢

巴
あ
れ
ば

ひ
丶
ら

ぎ

巴
も
同
じ
物
に
て
草

に
も
木
に
も
遖
す

る
な

　
　
る

べ
し
。
古
事
記
上
に
比

々
良
木
文
中
に
給

二
比
ゲ
良
木
之
八
尋
矛
迫
續

日
本
紀
に
大
寳

二
年

一

　
　
書

驤

三社
谷
妻

入
轟

儷

々
蜑

口式
欝

+
七
に
窘

兵
衛
象

る
卯
杖
の
中
に
些

　

　

々
良

木
三
束

円

い

へ
う
。
或

ハ
ひ

い
ら
ぎ
或

ハ
ひ

み
ら
ぎ

ビ
書
故

に
明
證
を

引

な
う

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
ト
シ
ノチ
ナ
が
ク
ス
マ
ヒ
ヅ
ヘ
イ
マ
シ
あ
そ
ノチ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
　
マ
ご

住

　
　す

ま

ひ

　
　
萬

葉
第

三

に
年
緒
長

久
住

乍

座
之

物

平
岡
第

五

に

ひ
な

に

い
つ

巴
せ

局

麻
比

　

　

ヅ
　
へ

　

　

都

々
こ
れ

ら

ハ
す

む
巴
云

に
同

じ
。
住

居

電
蓄

て
役

名
も

す

ま
み

な
る

ハ
家

居

巴

書

て

い

へ

　

　

ゐ
巴
L

い
ふ
に

知
な
じ

相

撲

　

す

ま

ひ
　

和
名
に
須
末
比
。
遊
仙
窟
に
推
の
字
を
す
ま
ふ
巴
よ
め
ウ
。
互

に
た
ふ
さ

　
　
ん
巴
す
る
に
之
控
が
は
で
す
ま

ふ
故

に
そ
れ
を
躰

に
よ
び
な
し

て
名
£
せ
り
。
是

を
業

巴
す

和

字

正

濫

要

略

二
十
七



●

和

字
正

濫
要

略

二
十
入

σ

一O
為

◎
一一ご

岑雄尾
る
者
を

世
に
す
ま
ひ
巴
り
円

い
ふ
。
宇
治
大
納
言
物

語
に
ハ
そ
れ
を
だ

い
す
ま
ひ
{

い

へ
う
。

う

つ
ぼ
物
語

に
ば
く
ち
う
ち
を
ば
く
ち
竃
も
云
る
が

む
喧
し

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　
ム　
カ　
ツ
　
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
ノ　
へ

を

双
驛
呶
駈
　

萬

葉

第
十

四

に
花

ち

ら

漁

こ
の
牟

可
都

乎

の
叉
廿

に
む

か
つ
乎
能

倍
此
外

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

帆

只

尾

円

い
ふ
も

尾

上
ビ

い
ふ

も

皆
同
じ

く
假

名

ハ
を

な

る
を
拠

に
も

か
の
字

を

書

家
ら

は
し

俗

書

に
も

軌
す

る
故

に
ふ
控

丶
び
だ

"
す

。
但

こ

丶
に
出

す

眞
名

ハ
萬
葉

に
よ
れ

う
。
世

に

中

尾

の
字

を

用

よ
う

て
下

の
尾

に
ゆ
づ

う

て
委
出

す

　

　

　

　

　

　
ン
　

　

、

を

男
向
　

こ
れ

ハ
世

に
も
を

丶
用

れ
台

.叉

か
を

も
書
故

に
出
す

。
神

代
紀

上

に
罐
詰

此

云
二

むナ
　
タ
　
ケ
　
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
　
サ
ノ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

烏

多
稽
眉

一息

ハ
を

な
う
。
素

盞

鳴
奪
古

事
記

に

ハ
須

佐
之

男
命

に
作

れ

う
。

姓
氏
録

に

ハ
素

　

　

チ
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　チ

佐

能
雄
命

。
沸

武

紀

に
雄

水
門

ハ
和

名

に
和
泉
國

日
根
郡

に
呼
唹
郷

あ

う

乎

電
假

名
を

つ

一

　

　

　
　

　
　

　

チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
ア
　
リ

是

銘

。
延
喜

式

に
男

の
祚

肚
有

こ
れ
也

。
鳥

の
雌

雄

に

も
和

名

に

乎
土

里

雪
あ

う
。
又
次

下

の
昆

に
逋

b

て
踊
れ
ば

略
之
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　
　

　
　

、,
遡
幽

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

ラ
ノ
ヘ　
ジ
　
ヘ
ワ

を

　

　世

に
尾

の
字

冷

一
切

に

か
を

用

電

炉
も
ひ
俗

書

に
ゑ

か
見

え
た

う

。
此
字

尾

上
尾
張

か
ぼ

よ

そ
上

に
看

て
下

に
付

て
も

皆
」
を

に
し

て
ま
た

く

か
に
あ

ら
す
。
和
名

第
十

入
初

旅
體

=



尾
見
名

ノ
次
「
叉
み
は
な

だ

の
き

ぬ
の
帶
尾
」
ト
ア

ル
ベ
キ
カ

◎
三
二

和

字

霊

鑑

要

略

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ノ
コ
キ
　
チ
リ

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
ノ

部

に
野

玉
案

尾
纈
醜
腋
鳥
獸

尻
長

毛
也

。
鞦
禦
不
鴟
尾

琴
趾
砒
衂
驤
馮
解
靴
麟
尾

張

を
景

行
紀

に
日

　
　

　
　
　
　
　
　
　

チ　
ハ　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
ハ　
リ

本
式
尊

の
御
歌

の
中

に
島

破
利

そ

の
御
歌
を

古
事

記

に

め
袁

波

利
。
捨

鐘
集

物

名

に
を

は
う

む
め
を
隱

し

て
池
を

は

わ

こ
め
控

る
水

の

か
ぼ

け

れ
ば

い
ひ

の
く
ち

ょ
う

あ

ま

る
な

る

べ
し

　
　

　
　
　
　
　
　
　
チ
　
ハ　
リ

建

よ

め
ら
。
和

名

に

八
手
波

里

又
伊
勢

桑

名
郡

尾
津
欝
遠

江
敷
智

郡

尾

絹
辭
甲

斐
入

代
郡
沼

尾

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

オ
を
ク

　
　

　
　
　
　
　
　
　
もココ

隙
窃
近

江
高

縄
郡

三
尾
麒
信
濃

水
内

郡
卿

名

に
尾

張
秤
黻
備

前
邑
久

郡

尾
沼
鱒
同
郡

星
張
秤
入
讃

岐
寒

川

郡
長

尾

繚
賀
鵜

足
郡
長

尾
瞭
加
伊
豫

和

気
郡
高

尾
夥
加
雄

略
紀

に
吉
備

尾
代
歌

に
み

ち

　
　

　
　

チ
　
　ソ　
ゆ　
ノ　
コ

に
あ

ム
や
鳴

之
盧

能
古

、道

に
か
家

へ
る
尾

代

予
定
武

勇
を

自
馮

蘭

る
也
。
萬

葉

第
十

四

に
山

　
　

　

ゆ
ロ
ノ

ハ
ヅ

サ

ニ
　

　

　

　

　

　

　
ハ
ヅ
チ

費

う

の

平
目
能

波
都

乎
爾

か
や
み

か
け
尾

の
末
尾

奪
う
呂

ハ
助

語

也
。
本
朝

文
粹

第

}
前

中

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

チ

書

王

の
菟

裘
賦

に
表

書
將

入
龜
緒

之
巖

隈
自

註

云
鮠
緒

便
龜

山

色
磐
如

龜
尾

之

讀
之

故

云
又

　
　

　
　
　
　

ノ
キナ

タチ
イ
サ
ム
サ
ト
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

ミ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ビ
チ

寓

葉
第
十

六

に
遏
莫

立

禁
尾
遊
女

が
叉

う
ち

ひ
き
す

宮

の
尾
見

名

な
だ

の
き

ぬ
の
帶
昆

又
春

　
　

　
　
　

るナ　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　チ
　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　ミ
チ
チ

き

う

で
野
邊

尾

め
ぐ
れ

ば
又
秋

去

て
山
邊

尾

ゆ
け
ば

又

か

へ
う
た

る
路
尾

く

る
k

ハ
叉

は
ち

チ
　
　
　
　

ハ
ヂ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
チ

尾

忍

び
辱
尾

も
だ
し

て
以

上

こ
れ

ら
也
。
第

十

老

い
つ
み

の
川

の

水
緒

だ
ね

す

。
こ
れ
常

に
水

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ　
ジ
　
チ

尾

竃

か
く
處

也
。
第
八

に
十

尾
第

廿
に

あ
し

び
き

の
夜
都

乎
L
の

つ
ば

さ
叉

こ

の
く

れ

ゑ
げ
き

ヲ
　
ノ
　
ヘ　
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
メ
ナ
グ
ズ
いハナ
　
　
　
　
　

チ
　
ベ
ナ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
　
　
オ
シ
ナ
ミ
オ
グ
ヅ
ユ

乎

乃
倍
乎
。
又
尾
花
を
萬
葉
第
八
に
乎
花
蕊
花
第
十
に
乎
花
我
下
之
思
草
文
飾
花
押
靡
置
露

ヨ　
　
　
チ
　
メ
を
が
　
ズ
エ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ　
ヅ
　
チ
　
パ
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　チ
　
ポ
　
ナ
　
フ

爾
叉
乎
花
之
木
乎
秋
巴

沿
い
は
ん
第
十
五
に
波
都
乎
花

か
う
ぼ

に
ふ
き

て
第
廿

に
乎
婆
奈
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
十
九



{

◎
三
三

和
字

正

濫

要

略

三
十

姨終
ヰ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
パ
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

セ

岐

こ

す

秋

風

に

叉

は

つ

乎

波

奈

は

な

に

見

む

円

し

類

聚

國

更

第

三

十

】
に

卆

群

朝

臣

賀

是

痲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ
　
メ
　
テ
　
ノ
　
ス
　
エ
　
チ

呂

歌

に

い

か

に

欧

風

に

あ

れ

ば

か

大

島

の

乎

波

奈

能

須

恵

乎

ふ

き

む

す

び

た

る

古

今

物

名

に

を

ば

な

を

う

つ

せ

み

の

世

を

ぱ

な

し

電

や

知

も

ひ

な

し

て

ん

巴

隱

せ

う

。

高

雄

を

高

尾

ε

云

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ
　
あ　
へ
　
ゐ

水

難

を

水

尾

巴

書

類

獪

あ

る

べ

し

。

獪

此

類

の

み

な

ら

す

。

萬

葉

に

ハ

、

て

に

を

は

の

を

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　ナ
モ
ヒ
タ
エ
ワ
　
　ビ
　
お
シ
モ
ノ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ド
　
　カ
ラ
マ
シ
　ナ

用

允

る

事

數

ゑ

ら

す

。

第

四

に

余

蘊

和

備

西

物

尾

第

九

に

屋

戸

借

中

尾

十

】
に

君

が

た

ま

く

　

　

　

　

　

モ
ノ
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
シ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
ラ
マ
シ
も
ノ
ヲ
　
　
　
ヒ
ラ
ノ
ウ
ラ

ら

ふ

れ

て

し

鬼

尾

文

殊

が

ふ

む

ら

ん

つ

ち

に

あ

ら

申

尾

叉

あ

ザ

そ

に

も

有

申

物

尾

叉

枚

浦

の

　

　

　

　

マ
シ
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
シ
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　モ
ノ
チ

あ

ま

な

ら

中

尾

叉

道

の

ゑ

ば

草

か

ひ

ぎ

ら

中

尾

同

十

二

に

我

沿

い

ひ

て

き

い

む

べ
き

鬼

昆

叉

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

マ
シ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
シ
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　しナ
ラ

あ
し
た

ハ
き
ゆ
る
露
な
ら
中
尾
又
妹
が
下
紐
巴
か
ぎ
ら
中
尾
又
あ
ま
有
中
尾
玉
藻
か
る
く

　
　

　
　

チ
　
セ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ミ
チ

十

三

に
神

尾

母
わ
れ

ハ
行

て
き

十

六

に
み
な

の
わ

た

か
ぐ
う

な

る
神
屋

を

ば

　

但

和
名

に
母
方

の
乎
波

父

の
姉

ハ
伯

母
妹

ハ
叔

母

ε
も

に
和

名

か
な
じ

。
姨
捨

山

こ
の
假

名

に
よ

る

べ
し

。L
金

葉
集

に
甲
斐

の
國

よ

り
の
ぼ

う

て
を

ば

な
る
人

の
も

巴

に
あ
り

け

る
が

は

か
な
き
と

に

て
そ

の
を

ば
の

な
あ

ち
そ

竃

て

知
ひ
出

し
だ

う
け
れ

ば

よ

め
る
鳥

の

子

の
ま

だ

か
ひ
な
が

ら
あ
ら

ま

せ
ば
を

ぱ

円

い
ふ
も

の

ハ
知
ひ

い
で
ぎ
ら
ま

し
。

尾

羽
ε

い

　
　

　
チ
　
　メ

・ム
物

定
伯

母
を

そ

へ
だ

・9
。

巴
も

に
を

丶
帰

る
に
叶

へ
・9

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
コ
ト
シ　　テ　　ハ　　ラ　　　ハ

を

は

り

　

　
萬
葉

十
入

に
許
登

乎
波

里
同

寸

に
事
之

乎
波
良
波

。
藥
師

寺

佛

足

石
賛
歌

に



ぐ
`

◎
三
四

　

　
リ
　
ガ　
ヨ　
ハ

　

　
和

裁
與

波
乎

閉
牟

叉
己
乃
與

波

乎
閉
牟

。
新

古
今

に
南

無
あ

み
ガ
ほ

電
け

の
み

て
に

か
く

る

　

　

糸

の
を

は

り
み
だ

ら

漁
心

£
も

が

な
。

こ
れ
下

の
句
乱

ら

ぬ
望

つ

い
き

て
こ

巴
允
れ

う
。
但

　

　
糸

の
緒

蹙

つ

や
け

た

る
心
な
ら

ば

此
假

名

の

一
議

蓬

も
す

べ
し

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

チ
　
ト
　
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

少

男

　

を

ご
こ
　

祕
代
紀
に
少
男
此
云
二馬
韓
孤
一少
女
此
云
二烏
等
嘩
ゴ是
を
巴
め
に
對
す
る

　

　
ヘ　
ヘ　　へ

　

　
を

竃
こ
な
れ

ば
尤

を

電

こ
な

る

べ
き

理
也
。
然

る
を
世

に
談

う

て
か
の
字

を

書

な
れ

て
俗

書

　
　
叉
是
を
熱
す
。
よ
6

て
い
よ
く

證
を
引
あ
つ
め
て
ま
き
し
き
假
名
を
知
ら
し
め
ん
巴
す
。古

　

　
　

　
　

ヨ
ム
デ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
チ

ト

コ
サ
ピ

　

　

　

　

　

　
ィ

サ

　

　
事
記

云
訓

二
壮

夫

}云
二
袁
等

古
殉
萬

葉

第
五

に
痩
す

ら
を

の
遠
刀
古

佐

偏
す

豊
岡

十

四

に
伊

射

　

　
　

　

ト　
　コ　　　
　　　
　　　
　　
ツ
キ
ヒ
ト
　ナ　
ト
　　コ

　

　

サ
　
ヲ

　

　
西

乎

騰
許

同

十

五

に
月
人

平
登
枯

同

十
九

に
加

勢

乎
登
古
同

寸

に
乎
登
古

乎
美

奈

能
波
奈

又

　
　
安
豆
L痲
平
等
故
。
稱
徳
紀
の
歌
に
平
丘
賣
良
爾
平
丘
古
多
智
蘇
比
。
和
名
に
轟

謹

節
前
夫

　

　

　

　

二

折

和

字

正

濫

要

略

之
太
乎
=
竃
毛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

止
乃
乎
土
古

を

る

俗
書

に
其
折

逡

い
ふ
時

ハ
知
る
手
折
ε
云
時

ハ
を

る
巴
云
円

い
へ
る
ハ
臆
説
他
用

る
に
控
ら
す
。
折
も
手
折
も
上
に
重
て
も
下
に
置
て
も
李
上
去

の
王
難

か
は
う
て
も
皆
を
丶

用

て
す

べ
て
か
を
用

る
事

な
し
。
萬
葉
第
五
に
梅
の
花
三
十
余
首
有
所
に
此
詞

知
は
し
。
少

々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ　
リ
　
カ　
ザ
　
シ

を
出

さ
ば
う
め
を
乎
利
都
左
表
の
し
き
を

へ
め
叉
あ
を
や
ぎ
逡
う
め
巴
の
花
を
遠
利
可
動
之

又
入

む
巴
に
乎
利
加
射
之

つ
、
叉
梅

の
花
乎
別

て
か
ぎ
せ
る
も
ろ
人

ハ
叉
う

め
の
花
多
乎
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
一



和

字

正

濫

要

略

さ一

　　ガ　　一

冨」

　 一喃一　 　 …一隅　 一一

◎
三
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
二

一宀　
　

か
ぎ
し

て
叉

か
づ
ら
に
平
刮
恋
う
め
の
花
又
う
め
の
花
乎
理
か
ぎ
し
つ
V
叉
十
七
に
有
佐
多

　
　

乎
埋
け
る
◎
類
聚
国
史
に
嵯
峨
天
皇
ま
が
坊

に
饗
し
ノ
丶

て
尋
城
天
皇
に
奉
ら
せ
給
ぶ
御
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ケ　
フ

　
　
　
に
み

な
入
の
幽そ
の
香
に
め
つ
る
ふ
ち
は

か
凌
ぎ
み
の
於
保
母
能
多
子
利
太
流
那
布
。
御
返
し

　
　

袁
利
此
度
能

こ
丶
ろ
の
ま

に
ま
ふ
ち
ば

か
懐
宇
倍

い
ス
リ
ふ

か
く
に
ほ

ひ
控
う
け
う
。
萬
葉

に

　
　

獪
數
ゑ
ら
す
見
え

控
う

拜

を

が

む

　

釋
月
本
紀
第
五
云
擾
槊
私
記

日
問
云
凡
如
し
戴
倭

藩
皆
欝
レ膚

二所

由

一平
谷
日

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

ギ　
ガ
　
ム

　

　

於

理
論

レ之

必

可
レ
有

二
其
由

"也
假

令

謁

し拜

爲
二
乎
加
熱

噺等
之

類

碧
是

可
レ
有

二所

出

屮他
言
是

　

　
　

レ

　
　

諢

獲

智

是
可
卞折
二尉
身
壁

璽

聞
上也
・推
古
紀
駕

芙

臣
の
敵
影

齢
醗
欝

　

　

ヅ

カ

ヘ

マ
ヅ

ラ
ム

　

　

兎
伽

倍
摩

都
羅
武

こ
れ
も
を

が
み

て
円

い
へ
る

に
や

桶

を

け

和
名
に
乎
計
。
行
阿
の
假
名
邉
に
桶
電
の
み
い
ふ
時
の
假
名
ハ
如
け
小
桶
竃
い
ふ

　
　

崩
時

ハ
こ
を
け
な
ウ
円

い
へ
う
。
行
阿
の
意
を
推
量
す
る
に
を

ハ
軽
く
か
ハ
重
し
ビ
舜
ち

て
李

　
　

聲

に
あ
尤
う
て
す
ゑ
去
盤

に
按
は
し
て

い
ム
此
ニ

ッ
ハ
重
く
上
灘
に
藏
く
上
る
を
軽
し
電
し

　
　
　
て
假
名
を
定

控
る

か
。
桶
巴
の
み

い
へ
ば
去
聲
に
云
家
ら
ひ
水
桶

ハ
上
灘
に

い
へ
は
さ
で
個

　
　
　
　

カ
ク

∴
雑
籔
艱
臆
際
際
陰

謀
離
綴

鰐
禦
～

ゆ



●

◎
三
六

　
　

を
分
控
ば
四
十
七
字

に
各
奉
上
去
の
三
聲
あ
れ
ば
百
四
十

】
字
有

べ
し
。
若
李
聲
巴
去
聲
逕

　
　

を
ひ
巴
つ
に
あ
は
す
巴
も
九
十
四
字
あ
る
べ
し
。
若

い
ゐ
を

か
え
ゑ

こ
れ

の
み
に
軽
重
を

わ

　
　

か
つ
巴
も
各
三
字
有

て
合
せ
て
十

二
字
有

べ
き
理
也
o
假
令

い
k
付

て
い
は

い
色

ハ
李
聲
色

　
　

好

ハ
上
盤
色
々

ハ
去
聲
な
う
。
ゑ

に
付

て

い
は

い
越
前

ハ
李
盤
越
後

ハ
上
盤
越
中

n
去
聲
也
。

　
　

字

乙
忠
に

か
く
の
乙
円
く
な
る
を
を
れ
の
み

い
ひ
て

い
み
え
ゑ
を
何
ぞ

い
は
ぎ
る
。
文
字
乙

　
　

豊
に
聲

に
よ
ウ
て
書
分
る
や
行
阿
の
誤
う

の
根
電
弧
う
て
今

ヒ
ぬ
け
す
。
所
謂

】
盲
の
衆
盲

　
　

を
み
ち

び
く
也
。
桶
を
を
け
暹
云

ハ
麻
笥

に
似
だ
る
よ
う
名
付
る
か
。
麻
笥

ハ
今

の
俗
を

さ

　
　

け
と
も

臓
う
を
け
巴
も

い
ひ
て
苧
を
う
み
L
い
る
丶
物
色
。
令
義
解

に
女
神

に
奉

る
麻
笥
を
水

ド
ゼ
ヅ
レ

く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ラ
　
ケ
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
か

　
　

桶
定
書
れ
控
う
。
延
喜
式
第
十
五
内
臓
式
云
水
瓰
麻
笥
三
口
水
麻
笥
五

日
杓
十

五
柄
。
同
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ヒ
ヅ

　
　

九
内
膳
式
云
越
後
靉

聽

鑿

斗
同
四
+
造
酒
式
云
造
酒
難
業

麻
笥

二
+
口
小
麻
笥
二
+

　
　

・
。
萬
葉
第
+
三
に
を
篝

ら
が
麿

奚

発

る
う
み
を
な
み
長
門
の
う
ら
に
変

乱
庸

　
　

　

チ
　
ケ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
チ
　
ケ
　
ニ

　
　

の
麻

笥

を
な

み

巴
同
十

四

に

め
さ
を

＼
小

遠
家

爾

ふ
す

ま

に
う
ま

す

巴

も

い

へ
あ
。

令

に

ハ

　
　

麻
笥

に
桶
を
用

式

に

ハ
桶

に
・麻
笥
を

掘

る

こ
れ
麻
笥

よ

ウ
桶

に
名
付

て
互

に
通

b
用

る

也
。

　
　

萬

葉

に

ハ
遠
家

和

名

に
乎
計

延
喜

式

に

ハ
小
麻
笥

暹

か

丶
る
。

何

に
よ
ウ

て
か
れ

け

こ
を

け

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ノ
　
　
　
ニ　
　
　
　
ズ
ル
コ
　
　
ジ

　
　

巴
分

べ
き
。

鈔

樂
大

師
云

依
二
憑
佛

説

一莫

レ
信

ニ
日
傭
℃

和

語
も

控

い

い
に

し

へ
の
人

の
奢

る

和

字
圃
正

濫

要

略

F

三
十
三



ρ

和

字

正

濫

要

略

◎
三
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
四

一

を
碧

し
て
こ
れ
に
よ
条

學
の
驍

を
用

べ
か
ら
す

筬

を

さ

　
和
名
乎
佐
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

づ

」通
事

購
語
　
を

さ
　
　
和
名
に
駿
河
國
有
度
郡
卿
名
に
池
田
あ
ウ
寧
僻
尠
電
註
す
◎
大
和
國
城

　
　
　
上
郡
に
高

名
の
郷
有
そ
妄

語
靜

竃

か
け
霎

噛も
て
駿
河
の
乎
佐
多
を
鬱

し
慈

　
　

事
も
譯

語
も
を
き
巴
よ
め
ば
役
名
を
だ

い
し
置
也

長

　

を

さ

鯉
驟
鋪
籤
關

を
き
く

萬
葉
第
十
四
に
を
さ
き
ね
ら
は
小
平
鐙
々
々
毛

治

　

を

さ

一

色
　
左
傳
に
出
。
日
本
紀
に
ハ
明
直
ヌ
軌
制
叉
幹
了
こ
れ
ら
を
L
皆
を
き
く

　

　

　
電

よ

め

・9

不
歐
員
細
水
　

を

さ
な

亡
　
　叉
不
肯
不
敏
不
数
等
を
か
な
じ
く
よ
め
う
・
を
さ
く

し
き
心
な

　
　

き
也
。
公
忠
家
集

に
近
江
守
に
な
う

て
貫
之

へ
の
返

し
に
水
う
み
に
玄
は
控
る
丶
ば

か
う
を

　
　

き
な
く

て
都

に
年
の

か
ひ
に
け
る
哉
。
重
之
家
集
に
を
さ
な
く
ぞ
春
の
み
巴
ふ
蓬
思
ひ
け
る

　
　

花
の
尤
よ
う
に
見
ゆ
る
な
う
け
う
。
公
忠
の
う
た

ハ
稚
の
字
を

丶
さ
な
し
巴
わ
ら
は

べ
の
と

　
　

忙

如
へ
ば
そ
れ
に
寄
せ
て
よ
ま
れ
喪
う
。
わ
ち
は
べ
を
を
さ
な
し
近

い
ふ
も
叉
を
さ
く

し

　
　

き
智
惠
の
な
き
程
の
と
な
れ
ば
不
数
等
の
こ
丶
ろ
也

治

を
さ
准

　

萬
葉
+
七
黛

奮

か
る
響

蘯

鋸

璽

あ
裟

か
る
ひ
な
も
彦



◎
三
八

　
　
群

享

ら
を
や
琵

奈
乎
佐
米
里

わ
か
馨

し
。
和
名
に
治
部
轟

鱗

留
修
理
職
鍵

　
　
縫

豆
収
納
の
字
を
畿
さ
む
巴
よ
む
も
是
に
准
ら
へ
て
假
名
を
知
る
べ
し
。
筬
を
警

電
い
ふ

　

　

竜
絲

を

丶
さ

む
る
具
な
れ

ば
を

さ

む
電

云
心

に
名
付

控
る
麗

o
そ

れ

よ
参

こ
家
捜
皆

既
治

の

　

　

字

の
假

名

に

て
意

得

べ
し

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
ヲ　
サ　
メ　
　
　
　
　
　
　
チ
サ
メ

專

領

　

φ乞

さ

め
　

和
名
に
乎
佐
女

こ
れ

ハ
長
女
の
こ
丶
ろ
也
。
老
女

の
を

さ
く

し
き
が
若

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　

　

　
　

/

　

　

き

女

房
な
費

を
れ

ほ
く

つ

か
さ

費
う

て
治

む
る

人

な
う

。
專

の
よ
み

】
ッ
に

ハ
太

宇
女

是

ハ

　

　

も

は
ら

の
古

語
日

本
紀

に

ハ
π
く

め
巴
も
黙

す

。
も

電

ハ
挫
く

め

な
る
を

う
電
く

電
通

」
す

　

　

れ

ば
や

は
ら

げ

て
た

う

め
円

い
ム
な

る

べ
し
。
後

に
老
女

の
稱
巴
す

荻

を

ぎ

和
名
筆

ボ
萬
葉
第
+
四
撫

、々
事

疑
祕
名
帳
に
乎
野
原
紳
瓧
・
誓

書

　

　

用
俗

書
k

も

こ
れ

を
軌

す

る
故

に
古

き
假

名

を
證

近
し

た

"
し
侍

る
也

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
ト
ヅ

だ

ザア
シ

ヘ
ド

　り

欷

　
を

亡

へ
　

和
名
に
鶺
鴒
の
下
に
止
豆
本
乎
之
閉
止
里
定
書
る
を
議
定
す
。
用
の
時

ハ
を

　

　

し

ふ

な

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ
　
ク
　
ド

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
チ

惜

　

を

亡

む
　
　雄
略
紀
に
嗚
思
。
萬
葉
第
五
に
い
の
ち
遺
志
家
勝
論
酷
鮒
照
叉
う
め
の
花
ち
ら

　

　
　

　
ヨ

シ
ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
チ

シ
ミ

　

　

　

　

　

　

　
チ

シ

　

　
ま

く
怨

之
美

文

鶯

な
く

も
ち
ら

ま
く

乎
之
美

第

六

に
短
き
命

も
乎
之

け
く

も

嫁
し
第
九

に
あ

　

　
　

　

　

チ
シ
ξ嚇
　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　
チ

シ
〃

グ
　

　

　
　

　
　
、」

　

　

け
ま

く
鴦

親
第

十
四

に
あ

な
ゆ

く

こ
ま

の
乎
之

衆

口
も

な
し
叉

あ
は
す

し

て
ゆ

か
ば

乎

思
家

和

字

正

濫

.要

略

三
十
玉



滋'

和
字
正

濫

要
略

◎
三
九

●
中
下
ノ
か

ノ

三
十

六

　

　
　

　
　

　
　

　

　ナ
シ

ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　チ

シ
キ

　

　
牟

叉

手
ば

な

れ

乎
思
美

文
第
十

七

に
険

の
さ

か
う

八
手
忠
告

も

の
也
叉
尢

凌
き

は

る

い
の
ち

　

　
チ

シ

ケ

ザ

　

　

　

　

　

　

　
チ

シ
　

　

　

　

　

　

　

　

　
チ

シ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

キ

　

　

乎
之
家

騰

叉
於
伐

て

い
か
ば
乎

思
叉
第

廿

に
乎
之

費

う

の
乎
之

伎
あ

が
み

ハ
古
今

に
池

に
そ

　

　

む
名

を

丶
し

鳥
叉

六
帖

に
君

が

名
も
わ

が
名

も
を

し

の
ひ

巴

つ
が

ひ

か
な

じ
え

に
こ

そ
す

ま

　

　

丶
は

し
け

れ
。

か
く
鴛
鴦

に
よ

せ
た

る
歌

な
液

か
ほ
し

。
焼
鳥

の
名

ハ
世

に
も
を

し

巴
書
を

　

　
惜

ハ
か
を

書
き

俗
書

沿

い
竃

い
・と
ち

を

つ
く

る
故

に
更

に
證

費

も
を

引
く

は
ふ

る
也

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

琴
柱

折

敷

　

を

亡

き

　

古

八
相
を
折
敷

て
神
供
を
竜
盛
う
人
の
食
物
L
を
竜
ず
ゑ
だ
薙
ば

か
く

ハ

　
　
名
付

る
也
。
拾
遺
集
物
名
に
く
ち
ば

い
ろ
の
を
し
き
を
あ
し
び
き
の
山
の
こ
の
は
の

知
ち
く

　
　
ち

ハ
い
ろ

の
を
し
き
ぞ
裏
家
わ
け
る
。
惜
の
假
名
の
證
な
う

中

下

の

を

綽

筥
竿
　
さ

を

　

和
名
に
佐
乎
。
日
本
紀
に
大
山
守
命
の
御
歌
に
う
ち
の
わ
尢
ム
に
傑
獻
か
耕

　
　

お　　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　　
　　　
　コ

　
　
珥
竿
取
な
ウ
。
こ
れ
を
古
事
記

に
め
佐
遠
計
利
邇
。
萬
葉
第
十
七

に
佐
乎
左
指

の
ぼ
れ
同
寸

　
　

に
ゆ
ふ
し
は

に
佐
乎
さ
し
く
だ
う
。
久
し
く
誤
う

て
さ
ほ
巴
書
な
し
て
西
行
上
人
な
さ
竜
佐

　
　
保
川
に
よ
せ

て
よ
ま
れ
尢
る
は
費
の
事
な
れ
は
ま
し

て
俗
書

に
そ
れ
を
覲
す
る
故
に
ふ
泥
丶

　
　

ぴ
こ
れ
を
た

い
ず



■

凾「{¶　
i　甼　　　　甲

}

◎
四
〇

和
字

正

濫

要

略 牡
鹿

さ
を
射

和
窪

手
毒

註
蠹

宗
天
白冒…紀
に
蠶

ぎ
重

刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

和
訓
の
蘆
荻
雄
鹿
に
て
狹

ハ
狭
山
狹
野
な
費
添
て
い
ふ
詞
。
萬
葉
に
ハ
尤
か
ぼ
き
中
に
第
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

=

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
フミ
コシ

　
　

に
棹
牡
鹿
竿
牡
鹿
狹
尾
牡
鹿
小
牡
鹿
履
越
第
ナ
に
奥
山
爾
住
云
男
鹿
妻
呼
雄
鹿
左
小
牡
鹿
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ　
チ　
シ　
カ

　
　
四
に
左
手
思
鹿
十
五
に
草
平
愚
書
叉
佐
乎
思
賀
十
六
に
佐
男
鹿
.、
躬
恒
家
集
に
天
河
船
さ
し

　
　

わ
尢
す
さ
を
も
か
電
つ
い
け
尢
・9
。
萬
葉
に
小
牡
鹿
叉
左
小
牡
鹿
巴
か
け
る
ハ
ち
ひ
さ
き
鹿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ　　　　　
チ

　
　
豊
云
ふ
義
に
ハ
あ
ら
す
雄
に
同
じ
。
假
名
な
れ
は
尾
の
誠
乎
の
暑
を
用
織
る
ゼ
同
ヒ
。
但
小

　
　
牡
鹿
巴
か
け
る
ハ
れ
ほ
し
か
に
謝
し
て
云

へ
る
か
。L紀
小
鹿
女
郎
円
い
ふ
女
第
四
第
八
に
見

　
　
え
控
る
も
毎

々
小
の
字
を
書
。
文
名
鹿
人
な
れ
ば
其
娘
巴
て
こ
じ
か
円
い
ふ
窕
。
嚢
た
女
な

　
　
れ
ば
男
鹿
巴
八
つ
く
ま
じ
き
理
な
れ
ば
准
ら
ふ
る
に
こ
じ
か
と
云
義
に
や
。
上
の
棹
巴
瓦
々

　
　
假
名
の
證
巴
な
る
。
世
に
さ
を
し
か
巴
多
分
か
き

て
叉
さ
ほ
し
か
共
書
べ
き
よ
し
云

ハ
棹
竿

　
　
の
字
を
か
れ
る
を
そ
れ
を
佐
保
川
に
も
か
よ
は
せ
る
を
設
題
ゑ
ら
ぬ
故
慰

澪

標

　
　み
を

つ

く

亡
　
　
萬
葉
第
十
二
に
が
贈
駕
葎
巴
假
名
に
書
る
咫
の
字
日
本
紀
に
七
咫

霞　
　
を

な
丶
あ
控
八
咫
烏
を
や
疫
が
ら
す
巴
よ
め
る
外
を

巴
讀
事
心
得

が
尢
し
。
同
十
四

に
め
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
ヲ
　
ヅ
ク
シ

　
　
乎
都
久
思
。
菅
家
萬
葉
大
身
緒
筑
紫
。
和
名
に
水
豚
船
を
み
を

び
ぎ

の
ふ
ね
巴
よ
め
う
。

水

　
　
脉

ハ
延
喜
式

に
み
を
電
よ
め
う
。
萬
葉

に
水
尾
水
緒

竃
か
け
る
水
の
深
ぎ
筋

な
う
。
澪
標

ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
十
七

O



の

和

字

正

濫

要

略

三
十
八

一
◎
四

一

流

布

ノ

冩
本
源

チ
義

ニ

ジ
〃

ツ

　
　
ミ　
サ
　
ヅ
　
ク
シ

　
　
水
豚
津
籤

の
こ
丶
う

に
て
そ
の
水
豚
を
ゑ
ら
す
る
木
也
。
延
喜
式
第
五
十
雜
式

に
云
凡
難
波

　
　
　
　
　

三
八
ロケ
ヨ
　
　ラ
　
　

　
　
ノ
チ
ル
ヘ
　
　リ
メ
キ
レ

　
　
津
頭
海
中
立
二
澪
標
一若
有

二警
標
朽
折
者

一攫
求
抜
去
竃
云

ヘ
ウ
。
す
な
は
ち
み
を

つ
く
し
巴

　
　
云
所

の
名
巴
な
れ
う
。
土
佐
日
記
k
み
を

つ
く

し
の
も

巴
を
出

て
円

い
へ
る
こ
れ
也
。
此
假

　
　
名
を
ば
皆
を

＼
用
う
れ
台
水
尾
巴
云
時
尾
を

か
な
う
近
軌
す
る
故
是
又
共
議
巴
な
る
ゆ
ゑ
委

　
　
し
く
註
す
.

ゑ

を

り

六
帖

に
木
部

に
人
差
れ
ば
山
道

の
傍

の
木
の
枝

な
費
を
ひ
き

手
折

置
て
我
歸
る
さ
綾

　
　
叉

八
人
の
た
め
の
ゑ
る
べ
零
L
す
れ
ば
ゑ
る

べ
を
う
円

い
ふ
略
詑

芝

折

　

ゑ

を

る
　

菅
家
寓
葉
に
う
ち
ふ
一
に
秋
の
草
木
の
ゑ
を
る
れ
は
暹
い
憐
に
か
く
か
＼

　
　
せ
給

へ
う
。

こ
れ
も
芝

め
假
名
に
て
懐
し
を
。
ゑ
ま
し
。
知

ら
粗
を
。
ゑ

丶
ら
臓
豕
費
そ

ふ

　
　

る
ゑ
も
ヒ
豕
う
。
萬
葉
第
十
九

に
も
う
め
の
花
雪
爾
之
乎
禮
践
巴
よ
め
う
。
折

め
か
な
ら
す

　
　
を
れ
く
だ
け
れ
費
そ
之
家
は
る
＼

ハ
を
る
丶
や
う
な
れ
ば

い
へ
う
。
世
に
此
假
名
を
誤

て
ゑ

　
　
ほ

る
巴
書
く
故
に
獵
埀
円

い
ふ
に
同
b
詞

の
ゑ
ほ
る
に
よ
み
ま
が

へ
る
歌
侍
ウ
。
萬
葉
第
七

　
　

に
く
も
わ
を
雲
入
電

か
け
る
を
思
ふ

に
そ
れ

矯
擺
充
電

い
ふ
義
に
や
・
櫨
に
ゑ
み
だ
る
物

ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●

　
　

よ
く

か
は
き
き

て
も
室
の
く
も
り
雨
の
降
る
な
費
す
れ
ば

叉
ゑ
め
る
な
れ
ば
涙
を
た
巴

へ
て

　
　

云
訖
o
芝
折

ハ
ゑ
を
る

＼
ゑ
を
れ

て
電

い
ふ

べ
し
。
ゑ
ほ
る

ハ
ゑ
は
る
ゑ
ほ
う
な
費
こ
そ
い

　
　
　
　
　
　
　

●



亀

●
賦

◎
四
ご

は
め
。
ゑ
は

る
丶
ゑ
ぼ
れ

て
巴

沿
い
ふ
ま
、じ
く
や
。
叉

か
控
み

に
袖
を
法
ぼ
ウ
つ
丶
な
蓬
」

め
る

ハ
絞

に
て
叉
焼
外
に
や
め
ら
ん

駅

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ
　
リ
　
オ
　
ロ

下

風

　

れ

う

す
　

和
名
に
卸
鞍
久
良
於
呂
須
。
萬
葉
第
+
五
に
あ
を
や
ぎ
の
え
だ
伎
里
於
呂

　
　

シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
ロ　
ス　
エ

　
　

之
同
寸

に
み
ふ
ね
於
呂
須
惠
れ
う
し
す
ゑ
也
。
舟
出
す

べ
き
所
ま

で
下
し
置
を

い
へ
り

祗

母

　

れ

は

　

和
名
に
於
波
.
今
案
大
母
か
ぼ
は

丶
此
略
也
。
姨

ハ
小
母
を

は

丶
此
略
也
。
故

　
　

假
名
乙
な
う
。
假
名
み
だ
う
に
す
べ
か
ら
す
。
こ
れ
ら
其
證
也
L

…
檻

れ

ば

じ

ま

和
名
に
掛
渡
之
萬

　

　

　

　

　

　

　

　

・

=
鬼

　
　れ

に

　
　
和
名
に
於
爾
。
俗
書
に
和
乱

一
説
に
陰

の
音
な
る
よ
し
有

k
付

て
を

丶
用

べ
し

　
　
　
　
　
　

れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ　
キ
ソ

　
　

円

い
ム
大
き
に
誤
れ
う
。
陰

ハ
玉
箒
に

於
謹
切
漢
音

ハ
い
ん
な
り
。
呉
音
れ

ん
な
る
故
に
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
ム
ヤ
ウ
ノ
ヅ
ガ
サ

　
　

名
に
陰
陽
寮
の
假
名
於
準
夜
宇
乃
豆
加
佐
巴
あ
り
。
此
呉
音
な
る
故
に
ま
た
く
を

に
わ
ら
す
。

　
　

人
紳

飜
貫
衆
鯲
鞭
和
續
斷

鯲
雛
斯
燐
火

鯲
邇
是
等
皆

知
を
用

て
ひ
巴
つ
も
を
ε
書
π
る
事
な

　
　

し

青

れ

ご

　

澄

に
れ
ぽ
く
を

丶
書
な
ら

へ
う
。
俗
書
に
ま
ず
一

読
す
る
故

に
か
さ
ね
て
證

和

字

正

濫

要

略

三

↑

亀



和

字

正

濫

要

略

'
◎
四
三

σ

原
本
乳
母

云
々

嫌
嫌

云

々
、
和
名

に

云
々
ノ
上

ニ
ア

"
叉

『
肛

亡
、
聡

ε
う

ミ
圜
原

本

ニ
ア

リ

デ
[
皺
蜜

、
肛

ビ
う

ε
]

原
本

ニ
ナ

シ

(崩謙

三

云

原
本
右

ノ
如

ク
ア

レ
ド

筆
・者
一ノ
翻訣
ナ
ル
ベ
シ
)

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　

四
十

　

　
　
　

　く　モ　鎌

継灘

糠
熱

=。

棘

　

れ

ど

う

　

俊
成
卿
歌

に
春
日
野
の

知
者
ろ
の
道
の

こ
恐
れ
水
木
だ

に
神

の
ゑ
る
し
あ
ら

　
　
　
は
せ
。
彼
末
の
爲
遠
郷
末
だ

に
円

い
ひ
し
契
.う
を
春
日
野
の
れ
魯
う

か
し
て
や
紳

に

い
の
ら

　
　
　
ん
。
驚
円

い
ふ
に
れ
を
用
れ
ば
ゑ
ば
ら
く
是
を
證
巴
す

弟
蟹

惣
び
い雛

羅

ほ籔
糶

略側彎

鍛

鋼凝癖

戯

,

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

オ　
ト　
タ　
ナ　
いハ　
タ

　

　
　
服
蛛
嫌

嫌

鯲
批

門
跡
竃

丶

か
電
う

巴
]

神

代
紀

に
下
照
姫

歌

に
乙

登

多
奈

波

多
古

事
記

に

ハ

　

　
　
ナ
　
ト
　
タ　
ナ
　
メ　
タ

　
　
　
淤
登
多
那
波
多
足

芝

h
親
の
愛
す
る
物
な
れ
ば

仏̂
り
。〔
毬

＼
奮

う
昌

假
名
か
ば
る

}

　
　
　
蔭

俗
説
莞

一

用
べ
か
ら
す

　

　

　

　

　

　

　

…

奔

れ
.碁

藥
響

佛
星
霜

歌
に
夏

蚕

羅

欝

輝
正
難

事

藁

董

象

り

…

ズ
遷

ハ
劣
幾

。
人
が
ら
の
躄

る
巽

あ
ら
睾

の
か
ξ

⇔
也



◎
四
四

　 　 　 　 　 『 一　 　 　 一一一
}

長

　
　れ

ご

な

　
　
世
に
書
な
ら
ふ
に
ま

か
す
。
未
二
考
得

「

下

れ

り

み

る

置
名

目
本
紀
。
上
町
躍

ハ
伽
レ
備
・
常
に
も

知
を
用
る
上

に
こ
巴
わ
う

か

　
　
く

の
乙
竃
し

織

れ

る

仁
徳
紀
に
簒

う
が
於
瑠
か
蒙

ば
た
。
古
事
記
に
仁
徳
天
皇
の
御
歌
に
逡

　
　

う
の
わ
が

知
は
き

み
の
撚
目
須
波
多
。

知
う
す

め
か
ら
ず
也
。
か
ら
す

ハ
古
語
た
"
織
な
ウ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ぷ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
天
武
紀
下
に
倭
文
此
云
二之
頭
於
利
℃
和
名

に
織
部
司
蝋
雌
雄
乃
上
野
國
多
古
郡
卿
名

織
裳
鯲
利

　
　
続

報
鯏

世
K
を
る
定
書
俗
書
に
も
叉
こ
れ
を
熱
す
。
是
故

に
見
及

に
從
ひ

い
に
し

へ
の
假
名

　
　
を
出
せ
う

指

れ
よ
ぴ

和
名
由
比
俗
云
耀
卿
坩
。
豹
鏤

妣
扨
皺

於
食
指
批
鮭

中
指
谿
肋
無

　
　
名
指
蓊

之
霧

叢

駢
燕

堰

鎔
酸

塩
こ
れ
易

を
雲

耋

指
に
つ
ら
撃

暴

　
　
る
k
指
の
」
事
電
思
ひ
て
を
よ
ぴ
巴
も
云
ぺ
け
れ
バ
す

べ
て
か
よ
ぴ
巴
云
事
を
委

く
顕
せ
う

愛
宕

れ
た

ぎ

和
名
に
於
護

山
械
闘
郡
名
也
・
髭

郡
の
郷
の
名
に
同
名
あ
う
於
柔

　
　
電
注
ず
。
俗
書
を
尢
ぎ
用

べ
か
ら
す

穩

　
れ
ね

ひ

　

か
だ
ひ
か
だ
や
か
同
b
。
續
日
本
紀
第
三
十

】
宣
亀
中
云
心
響
瀞
だ
坩
爾
鈩

　
　
耐
云
蠢

書
式
筆

蔭

陽
寮
式
灘

祭
藷

鰡

等
搴

久
於
太
皆

伊
控

布
倍
志
登

和

字

正

濫

要

略

四
計
∴



〇
四
五

和

字

正

濫

要

略
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
四
十
二

　

　

　

　

　

　

一

}
一
,レ

,、
,;
h
一
',
,、

、一
,,
,
、　
　

　
　
　

一

　

　
i

,1

一
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
一

i
」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ
　
　ソ
　
　ノ

　
　
　
　

遅

れ

そ
・し

萬
葉
に
鈍
の
字
も
同
㌢

よ
め
う
。
第
二
に
於
曾
能
た
は
れ
志

の
乞

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ナ　
ソ
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
ε

い
》
八
家
り
。
同
九

に
於
曾
池
こ
の
君
心

ハ
上
に
同
じ
。
同
第
十
四

に
於
曾
波
夜
も
な
を

こ

　
　
　
　
　
　
　
そ
ま
だ
め
渇
く

巴
も
早
く
電
も
汝
を
こ
そ
ま
だ
め
外
の
人
を
〆
ま
た
じ
巴
な
り
。
叉
於
曾
波

　
　
　
　
　
　
　

也
尽
き
み
を
し
ま
だ
ん
。
和
名
駑

鯲
硲
岐
世

に
か
ぼ
く
を
そ
ル
巴
書
き
俗
書
に
も
又
軌
ず
る

　
　
　
　
　
　
　

故

に
か
く
の
さ
電
し

恐

　
れ

そ

る

　

書
な
ら
ふ
に
ま
か
す
。
い
ま
だ
古
き
中
に
見
す

　

　

　

　

　

　

　

　
φ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ミ
　
オ
　
　ス
　
ヒ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ミ
オ
ス
ヒ

襲

　
　れ

そ

ふ
7　

口
本
紀
に
瀰
於
須
譬
御
襲
な
う
。
う
は

知
そ
ひ
円

い
ム
が

乙
円
し
。
古
事
記

　
　
　
ミ
オ
ス
ヒ
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
オ
ス
と

　
　

に
美
於
須
比
文
意
須
比
。
萬
葉
第
三

に
だ
は
や
め
の
押

目
巴
う

か
け
又
第
十
四
に
こ
ろ
が
於

　
　

曾
岐

こ
れ
ら
皆
目
本
紀
に
同
じ
。
よ
り
て
か
そ
ふ
巴
云
假
名
の
證
ε
す
。
又
下
に
出
す
押
に

　
　

も
迺
33
0
互

に
證
ε
す
べ
し

懼
某
絶

れ
づ

齶

寺
躄

石
賛
歌
に
郷

朞

〃
曜
郷

鋳

L
憂

影

藤

響

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ガ

ヅ

ベ
カ

　

　

　

　

　

　

キ
　
　サミ　
ジ
　
　ギ
　
　ニ　　
ぶ
　
　リグ
　
　ヘ　
リ

　

　

あ　
ノ
　
ガ
　
ホ

　
　
爾
乃
於
保
爨

藩

爾
多
具
覇
利
鯲
鷸

可
此
注
・
落
句
の
み
努

。
此
外
い
ま
渠

纛

一

幅
焔　

れ

む
参

　
　和
名
に
於
無
奈
。
つ
ね
の
女

ハ
を
み
な
巴
も
を
ん
な
巴
も
書
け
り
。
こ
れ

八

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　

老
女
の
稱
れ

い
を
ん
な
ε
い
ム
を
略
し
て
付
け
だ
る
名
に
て
か
の
字
の
か
は
れ
る
か
。
和
名

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ムナカ
ヅラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ　
チ

　
　

に
穹
蔚

鯲
撫
賄
女
葛
な
ら
ば
乎
遠
な
費
を
用
べ
し
。
嫗
葛
巴
云
義
な
る
に
や



◎
四
六

●

陰
陽

師

　
れ
ん

や
う

じ
　
和
名
に
陰
陽
寮
於
牟
夜
宇
乃
豆
加
佐
。
陰
騨
駕
切
呉
音
れ
ん
菰

　
　

る
を
俗
書
に
を
ん
巴
書
く
べ
し
電
報
す
。
是

ハ
世
に
も

知
ほ
く
れ
を
用

ゐ
控
う

己

れ

の

れ

附
か
の
つ
か
ら
れ
の
く

日
本
紀
に
解
甦
餬
。
古
事
記
静
静
魏
。
又
天
智
紀

　

　

　

　

　

め

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

オ

ノ

ガ

ミ

シ

　
　
に
だ
ち
ば
な
ハ
於
能
我
え
だ
一

。
萬
葉
第
五
に
意
乃
何
身
恋
い
た
は
し
け
れ
ば
同
+
二
に

　
　
於
能
蕊

所
レ膨
.霧

喬

+
黙

霧

藩

譲

に
粢

も
ひ
麦

於
豊

蹙

ひ
あ

　
　

き
巴
k
於
吉
十
六
に

い
や
ひ
こ
の
於
能
禮
神
さ
び
。
以
上
こ
れ
ら
於
を
用
だ
ム
。
れ
の
つ

か

　
　

ら

ハ
れ
の
れ
つ
か
ら
也
。
れ

の
!
丶
ハ
れ

の
れ
く

也
。
世
に
を
の
れ
巴
の
み
か
き
俗
書
に

　
　

も
熱
す

る
に
よ
り
て
ま
さ
し
き
偶
名
を
出
せ
う

漕除
腐

水
絶
　

れ

く

　

萬
葉
第
五
に
あ
れ
を
於
伎
見
入

ハ
あ
ら
じ
巴
ほ

こ
ろ

へ
隆
。
次
下
の
置
の

　
　
字

の
偶
名
娑
控

こ
れ
に
邁
す

震

れ

く

古
事
記
に
倭
建
命
の
御
歌
和
賀
淤
岐
新
都
流
L破
籠
多
知
・雄
略
紀
に
な
が
か
だ

　
　
　
オ
　
カ　
　ム

　
　
h
於
柯
武
。
顯
宗
紀
に
置
目
円

い
ふ
老
媽
を
め
ぐ
み
給

へ
る
時
の
御
歌
に
搾
騨
響
く
ら
し
も

　
　
　
オ　
キ
　
メ

　
　
叉
於
岐
毎
も
よ
あ
ム
み
の
淤
岐
米
是
を
古
事
記
憂

騨
欝
欝

馨

文
意
岐
米
も
や
あ
ふ
み

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

オ
　　キ

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　

の
淤
岐

米

。
齊

明
紀

k
御

歌
中

を
飫
岐

長
め

萬
葉

第

五

に
だ

な
れ
の
御
零

つ
ち

に
意

加
米

也

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

オ
　
カ
　
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

キ

　
　
も

之

つ
く
ら

宇

如
意
伎

又

み

て
つ

か
ら
意

可
志

だ
ま

ひ

て
又

ち

丶
は

丶
を
意

岐

て
や

家
が
く

卵和

学

・正

濫

要

略

四
十
三



.和

字

正

濫

要

略

◎
四
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
十
四

ナ
く

に　

　
　
　
ミ

　
　
　
く

　

　
　
　
く

　
　
　
　
　

　く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

　
く

　
く

ミ

びミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ

あ
が
わ
か
れ
な
喬

茜

窮

ぞ

妄

ゆ
み
は
じ
き
出最

愛

奈
乎
鯊

躯

家
愛

二

期
鶯
嬢
纂
寝
搬
黔
無
価銹
饗
鬱
礎
盤

久
つ
ゆ
し
も
晏

寡

し
麦

磐

臺

す
あ
ひ
だ
之
ま
し
欝

宅

に
髏

て
い
か
ば
三

思
+
四
に
え
が
丸
き

か
げ
を
於
吉
や

か
ら
せ
ん
+
五
に
又
於
伎
つ
る
も
叉
ま
た
ぞ
於
岐

つ
る

佛

足
石
賛
歌
に
按
す
ら
を
の
ふ
み
掛
稲
留
阿
止
波
又
さ

か
の
み
あ
竃

い
は
に
宇
都
志
於
岐
叉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

オ
キ
カ
ヘ
リ

ニ
句
あ
う
於
岐
?
」
か
け
う
。
菅
家
萬
葉
に
か
丶
る
世

に
何
ぞ

ハ
露
φ

起
還
里
草
の
ま
く
ら
を

あ
ま
控
ゑ

澱
ち
ん
。
古
今

に
あ
さ
露
の
れ
く

て
の
山
田
。
後
撰
に
白
露
の
か
く

に
あ
ま
允
の

聾
す
れ
ば
。
奧

の
假
名
れ
を
用
。
叉
菅
家
萬
葉

の
む
円
く
露
巴
如
き
み
て
な
費
寄
せ
だ
る
歌

れ
ほ
し
。
起
の
字
の
假
名
も
れ
を
用
。
又
和
名
に
日
畳
巴
云
郷
諸
國

に
知
ぼ
し
。
越
後
蒲
原

郡
但
馬
氣
し
多
郡
周
防

佐
波
郡
長
門
大
津
郡
な
費

に
布

目
皆
於
岐

巴
註
ず
。
其
外

ハ
假
名
れ

ち
落

。
同
和
名
に
鞁
鞍

鸚

拂
鞍
肉
歔
離

技
世
に
置
の
か
な
に
を
丶
か
き
俗
書
に
も
熱
す

る
赦
委
く
こ
れ
を
わ
き
ま
ふ
る
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
れ

く

る

　
　萬
葉
第
五
に
意
久
利
裟
を
し
て
十
七

に
わ
れ
を
於
久
流
登
二
十
に
わ
れ
を
美

松
久
流
等
又
湛
き
さ
巴
ま

で
於
久
利
け
る
。
此

か
な
も
世

に
を

＼
用
る
故

に
わ
き
ま
ふ
。
下

.



、

■

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
贈
の
か
な
互

に
通
す
　
　
　
　
-

　
　
　
　
　
　
　
　
　

贈

れ

く

る

萬
葉
+
五
に
於
久
里
れ
る
こ
ろ
も
の
ひ
も
を
+
八
に
於
久
良
牟
。
和
名
に
齣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
り
　
はヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勸
謬

以
レ食
遘
レ人
也
。
を
丶
用
べ
,か
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後

　

れ
'く

る

　

萬
葉
第
九

に
於
久
禮
居
而
わ
れ

ハ
や

こ
ひ
ん
又
於
久
禮
爲
銭
こ
ひ

ハ
く
る
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

葡
同
十
五
に
於
久
禮
爲
域
き
み
に
こ
ひ
つ
＼
乂
於
久
醴

て
を
れ
費
よ
き
乙
も
な
し
同
十
七

に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

£
も
に
於
久
禮
奴

つ
ね
の
も
の
か
慈
父
於
久
禮
多
流
あ
れ
や

か
馨
し
き
叉
第
四
に
ま
そ
か
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
グ
レ
テ　
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
あ

か
れ
繊
肴

に
班

レ贈
哉
。
こ
れ
に
、よ
れ
ば
贈

の
か
な
互

に
通
じ
て
證
巴
な
る
な
う
。
を

＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
6

ハ
謎
也

　
(似
閑
の
書
入
二
)

髏

欝
謬

腆
卿
諺
　
尾
問
　
れ
ま

・

遠
江
歟
智
郡
　
　
　
　
　

,

　

ジ

ス
ベ
キ
跡地
可
削

除
叩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
造

れ
ふ

萬
葉
第
五
に
詈

つ
茎

騨
琳
κ
貿
管
警

邏
霧

奮

・
同
+
七
に
鷹
の
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝　
　

オ
フ

ニ
　

　

　

{

に

於
敷
ξ

に
ゆ
る
す
も
な
鳥

を
追
ム
度
々
に
は
つ
さ
義

血
。
和
名
に
馳
射
鑼

秀

追

=
◎
西
入

　

　

}

物
対
他
・
を
丶
用
ゑ

麗

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
凡
河
内

　

れ
ふ

じ

か
ふ
ち

和
名
鈔
に
丹
波
國
加
佐
郡
卿
名
に
凡
海
を
於
布
之
安
萬
河
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
}

　
　
　
　
　
　
　
　
　
}　

・國
を
加
不
知
巴
注
す
o
是

に
准
ら
ふ

べ
し
。
文
目
本
紀

に
凡
を
大
竃
も

か
け
う
。
も
竃
河
内

「

　

「

國
美
河
町
蜜

衾

代
葉

墾

橇
簿

世
嵳

己
蕪

一

河

　
　
　
　

和
字

正

濫

要
略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
五



丶

◎

和
学

正

濫

要
略

四
十
六

⑪
四
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ　
タブ
ア
ヂ

　

内
國
造

一定
あ
う
。
日
本
紀
の
中

に
此
氏
の
人
香
賜
味
張
矢
伏
糠
手
な
費

い
ふ
人
見
え
た

り
。

　

神
代
紀
に
素
盞
鳴
尊

王
柱
男
神
探
し
だ
ま
ム
中
の
第
三
天
津
彦
根
命

巴
申
御
紳
此
本
組
な
う

　
　
叉
世
に
大
河
内
巴

か
き

て
れ
は

か
ふ
ち
重

い
ふ
氏
も

丶
電

ハ
ひ
竃

つ
家
う
o
を

ふ
し

　
　
な
費

か
く
事
あ
る

沿
誤
払
。
大
字
を
用
た
る
に
も
心
を
着

べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か

行

　

れ

こ

な

ひ

　

日
本
紀
第
十
三
允
恭
紀

に
衣
逋
姫

の
歌

に
く
も
の
ふ
る
ま
ひ
巴
云
を
颶
茂

　
　
　
オ
　
ヨ　
ナ
　
ヒ

　
　
能
於
虚
余
地
電
荷
を
證
£
す

遺

れ

こ

す

遊
仙
窟

に
遺
の
字
を
れ

こ
す
巴
よ
め
う
。
文
や
物
豕
費

か
こ
す
る
也
。
萬
葉

　
　
第

十
入
に
於
辞
世
牟
妻
飾
波
同
十
九
に
於
己
勢
多
流
こ
ろ
も
の
す

そ
も
。
世

に
れ

こ
す
る
巴

　
　
も
を

こ
す

る
竃
も

か
く
事
定
ま
ら
す
。
萬
葉

ζ
ふ
た
所
於
を
用
控
る
に
よ
る

べ
し

焙

旭
供
　

れ

さ

び
　

和
名
に
於
岐
比
又
熾
の
字
を
用
。
菅
家
萬
葉
に
ハ
熾
を
か
き
巴
の
み
も
用

　
　
ら
る
。古
今
物
名
に
抽
き

び
を
L
涙
川
れ
き
ひ
む
時
や
巴
か
く
せ
る
も
澄
池
。
を
の
字
を
用

べ

　
　

か
ら
す
。
あ
る
も
の
爐

に
火
を
置
を

か
き
火
竃
云
ひ
塘
艘

を
ば

如
き
巴
の
み

い
ふ

重
恩

へ
る

　
　

ハ
誤
也

　息
長

川

　

れ

さ

な
・が

が

は
　
萬
葉
第
廿
に
に
ほ
費
う
の
於
吉
奈
我
加
波

ハ
だ
え
ぬ
巴
も
巴

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

オ
キ
テ
ガ
ノ
ヨ
コカ
ハ

　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
ラ
　
　ヨリ

　

　

よ
め

う
。
又

日
本

紀
廿
入

に
男

依
等
與

二近

江
軍

一戰

二
息
長
横

川

一被

し之

。
延

喜
式

の
諸

陵
式



6

塙
轢
鰰
駟
が
蕃
猷
丁

◎
五
〇

　
　

云
息
長
墓
在
二
近
江
坂
田
郡

輔竃
あ
れ
ば
息
長
横
川
も
同
郡

に
あ
う
て
れ
き
豕
が
川
巴
よ
め
る

　
　

こ
れ
な
る

べ
し
。
に
ぼ

冷
水
に
か
づ
き

て
う
き
毘

て
後
息
を
長
く

つ
け
は
萬
葉
第
十
四
に
を

　
　

か
も
の
乙
円
き
や
さ
か
鳥

い
き

つ
く
妹
暹
よ
め
ウ
。
や
き
か

ハ
八
尺
也
。
息

の
長
き
意
也
。

　
　
　
　
　

ヅ
ポ　
　
　
　
　
　
ヤ
　
サ
カ

　
　

第
十
三
交
差
ら
顧
八
尺
の
な
げ
き
巴
よ
め
る
も
杖

ハ

一
文
を

い
へ
ば
長
き
息
を
八
尺
の
歎
電

　
　

云
に
同

b
。
澳
中
川
巴
云
ふ
説
も
假
名

に
つ
き

て

ハ
か
は
ら
ね
蜜
長
を
中
重
す

む
す

べ
て
臆

　
　
説

な
う
用

べ
か
ら
す
。
萬
葉

に
我

の
字
を
用
尢
る
も
長
を
濁

る
證

明
ら
か
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
　
モ
ク

晩

稻

　

れ

じ

ね
　

矢
木
抄
第
十
八
に
か
し
ね
か
る
ゑ
つ
の
す
が
笠
白
妙
に
は
ら
ひ
も
あ
へ
す

　
　
つ
も
る
曇

か
な
。
是

ハ
安
元
元
年
十
月
右
大
臣
家
歌
合

に
初
雪
の
題
に
判
者
清
輔
朝
臣
の
歌

　
　
に
て
自
判
云
田

ハ
秋

こ
そ

か
る
物
に
て
あ
る
を
雪
ふ
ら
ん
時

ハ
い
か
や
な
澄
中
人
も
あ
う
し

　
　
か
費
も
そ
れ

ハ
僻
事
也
。+
L月
に
か
る
所

知
ほ

か
う
。
か
し
ね
竃

い
ふ

ハ
か
そ
き

い
ね
な
れ
ば

　
　
か
き
あ
ひ

て
こ
そ
侍
れ
円

い
へ
う
。八
雲
御

抄
袖
中
砂
巴
も
k
れ
そ
き

い
ね
の
義
是
に
同
、じ
。

　
　
知
そ

い
ね

近
云
べ
き
を
そ

い
を

か
へ
せ
ば
し
竃
な
る
故
に

つ
や
め
て
蝕
し
ね
巴
云
。
逞
し
竃

　
　

い
ふ
假
名

n
上
に
注
し
つ
る
さ
円
く
於
を
用
れ
ば

か
し
ね
な
る
を
久
し
く
調
う
て
を
の
字
を

　
　
　
　

　
　
用

ひ
け
る
に
や
。
和
名
に

ハ
早
稲
和
勢
晩
稲
鯲
久
ビ
の
み
有
う
て
於
之
禰
を
出
さ
ね
ば
そ
の
頃

　
　
よ
う
末

に
い
ひ
出
る
詞

に
や
。
ゑ

か
れ
費
も
も
れ
控
る
和
名
も
例
あ
れ
ば
定
が
派
し
ρ
中
頃

和

字

正

濫

要
、
略

四
十
七



和

字

正

濫

要

略

(
似
閑
書

λ
)

此
歌
わ
さ
田

の
為
し
れ

守」
あ

や
ま
れ

る
類
癒
リ

◎
五

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

型
十
八

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

i
　
　
　
…
　
　
　
　一
箪　
　
　
　
　

…
i
i

!
一
,～

ー

ー
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
出
く
る
を
中
手
亡
い
へ
ば
奥
手
ハ
於
之
禰
の
別
名
に
や
£
か
獄
ゆ
。
俊
蘰
朝
臣
の
歌
k
秋
か

　
　
う
し
む
ろ
の
を
し
ね
を
臨
ひ
出
て
春
ぞ
尢
な
井
に
尢
ね
を
か
し
け
る
巴
よ
換
れ
煮
る
も
小
箱

　
　
定
心
得
ら
れ
た
る
也
。
散
木
集
に
か
つ
し
か
の
わ
さ
田
の
を
し
ね
こ
き
疲
れ
〆し
参
れ
も
控
ゆ

　
　
れ
巴
つ
き
臓
涙

か

重

　

れ

も

し
　

和
名
鈔
に
垂
下
齔
割
鐘
黻
鞠
側
方

帶

　
　れ
・び
　

武
烈
紀
に
於
寐
。
萬
葉
第
廿
に
於
奴
。
和
名
に
於
比

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ
　
　ム
グ

赴

　
　れ
uも

む

く

　

そ
む
く

ハ
背
向

な
う
。
日
本
紀

に
背

の
字
を
そ
び
ら
巴
3
め
う
。
そ
む
く

一

　

　

　

　

　

　

　

オ
モ
ム
ク

　

　

に

對

す

れ

ば

面

向

電

い

ふ

こ

＼
ろ

也

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ォ

押

れ

す

紳
武
紀
に
天
壓
神
自
註
云
囈
者
飫
黐
。
崇
紳
紀
に
天
皇
御
歌
に
あ
さ
蹙
に
も
於

　
　
舖
鼎
贈

爵

祕
。萬
葉
第
五
に
を
霞
め
ら
が
僚
那
好

い
控
費
を
瀞
期
比
良
伎
同
十
四
に
於
窟
欝

　
　

イ
チ
ト

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　コガ
サ

ヘ
ノ
コキ
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
ナ　
ン
のフ
いフ

　
　

伊
奈
等

い
ね

ぬ
つ
か
ね
費
属
官

に
於
佐
倍
乃
城
。
古
事
記
上
に
郷
須
夜
伊
多
斗
遠
淤
曾
夫
良

　
　

ヒ

　
　

比

こ
れ

n
さ
す
や
板
戸
を
れ
し
ふ
る
ひ
な
6
0
離
體

紀

に
穂
積
臣
押
山
此
、自
註
に
百
済
本
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

蓋

息
斯
移
膿

彌
。
譲

ヤ
.
そ
異
国

に
て
和
語
を
記
せ
.。
事
の
、.
な
控

に
遜

恭

餮

ハ

　

　
　

言
訛

而
未
レ
詳
な
燈
注
せ
ら
る
＼
を
」是

め
よ
け
れ
ば

其
ま

＼
に
引
控
綾

へ
う
。
和
名
抄
に
鼠

　
　

弩
を
於
之
巴
註
す
。
拾

遺
集
物
名
に

か
し
あ
ゆ
を
は
℃
鷹
の
を
き
ゑ
に
せ
ん
巴

か
ま

へ
抛
る

も



●
中
下
λ
お

◎
五
二

か
し
あ
ゆ
か
ず
准
ね
す
み
巴
る
べ
く
o
か
し
あ
ゆ

ハ
延
毒
式

に
押
年
魚

巴
か
丶
る
o
然
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ

上
の
假
名
巴
も
に
か
な

へ
う
。
萬
葉
第
廿
に
於
之
底
流
夜
祭
爾
波
能
浄
輿
利
集
中
眞
名
に

ハ

怨
照
、
押
照
、
押
光
、
臨
照
な
費
書
け
ウ
。
延
喜
式
第
八
出
雲
国

造
神
賀
詞

に
醜
夫
御
鏡
乃

　
　
オ　
　シ

面
乎
意
志
波
留
加
志
天
見
行
事

羲
記
登
久

か
丶
れ
は

】
同

に
於
の
字
を
用

ぐ
を

丶
用
控
る
事

な
し
。
・俗
に
を

丶
用
う
改
む
べ
し
。
和
名
に
亠祈
麪
杖

鮃
繖
於

仁
徳
天
皇
紀
に
天
皇

の
御
歌
に

オ

シ

テ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
チ
ゆハ

於
辭
域
屡

な
に
は

の
さ
き
の
な
ら

び
濱
。
顯
宗
紀
截
末
此
云
二
須
衞
於
慈
波
羈
比

一

中

下

の

駅

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク
マ　
ソ

囎

}唹
　
　そ

れ
　
　
和
名
に
曾
於
巴
假
名
を
付
。
大
隅
国
郡
名
也
。熊
L
襲
円
い
へ
る
所
熊

ハ
本
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
に
人
な
る
物
れ
そ
ろ
し
き
物
な
澄
に
付

て
云
こ
ど
ば
弘
ろ

こ
し
の
物
の
名
に
王
の
字
馬
の
字

　
　
な
費
を
赫

て
呼
如
し
。
曾
巴
云
ひ
巴
も
じ
短
け
れ
ば
ひ

い
き

の
於
を
そ

へ
て
曾
於

電
云
ふ
詑
。

　
　
曾
乎
定
有

べ
き

に
於
を
用
允

る
慧
知
が
捜
し
。
も
し
彼
國

の
盤

上
に
な
ま
う

て
重
け
れ
ば
に

　
　
や
あ
ら
ん
。
凡
れ
の
字
下
に
付
事
此
ひ
巴
つ
よ
ウ
外

に
な
し
。
箕
面
を
み

の
れ

巴
書
け
澄
此

　
　
れ

八
面

に
あ
控
う

て
み

の
れ
も
竃
云
ふ
べ
き
を
、
も
を
略
し
だ
れ
ば
下
に
あ
れ
費
も
下
な
ら

　
　
す
別

義
也

和

字

正

濫

要

略

四
十
九

・論



和

字

霊

鑑

要
'略

;
院

臣

●
中
下
ノ
ほ

◎
五
三

懐
香
　
く
れ
の
れ
も

　
　
み
巴

か
く
せ
る
叶

へ
う

和
名
に
久
禮
乃
於
毛
。
古
今
物
名
に
ゆ
ふ
ぐ
れ
の
れ
も
か
げ
に
の

　
　
　
　
中

下

の

ほ

附
を
れ
に
ま
ぎ
る
丶
を
出
す

五

百

驪

山

　

い
ほ

へ
山

　

萬
葉
第
六
に
よ
め
う
。
名
所
に
あ
ら
す
尢
"
か
ほ
く
か
さ
な
れ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

チ
　
ガ

　

　
る
山
を

い

へ
う
。
古

事
記

に
雄
略

天

皇

の
御
歌

に
那
加

須
肢

骨
伊

本
知

母

養

母

巴
あ

る

め
長

　

　
　

　
　

イ　
ホ　
チ

　

　
き

鋤

も

五
百
千

も

が
家
也

五
百
も

千

愁
菰
ウ

。
萬

葉

第
十

入

に
あ
は

び
玉

伊
保

知

も
我

母

之

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
ア
サ
ガ
リ
　
　
　
　
　
　
　
ノ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ
　
ホ
　
ヅ
　
ト
リ

　

　
れ

も
回

し
意

也
。
同

十

七

に
朝

猫

爾
伊

保
都

登
里

多
底

巴
よ

め
る
愁

五
百

海
鳥

π

丶
せ
也

。

　

　
　

　
　

イ
ホ
ハ
ラ

　

　
駿

河

の
廬

原
を

五
百

原

巴
古
事
記

に

か
け

ウ
。
萬

葉
第

一
に
借
廬

を

借

五

百
竃

か
き

第
七

第

　

　
　

　
イ
ホ
リ

　

　
十

に
廬
を

五

百
入

電

か
け
う

。
入
百

日
入

百
萬

の
竃
き

や
ほ

か
や
澱

よ
う

つ
巴

か
く
・と
是

に

　

　

な
す

L

ら

へ
て
知

る

べ
し
。

い
を

へ
や
を

か
や

を

よ
う

つ

竃
を
字

を
用

べ

し
竃
申
す

人

あ
る

　

　
故

に
證
を

引

て
だ

"
せ

り

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ィ
キ
ド

ホ
ね

シ
モ
　

　

　

　

　

　
　
イ
キ

憤

い
き

ど

ほ

り

日
本
紀
に
武
内
宿
禰
の
歌
R
異
板
廼
倍
呂
之
茂
。
萬
葉
第
+
九
に
伊
伎

　
　
ド　
ホ
　
ル

　
　
騰
保
流
許
己

呂
能
字
類
乎

類

…　

.ほ

ム
　
　
和
名

に
保
々
叉
面
子
保

々
豆
岐
。

つ
き

円

い
ふ

め
か
ほ

っ
き
な
費
の

つ
き

に
同

、



◎
五
四

　
　
　
　
　
サ
ル
ホ
ヘ
サ
ル
　ホ
　
へ

　
　
じ
。
叉
「猥
肅賺
佐
留
保

々
。
ふ
く
む
円

い
ふ
古
語
を

ム
＼
む
竃
も
ほ
＼
む
竃
も

い
ヘ
ム
ノ。
頬

ハ

　
　
物
を
ふ
く
む
所
な
れ
ば
ぼ

＼

ハ
ほ

丶
む
の
略
語
を
躰

に

い
ひ
な
せ
る
也

厚

朴

　

ほ

ふ
が

～
し

ハ
の

さ

　

　
和
名
に
保
々
加
之
波
乃
木
又
真
下
に
重
皮
保
々
乃
加
波
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ
ル
ロホ
　
オ

カ
シ
ム
のナ

　
　
萬
葉
第
ナ
九
に
見
二攀
折
保
寳
肇

轡

て
歌
に
も
保
簔

之
警

よ
め
う
。
ほ
う
の
鬘

墨

　
　
く

べ
し
蹙
人
の
申
す

め
れ
は
委
く
注
し
侍

る
也
。

酸

醤

　

ほ

ム
づ

き
　
　和
名
に
保
々
豆
本

歛

険

遊
仙
窟
　

ほ

ム
ゑ

む
　

ヌ
怨
険
竃
も

火

熱

ほ

こ
ぼ

る

日
本
紀

ミ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ
ノ
ホ

■

　
　
　
　

焔

　
ほ

の

ほ

　

H
本
紀
に
火
懿
巴
か
け
る
皇
子
の
名

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト
　
あ
　
ラ
　
セ

　
　
　
　

逋

　

こ
ぼ

る

　

神
代
紀
下
行
去
此
云
二
騰
保
屡
℃皇
極
紀
に
騰
褒
鷹
栖
。
古
事
記
下
に
よ
う
ね

　
　
　
　
　
　
　

ト
　
ポ　
レ　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
ホ
　
レ

　
　
　
　
　
　

て
灘
富
禮
叉
あ

か
し
て
杼
富
禮
。
萬
葉
第
五
に
ゑ
た

へ
の
つ
か
ひ
れ
ひ
て
登
保
良
世
同
十

九

　
　
　
　
　
　

に

こ
ろ
竜
の
す
そ
も
等
寳
利
底
ぬ
れ
ぬ
。
和
名
に
遠
江
園
長
下
郡
L
卿
名
逋
熊
を
止
保
利
久
萬

　
　
　
　
　
　

竃
注
す
。
貫
之
蟻
通

の
紳

の
前

に
て
か
き
く
竜
φ
あ
や
め
も
玄
ら
粗
か
は
そ
ら
に
あ
う
竃
は

　
　
　
　
　
　

し
を
ば
思
ム

ベ
し
や

ハ
巴
隱
題
の
や
う
に
よ
ま
れ
だ
る
も
皆
は

の
字
を
用
る
證
也
。
世
に
を

　
　
　
　
　
　

＼
帰
る
人
有
故
に
委
注
す

釈

宇
正

濫

要

略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

一
;
…
　
　
　
　
　

-i
一
　
　
　
　
　
　

忍
計
一



■

和
字

正

濫

要

略

◎
五
五

●

五
十

二

蓮

ご

ほ

亡
　
　仁
徳
紀
に
な
こ
そ

ハ
よ
の
等
保
臂

等
。
こ
れ

め
武
内
宿
禰
を
汝
こ
そ

ハ
世
の

長
命

の
人
な
れ
巴
よ
ま
せ
カ
ま

ふ
也
。
萬
葉
第
五
に
ひ
さ
か
尢
の
あ
換
ぢ

ぬ
等
保
期
叉
等
富

都
此
等
㌢
つ
ら

の
か
は
に
叉
得
、偽
都
必
等
ま
つ
ら
さ
よ
ひ
め
同
十
四
に
か
く
だ

に
も
久

両
刀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
キ

登
保
可
婆
叉

ふ
し

の
ね
の

い
や
等
保
奈
我
伎
叉

い
も
が
か
費
等
保
留
吉
扠
又
あ
ひ
つ
ね

の
く

　
　
　
ト
　
ホ　
ミ

に
を
佐
杼
抱
美
文
等
保
都
安
布
美
叉
痲
等
保
久
能
く
も
み
に
み
ゆ
る
注

に
等
保
久
し
て
34
か

せ
の
£
の
登
抱

吉
わ
ぎ
も
が
叉
廉
等
保
之
の
野
に
も
め
は
な
ん
叉
さ
の
山
に
う
つ
や
を
の
巴

の
等
抱

可
費
電
文
等
保
斯
電
ふ
こ
な
の
ゑ
ら
ね

に
叉
な
き
ゆ
く
た

つ
の
麻
登
・保
久

知
も
ほ
ゆ

同

十
五

に
れ
ほ
き
み

の
等
保
能
み

か
費
電
文
く
も
は
な
れ
等
保
岐
久
爾
敝
乂
す

め
ろ
ぎ

の
等

保
能
貍

簍

い
詮

等
保
久
わ
か
れ
き
に
け
る
奪

保
能
久
禦

戔

も
つ
か
麦

や
L

電
を
竜
登
保
久
さ
か
ウ
て
叉

い
へ
杼
保
久
し
て
叉
山
川
を
中

に

へ
家
う
て
等
保
久
巴
も
叉
等

保
岐
山
せ
き
も
越
ね
き

臓
叉
等
保
久
あ
れ
ば
ひ
巴
ひ
ひ
巴
よ
も
同
十
七
に
玉
ぼ

ご
の
道
を
L

'多
騰
保
彌
乂
山
川
の
ぞ
き

へ
を
登
保
美
叉
登
保
都
此
等

か
う
か
き
な

か
ん
同
寸
に
等
倍
多
保

美

こ
れ
竃
ほ
尢
ふ
み
を
癒
し

て
い
へ
う
。
乂
海
原
を
等
保
久
わ
た
り
て
。
和
名
抄
に
上
組

雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト　
ホ　
　ト

醸

謬

親
の
意
也
。
霧

熱

韲

黠

歎
陸
奥
国
郡
名
籍

搬

古
事
記
上
に
豊
富
登

ホ

シ

コ

シ

ノ

ク

ニ

へ

富
斯
故
志
能
久
爾
爾
。
遠
遠
し
き
越
の
国
色
。
世

に
ε
を
し
巴
書
き
叉
敬
す
る
人
も
有
歓
に



◎
五
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
古
語
を
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

大

細
水
　

ご

ほ

じ

ろ

む

神
代
紀
に
大
小
之
魚
を
ど
ほ
し
ろ
く
ひ
き

い
を
澄
も
迢
黙
す
。
萬

一

　
　
　
　
　
　
カ
バ

　
　
葉
第
三
に
河
登
保
之
呂
之
第
十
七
に
も
同

b
く
よ
め
う
。
俗
に
遠
白
逡
書
け
う

丁

　

よ

ほ

ろ

　

日
本
紀
の
訓
也
。
和
名
鈔
に
近
江
國
淺
井
郡
卿
名
丁
野
の
假
名
與
保
乃

こ
れ

　
　
よ
ほ
ろ
の
丶
略
な
う

そ

ほ

グ

　

田
k
尢
て
＼
鹿
鳥
な
費
を
守
る
れ
澄
う

か
し
也
。
拾
讃
長
歌
に
小
山
田
を
人

に
よ
せ
.

　
　
つ
＼
我

ハ
尢

い
虎
毛
電
そ
ほ
づ
に
身
を
な
し

て
云
云
六
帖

に
秋
の
田

に
允
＼
繊
ば

か
う
そ
君

　
　
こ
ふ
る
袖

の
そ
は
つ
に
な
ら
ぬ
日

ハ
な
し
。
霜
露

に
物

の
ぬ
る
丶
を

そ
ぼ
つ
ε

い
ふ
に
假
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
キ　
ソ　
お
　
チ

　
　
の
か
よ

へ
ば

か
く
よ
め
り
。
武
烈
紀
に
物
部
影
媛
が
歌
に
儺
岐
曾
褒
遲
ビ
あ
う
。
そ
う
つ
巴

　
　
書

渦
わ
ろ
き
故
委

し
く
注
す

獪

な

ぼ
　
　
俗
に
豕
を
竃
書
な
れ
π
れ
ば
な
ほ
巴
か
く
と
知
人
な
し
。
萬
葉
第
十
入
に
象
れ

に
し
き
臓
に
奈
保
之
可
米
也
毛
丈
余
傑
之
見
か
は
し
同
寸
に
ほ
竃
＼
ぎ
す
L
豕
は
も
な
か
な

ん
叉
奈
保
之
ひ
に
け
う
叉
奈
保
之
ね
が
ひ
つ
叉
奈
保
は
だ
さ
む
し
。
續
日
本
紀
第
廿
六
に
今

ス
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

キ
コ
シ
メ
ス

勅

今

日
方

人
新
嘗

乃

猫

眼
比
豊

明
聞
行

同
仁
在

。
な
ぼ

ら

ひ

ハ
直

會

巴

か
く
を

か
く

獪
良
比

　

　
　

　
　
　

　
　

　

雷

電
借

て

か
丶
る
。
下

の
蔵

し

円

い
ふ

に
合
せ

て
讃
す

べ
し

和
字

正

濫
要

略

五
卜



藁
.字

正

濫

要

略

◎
五
七

玉
十
四

直

相

　

な

ほ

ら

ひ
　

續
日
本
後
紀
第
二
云
天
長
+
奪
冬
+
月
奏
未
朔
辛
丑
爲
二大
甞
曾

將
玩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
ノ

　
　
修
二
禊
専

一行
二
幸
賀
茂
河

一禊
事
畢
御
二
有
相
幄

一扈
従
五
位
已
上
天
皇
饌
焉

。
延
喜
式
第
三
十

　
　

二
大
膳
武
士
云
神
熊
液
相
。
俗

に
直
禮
忠

か
く

ハ
誤
な
う
。
禮

ハ
呉
音

に
て
和
語
の
相
竃
假

　
　
名
も
逹

ヘ
ウ

直

　

な

ほ
∵
し
　
　
質
を
す
な
ほ
£
よ
む
噛
す
ぐ
電
云
詞

八
つ
く
ろ
は
顧
に

い
ぶ
な
δ
。
萬
葉
第

　
　
五
に
奈
保
奈
保
爾
巴
よ
め
る

ハ
直

々
也
。
同
第
十
四
に
下
奈
保
那
保
爾
志
よ
め
る

ハ
下
の
心

　
　
直
詫

5

へ
毳

。
和
名
長

藏
蹙

立
郡
郷
籍

轟

奈
近
畿

甲
慕

磐

田
轟

竺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夕

　
　
豊
後
国
郡
名
直
入

穢
保
叉
襴
衫
鹸
蹠
寵
能
こ
れ
直
衣
逡

か
き
て
つ
ね
に
准
は
し
建
よ
む
に
同
ヒ

　
　
事
菰
わ
。
叉
繩
を
な
は
円

い
ふ
も
五
音
逋
b

て
な
ほ
の
義
也

一狂

　

く

る

ほ

亡

　
神
功
皇
后
紀
の
御
歌
に
玖
流
保
之
。
古
事
記
に
玖
流
本
斯
。
く
る
は
し
な

　
　

う

蜻

劇

　

こ

ほ

ろ

ぎ

和
名
に
古
保
呂
木

竝
既
　

Aさ
ほ

ふ
　
　萬
葉
第
廿
に
あ
ぢ
む
ら
の
さ
わ
ぎ
伎
保
比
弖
」
叉
不
那
藝
保
布
ほ
り
於
の
川

　
　

叉
わ

尢
る
日
の
か
げ
・に
伎
保
比
弖



　 　 　 一　 　 {　一　 一㎜ノh一一

●

壱2
〇
五
入

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ
　
エ
イ

纓

ね

い

和
名
に
於
羅
切
俗
云
燕
尾

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ
　
　
　
　
　ト

烏

帽

子

　

ね

ぽ

じ
　

和
名
に
俗
説
烏
爲
レ焉
。
え
ぼ
し
巴
云
ハ
烏
を
俗
人
誤
り
て
焉
円
し
て

　
　

焉
の
字
の
昔
を
も
て
え
ぼ
し
電

い
ふ
竃
也
。
今
案
に
う
ぼ
し
を
ぼ
し
巴
も
に
き

＼
の
よ
か
ら

　
　

ね
ば
え
も
五
音
の
字

な
れ
ば
え
ぱ
5
し
巴
云
な
る

べ
し

夷

　

ね

ぞ
　
　
新
古
今
頼
朝
卿
の
歌
に
み
ち
の
く
の
い
は
で
忍
ぶ

ハ
ね
ぞ
ゑ
ら
臓
か
き
つ
く
し

　
　

て
よ
つ
ぼ
の
石
ぷ
み
。

こ
れ
陸
奥
よ
う
血
ぞ
を

か
け
て
名
所
を
れ
も
し
ろ
く

つ

い
け
て
歌

の

　
　

ひ
巴
ふ
し
に
せ
る
に
え
ぞ
ゑ
ら
ぬ
円
い
へ
る
に
て
假
名
の
證
巴
す

る
他

機

　

俊

ら

あ

　

　曾
爾
好
忠
家
集

に
源
順

の
き

の
え
を
菟
丶
し
き

の
え
ら
び
に
い
う
て
竃
よ
み

　
　

ひ
の
海
を
我
戀
の
え
ら
ば
ぬ
や
な
ぞ
竃
よ
ま
れ
た
る
を
も
て
證
£
す

筵

道

　

ね

ん

払

う

.
疫

　
　ね

や

み
　
　和
名
に
衣
夜
美
装
だ
瘧
も
和
名
同
じ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ニ
　
ミ
　
シ

蝦
四夷

　

ね

み

じ
　

紳
武
紀
の
歌
に
愛
瀰
静
電
め
う
。
え
び
す
も
え
み
し
の
同
韻
五
音
に
て
通

　
　

せ
う
。
和
名
に
地
驫
を
衣
比
須
禰
芍
薬
を
衣
比
須
久
須
里
决
明
を
衣
比
須
久
佐
L
昆
布
を
衣

職
掌

正

濫

要

略

五

レ

、五



和

字

正

濫

要

略

　
ウ

●

中

下

ノ
を2

五
十
六

比
須
女
ε
あ
う
。
俗

に
惠
美
須
霊
か
く

h
假
名
た
が

へ
う

　
　
　
　

中

下

の

ぴ2

嘶

　
　
い
ば

え

・
和
名

に
以
波
由
巴
あ
め
。
ゆ
に

か
よ
ふ

ハ
ね
な
う
。

い
ば

へ
い
ば

ふ
電
書

べ

　
　

か
ら
す
。
五
音
同
韻
巴
も
に
通
せ
す
。
ま
控
以
奈

々
久
巴
も
よ
め
φ
。
馬

ハ
初

に

い
の
聾
を

　
　

出
し

て
な
く
も
の
な
れ
ば
萬
葉
第
十

】
に
も
馮
聲
と
書

て
伊
巴
義
訓
せ
り
。

い
な

＼
く

ハ
い

　
　

の
な
き

ε

い
ム
意
也
。
又
巴
ら
か
は
か
み
牛
夫
皆
ぼ
ゆ
逕
云
ふ
。
は
巴
ぼ

ε
逋
す
れ
ば

い
ば

　
　

え

ハ
い
ぼ
え

の
義
艶

花
宴

　
は
な

の
ね

む

　
宴
於
見
切
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

,　

　

'

鮠

は

え

和
名
に
波
江
。
早
き
物
な
れ
ば
は
や
k
通
す

莢

は
え

顯
宗
紀
に
云
夷
曲
云
二波
譬

萬
葉
箜

匸

川
藻
簒

が

る
れ
ば
波
曲
流
同
+
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ　
エ　
ス　
レ

　
　

に
や
な
ぎ

こ
そ
き
れ
ば
件
要
須
禮

…
吠

　
　.ほ
≧
ん
　

和
名
に
保
由
。
江
ε
画
定
逋
す
。

こ
れ
・
ハ
犬
の
ぼ
ゆ
る
也

蘖

ひ

こ

ぼ

え

和
名
に
比
古
破
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヌ　
エ

臆
測
　

ぬ

え
　
　
和
名
に
沼
江
。
古
事
記
に
奴
要

。萬
葉
第

一
に

冷
奴

要
子
鳥
竃
よ
め
う
。
第
五
第



　
　
　
　
　
　
　
〉

+
に
も
雪

　

　

　

　

　

　

　

量
一

…
}
」

　
　
　
　
　
　
　
　

轅

　
な
・が

え
　
　和
名
に
奈
加
江
。
長
柄
の
義
也

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ　
エ

　
　
　
　
　
　
　
　

笛

　
　ふ

え
　

和
名
k
布
江
。
繼
髏
紀
に
府
曳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
ユ　
ヌ　
が
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　

あ

え

　
　
萬
葉
第
八

に
百

枝
刺
於
布
流
橘
玉
爾
貫
五
月
乎
近
美

安
要
奴
我
御
粧
険
爾
家
里
第
十
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
エ
ヌ
カ
ニ
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
ヅ
ヅ

◎
五
九
　
　
　
　
　
　
　
　
水
草
花
乃
」
阿
要
収
獲
第
十
八
橘
歌
に
も
安
由
流
質
波
多
廉
爾
奴
伎
都
議
巴
よ
め
う
。
俗
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ　
　
　
　　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

血
を
あ
や
ず
ε

い
へ
う
。
韲

の
字
和
名
鈔
即
観
反
訓

安
不
、
一
云
阿
倍
毛
乃
擣
二
甍
蒜

一以
レ醋

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和

レ
之
定
め
れ
ば
讖
蒜
を
擣
合
せ
ぬ
常

に
め

へ
も
の
円

い
ふ
に
和
の
字
を
用

み
し
髭
。

さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
て
も
そ
れ

ハ
韲
の
字

に
推
せ
ば
安
布
竃

い
ひ

て
安
由
留
円

い
ふ
ま
じ
き

か
。
但
阿
布
留
竃

　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　

{　
　

安
由
留
霊
同
韻

に
て
通
じ
阿
倍
毛
乃
巴
阿
要
毛
乃
巴
同
韻
に
て
通
す
れ
ば
阿

え
も
の
巴
も

㍗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ　
ホ
　　エ
ル
チ
ト
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ

べ
き
擾
。
萬
葉
第

十
三
に
つ
＼
じ
花
爾
太
遙
越
賣

巴
よ
め
る

ハ
に
ぼ

へ
る
を
定
め
な
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ　
ホ
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

叉
十
九

に
竜
春
花
の
爾
大
要
盤
面
ε
よ
め
る
も
上
に
同
じ
。

こ
れ
共
に

へ
巴
ね
巴
同
韻

に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
し
湿
る

に
准
ら
ふ

べ
し
。

こ
れ

ハ
ま
ぎ
る
丶
事
め
れ
ば
出
す
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

チ
バ

　
　
　
　
　
　
　

～
小
日
物

　
　あ

え

も

の
　
　
日
本
紀
十
應
紳
天
皇
紀
に
省
此
云
二河
叡
一ε
あ
る
ハ
あ
や
か
る
也
。

罎
書
聖

韻糠
鞭
鎌

脚謡

講

灘
難

軽

羅
盤

　
　

　

和

字
餅正

濫

要

略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
七



●

'和

9学

正

濫

要

略

◎
六
〇

.五
十

八

　
　

か
け
る
故

に
是
を
出
す
也
。

榮

さ

か

え

こ
れ
叉
さ

か
え
さ

か
ゆ
る
さ

か
や
か
す
心
底
費
通

へ
ば
ま
ぎ
れ
ね
費
俗
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ザ
サ
カ
メ
エ
チ

　
　
ほ
く
さ

か
へ
さ

か
ム
巴

か
く
入
め
る
故

に
幽
す
。
應
神

天
皇

の
御
歌
に
伊
弉
佐
加
磨
曳
郷
こ

　
　
れ

い
ぎ
き

か
ね
L
な
ん
の
憲
也
。萬
葉
第
十
入
に
橘
歌
に
円
き
は
な
す
研
夜
佐
加
波
麺
爾
竃
よ

　
　

め
る
も
れ
准
じ
。
上
0
御
歌
も
橘

に
付

て
あ
そ
ば
せ
り
。
雄
略
紀
に
娑
柯
曳
。
古
事
記

に
沼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
カ
　
ユル
チ
ト
メ

　
　
河
姫

の
御
歌
に
あ
さ
ひ
の
惠
美
佐
迦
延
岐
弖
。
萬

葉
第
十
三
に
さ
く
ら
花
左
可
…遙
越
賣
同
十

　
　
入
に
橘
歌

に
か
ひ
だ
ち
左
加
延
。
延
喜
式
第
八
献
詞
の
中
に
佐
加
数
志
米
賜
。
是
等

一
同
に

　
　
え

に
し

て

へ
に
め
ら
す
。

こ
れ
に
よ
る

べ
し

オ

　

さ

え

　

　
左
以
の
音
を

か
く

い
へ
わ
。
和
名
に
雙
六
の
采
を
左
以

ε
あ
れ
費
萬
葉
第
十
六

　
　
　
　

サ　
エ

　
　

に

ハ
左
叡
竃
よ
め
る
に
意
同
じ
。
叉
和
訓
に
竜
萠

の
字
も
え
巴
よ
む
を
同
十
入
橘
の
歌

に
h

　
　
　
　
　
　

マ
プ
エ　
モ　
イ

　
　

春
さ
れ
ば
孫
枝
毛
伊

つ
＼
£
あ
る
も
、
も
え

つ
丶
k
て
又
逸
す
る
意
同
じ
。
又
和
名
鈔
に
漿

　
　
　
　
　
　
　

ヒ　
　イ

　
　

の
下

に
冷
を
比
伊
巴
よ
め
る
愨
萠

に
同
じ
。
昔

の
下
に
付
だ
る

い
ハ
伊

な
れ
ば
あ

い
う
ね
を

　
　

の
中
の

い
え
逋

ひ
な
う
。
や

い
ゆ
ね

よ
の
中
に
て
か
よ

へ
る
に

鴇
あ
ら
す
。

い
ろ

は
に
付
て

　
　

ハ
か
は
ら
ね
啻
五
十
音
の
逋
ふ
と
わ
う
か
く
の
さ
円
し

榮

螺

子

　

さ

ナ

え

　

和
名
鈔

に
佐
左
江



⑪

山2

●
ゑ

一

鞭稗
　
　ひ

え
　
　
和
名
に
地
衣
。
萬
葉
第
十
二
比
要

鵯

　

ひ
え
ど
り
　

和
名
に
比
衣
土
里
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　

【

飛
簷
　
ひ
え
む
　
和
名
に
比
衣
魚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

エ
ウ
　
　
　
ヨ
ク
セ
ウ

遒

遙

　

せ

う

ね

う

邁
志
遙
切
遙
翼
招
切
」

林
疋
　

す

は

え
　
　
　
和
名
に
魚
條

の
下
に
魚
條
讀

獺
橄
本
朝
式
云
楚
割
。
此
和
訓
の
意
須
波
和

　
　

別
な
る
を
.
す

は
わ
り
定

沿
い
ひ
に
く
き
故

に
和

巴
夜
巴
同
韻

に
て
通
す
れ
ば

い
ひ
よ
き

に

　
　

つ
き
て
す
は
や
う
円

い
ふ
。
魚
を
ず
は
海
の
・ご
ε
く
さ
く
故

に
魚
條

の
訓
を
さ

ハ
い
へ
る
な

餌
う

ゑ

ゑ

和
名
に
惠
。
岡
鈔

に
屠
兒

悪
止
利
註
屠
二
半
馬
肉

取

鷹
鵠

餌
之
義
也
云
云
日
本
紀
に

　
　
　
　
　
　
エ　
カ

河
内
國
志
紀
郡
餌
香
円

い
ふ
所

ハ
あ
る
ひ

八
街
我
巴
も
惠
裁
定
も

か
丶
れ
尢
う
。
順
家
集
に

奮

い
毒

を
二
首
の
上
下
簑

き
て
盛

れ
た
る
其
ゑ
を
上
下
暑

だ
る
歌
に
ゑ
が
ひ
す

}

和

字

正

濫

要

略

る
君
が
は
し
参

馨

れ
の
野
に
蔭

な
ち
を
早
舎

崟

よ
蕘

る
も
躔

∴

の鬱
儘-
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

{

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
九



幽

◎
六
二

六
1十

會

　
　ゑ
　
　胡
外
切
。
ゑ

(
呉
音

な
り

繪

ゑ

胡
檜
切
。
此
呉
音
を
竜
て
和
名

巴
す

詠

ゑ

い

　

爲
金
切
。
漢
賈

払
う
。
其
昔

(
ゐ
ゐ
、う
巴
な
う
て
や
う
也

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ハ

榮

華

　

ゑ

い
く

わ

榮
爲
明
初

槐
…　

ゑ

に

す
'　

和
名
に
惠
爾
須

犬

ゑ

稔

和
名
惠
沼
。
猫
屋
草
蝋

管

に
犬
の
子
を
ゑ
の
逢

い
憲

奴
乃
古
の
略
也

雕

　

ゑ

る

　

藥
師
寺

に
あ
る
光
明
皇
后

の
佛
足
石
の
賛
歌

に
伊
波
爾
惠
利
都
久

一
云
多
痲
爾

　
　
惠

利
都
久
。
和
名
に
工
匠
具
に
鋳
掫
布
良
惠
利
L

曲
刀
鑿
也

笑

　
　ゑ

む
　
　
上
の
榮

の
下
に
引

込
電
く
古
事
記
に
惠
美
さ

か
ね

て
電
あ
う
。
萬
葉
に
尤
多
し
。

　
　
さ
れ
費
是

ハ
世
に
も
ゑ
を
用
れ
ば
煩
し
き
に
ひ
か
す
。
和
名
靨

穗
久

こ
れ
わ
ら
ふ
竃
き
く
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f

　
　
む
所

の
出
家
れ
ば
険
窪

の
義
也
。
附
鏤
…發
を
悪
女
利
己
注
す
。
こ
れ
粟
石
榴

な
費
の
ゑ
む
も

　
　

人
の
ゑ

む
に
心
同
じ
義
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ　
ハ
ソ

垣

下

座

　

ゑ

ん

か

の

ざ
　

禹
煩
初

音
わ
ん
呉
音
に
て
反
せ
ば

か
ん
也
。
よ
う
て
律
家

に

ハ

　
　

か
ん
蹙
よ
め
う
。
ゑ
ん
巴
用

る
故
人
に
尋

べ
し

圓

座

　

ゑ

ん

ざ
　

圓
爲
拳
切
。
和
名

わ
ち
ぶ
だ
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ゑ
ぐ
し

ノ
上

二
醸

～
宇

ア

ル
ベ
キ
カ

0
中
下

ノ
ゑ

◎
六
三

和

字

正

濫

要

略
重
心
且
ハ
　

ゑ

ぐ

　
　
萬
葉
第
十

に
山
田
の
澤

に
悪
臭

つ
む
巴
・ム
め
り
。
同
十

】
に
山
澤
画
具
巴
も

　
　
　
よ

め
・9

　
　
　

ゑ

ぐ

》し
　

和
名

に
茄
子
の
下
に
惠
久
之

醉

　
　ゑ

ふ

　
　
古
事
記

に
應
紳
天
皇
の
御
歌
に
和
禮
惠
比
邇
祁
利
。
萬
葉

に
も
有
れ
費
是

ハ
常

　
　
　
に
も
違
ね
ば
煩
し
く
出
さ
す

…
女

{威
菰
繊　

ゑ

み

く

さ
　
　
和
名
に
惠
美
久
佐

㎜

㎜衞
士
　

ゑ
じ

……}　
　

中

下

の

ゑ

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

}

㎝
法

難
聖
経

　

ぼ

く

ゑ

さ

や

う
　
　
源
氏
物
語
に
有
。
定
家
卿
の
法
華
経
の
題
目
を
上
に
置
て

}　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柔
　

グ

一　
　

よ
み
給
る
も
ぼ
く
ゑ
ゾ
㌔二
首
の
上
に
置
か
れ
た
ウ
。
神
代
紀
上
に
蹴
散
を
注
し
て
此

云
二俣

　

　

　

エ

　
　

ハ

ラ

ラ

カ

ス

　　

　

穢
L
簸
蓬
々
箇

須
健
磨

れ
ば
華
電
蹴

定
音
訓
異
な
れ
懸
け
を
く
ゑ
円

い
ム

ハ
同
じ

ニ

点
軸
…繪

　
　
ご

も

ゑ
　
　
異
名
江
次
第
に
見
え
た
6
'

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

机

つ
く

ゑ

和
名
木
器
類
に
都
久
惠
。
同
文
書
具
に
書
案
籖

都
江
を
用

べ
か
ら
す

一
杖

　

　つ

ゑ

　
　
萬
葉

第
五
に
多
都
可
互
恵
。
手
束
杖

に
て
ロ
バ
杖

の
事
也
。
和
名
に
都
惠
。
積
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
十
一



和

字
∴
正

濫

要
.略

六
十

二
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　 …}}▼　　　　　一

◎
六
四

　 　 一 　　一　一　 一　　　一　　　一一-一　　　　　一　_

殖

紋
嬲
鹿

杖
難
文
鑼
糶
農
具
驫

箆
蠶

　
う

ゑ

　

　
紳
武
紀
に
天
皇
の
御
歌

に
宇
惠
志
波
餌
介
瀰
。
古
事
記

に
字
惠
志
波
志
嘉
美
。

叉
古
事
記

に
学
悪

臭
佐
。
萬
葉
第
十
四
に

い
か
ほ
の
ぬ
襞
に
宇
悪
書
奈
宜
文
字
惑
多
気
第
十

五

に
ひ
電
の
宇

々
流
弱
者
宇
盛

衰
さ
す
。

こ
れ
う
ゑ
う

丶
巴
か
よ

ハ、
今
。
世
に
う

く、
う
ぶ

巴

書
く

鴇
誤
れ
う
。
嗣
十
七
に
め
～
ハ
ち
を

い
へ
に
宇
惠
た
ら
ば
。
・古
事
記
に
御
輿
津
日
子
訶
惠

志
彌
命

こ
れ
を
日
本
紀

に
觀
秘
直
書
殖
鶲
・尊
重
あ
る
孝
昭
天
皇

の
π

い
の
御
名
、
惠

八
字
惠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

イ
ご
ぜ
ノ

の
上
略

に
て
殖

の
假
名
也
。
父
御
眞
木
入
日
手
印
悪
金

ハ
崇
紳
天
皇
の
御
諱
、
御
間
城
入
彦

　
イ
　
　
ご　
エ

五
十
瓊
殖
奪

に
當

れ
う
。
意
上
に
同
じ
。
宣
化
天
皇
の
御
子
上
殖
葉
皇
子
を
古
事
記
に

ハ
惠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
　
へ

波
王
巴
あ
う
。
日
本
紀
骨
入

に
伊
賀
國
積
殖
山
口
巴
め
る

ハ
和
名
阿
拜
郡
柘
殖
巴
あ
る
に
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
ヘリノ　
こヘ　ヱ

じ
。
そ
れ
を
L
倭
姫
世
紀
に

ハ
伊
賀
國
敢
都
美
惠
宮
巴
あ
う
。
今

ハ
訛

て
つ
げ
の
山
霊

い
ぶ
に

や
藻
欟
草

に
竜
つ
げ
の
山
巴
よ
め
る
歌
有
。
今
の
世
柘
植
竃
書
て
つ
げ
巴
云
氏
も
此
處
よ
う

出
た
る
成

べ
し
o
和
名

に
山
城
國
久
世
郡

に
殖
栗
郷
有
Q是

ハ
假
名

の
注

か
ち
た
る
を
阿
波
國

名
方
束
郡
に
同
名
の
郷
め
る
を
惠
久
利
巴
注
せ
う
。
武
藏
國
足
立
郡
殖
田

鱒
惠
阿
波
國
郡
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丶

麻
殖
を
乎
惠

巴
注
す
。
讃
岐
國
小
田
郡
土
佐
國
長
岡
郡
に
殖
田
郷
有
共
に
宇
惠
多
巴
注
ず
。

こ
れ
ら

ハ
上
に
う
も
じ
あ
れ
ば
う

へ
巴
候
名
を
だ
が

へ
て
か
く
電
も
掴
う
ゑ
ε
よ
む
べ
し
。

　 　 噂_　、



顎

◎
大
王

li

u

和

字

正

濫

要

略

　

　

殖

栗
を

へ
く

う
巴

か

＼
る

べ

か
ら
す

よ
ま

る

べ
か
ら
す

。
世

の
假
名

を
誤

れ

る
事
是

に

て
知

　

　

る

べ
し

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

リ　
レ　
ハ　
ヤ
　
エ　
ヌ

.
飢

　

う

ゑ
　
　
紳
武
紀
に
天
皇
の
御
歌
に
和
例
破
揶
隈
怒
こ
れ
を
古
事
記
k
ハ
和
禮
波
夜
惠
奴

　
　
　
　
　
　
ワ
レ
ハヤ
ウ
エ

　
　

電
あ
う
。
我
早
飯

ぬ
を
上
略
し
て
ゑ
滋
暹
よ
ま
せ
疫
ま

へ
う
。
久
推
古
紀
に
聖
徳
太
子
の
御
歌

　
　

に
伊
比
爾
恵
庭
の
句
二
處
あ
6
。
こ
れ
も
飯

に
観

て
の
上
略
也
。
傳
激
大
師
の
御
弟
子
光
定

　
　

の
書
給

へ
る

一
心
戒
文
竃
云
文
に
此
歌
を
載
ら
れ
控
る
に

八
字
の
字
二
所
登
竜
に
あ
う
。
是

　
　

も
上
の
殖

に
准
ら
ふ
れ
ば
は
カ
ら
く
時
宇

を
定
書

べ
し
。
う
ゆ
電
か
く

べ
か
ら
す

卆

安

　
あ

ゑ

か
　
和
名
に
阿
惠
加
淡
路
國
津
名
郡
卿
名
也
。源
氏
」
物
語
に
あ
ゑ
か
に
ビ
云
詞

一

　
　

あ
う
。
假
名
園
し

か
る
べ
し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…

歩

卒

あ

か
ゑ

ん
傍

和
名
に
阿
慧

無
嬉

季

ち
ひ
さ
き
蜻
蛉
型

胡
黐
木
重
心懿
藁

　
　

黄
な
る
蜻
蛉
な
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・
故

　
　ゆ
ゑ
　
　
古
事
記
中
巻
應
憩
天
皇
の
御
歌
の
中
に
由
惠
。
日
本
紀
第
十
四
雄
略
紀
の
歌

に
　
}

鸞

鏡
㍍
は鍵

盤

難
勧羅

難

鰲

曇

　
　

ね

な
く
艶
鞠
惠
細
岡
十
五

に
わ
が
由
惠
爾

か
竜
ひ
探
や
せ
そ
又
わ
が
騰
惠
癩
嫌
な
げ
く
ら
し

　

　

　

ユ
　

　

　

ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
りく

く

　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ　
　
　
　
　

レ　

　
　
　
ユ
　
　
　
ミ
　
く

ち

　ヨ

く

コ
く
　

　
モ

　

　
　

ヨ

　
く

を
ロ　
く
く

　
　
　　
　
モ

げ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

'
六
士
二



和

学

正

濫

要

略
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一{'

四

烈
　
匙

掌

一,ー

セ
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◎
六
六

}

一
●
中
下

ノ
へ

一
層家

叉
わ
が
由
惠
に
は
だ
な
思
ひ
そ
叉
か
す
に
も
あ
ら
漁
利
禮
由
惠
に
。
久
し
く
誤
り
て
也

へ
重

書
な
ら

へ
う

す

ゑ

　
　
萬
葉
第
十
三
に
な
き
さ
は
の
弔
う
に
三
輪
須
恵
同
十
四
仁
を
て
も
こ
の
も
に
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ　
シロ
へ

利
徹
須
惠
十
七
に
伊
波
比
倍
須
惠
都
岡
十
九
に
竃
ぐ
ら
ゆ
ひ
須
恵
て
ぞ
我
か
ぶ
眞
白
部
の
尢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
}』

か
叉
や
か
た
を
の
懐
し
ろ
の
π
か
を
屋
戸
欝
須
恵
肩
骨
に
ゆ
ふ
ゑ
は
に
船
手
宇
氣
須
恵
叉
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
{

に
は
つ
驫

乎
宇
襲

惠
。
和
名
に
陶
鷺

流
乃
居
物
作
の
意
奮

。
礎
鰻

順
家
警

末
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

上
下
に
置
て
二
首
に
て
よ
ま
れ
カ
る
中
の
ゑ
を
上
下
に
置
控
る
歌
上
の
餌
の
所
に
崩
せ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}.

其
の
は
て
の
句
に
早
く
養

す
ゑ
定
有
.
姦

古
藻

範

煮

糶

の
御
歌
に
は
鳬

』

を
す
ゑ
の
丶
原
巴
つ

い
け
給

へ
り
。
祕
武
紀

に
邂
二
我
猛
卒

一興
レ
虜
雑
居
。
す

へ
す
ふ
逕
書
く

ハ
誤
う
也
o
ま
し
て
す
ゆ
蹙
書
く
事

沿
い
は
れ
な
し

　
　
中

下

の

へ

い

へ
　

　
和
名

に
伊
閉
。
萬
葉
鎗
五

に
伊
弊
悪
臭
婆
。
此
外
萬
葉
和
名

に
其
證
多
し
。
さ

れ
費
献
世
に
も
按
れ
k

い
ゑ
巴
書
人
あ
る
故
に
こ
そ

い
だ
せ
大
か
虎

ハ
だ
が

へ
す
書
く
故
に

委

ハ
出

さ
滋
也

一 一_機
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◎
六
七

　

蠅

　
　は

へ
　
　
和
名
弔
波
閉

灌
隅
　

は

へ
ぎ

　
　
和
名
に
波
閉
岐
。
含
泥
る
き

近

い
ふ
是

協

苞

瀞且
　

に

へ
　

紳
武
紀
に
珥
倍
。
和
名

に
於
保
邇
倍
。
付
尢
う
牲

n
和
名
に
伊
計
濔
倍
。
生

　
　
贄

の
意
也

に

へ

萬
葉
第
+
四
に
に
ほ
巴
う
の

か
つ
し
か
わ
せ
を
爾

倍
す

巴
も
そ
の
か
な
し
も
を

竃
に
控

　
　
て
め
や
も
。
こ
れ

八
田
の
出

来
尢
る
を
は
じ
.め
て
7
な

し
て
田
を

う
ゑ
し
時
や
電
ひ
て
ら
う

　
　
せ
し
入
洛
も
を
よ
ぴ
あ
つ
め
戸
な
費
さ
し

か
π
め
て
其
日

ハ
い
か
な
る
人
の
来
て
竜
入
る
事

　
　
な
く
し

て
あ
る
じ
す

る
を

に

へ
円

い
ふ
。
眞
名

ぬ
見
及
ば
ね
費
新
饗

蹙
書
く
べ
し
。
搦

め
に
ひ

　
　
の
畧
倍

ハ
饗
を
あ
ひ
宏
も
あ

へ
竃
も
よ
め
ば
此
の
上
畧

菰
る
べ
し
。
和
名

に
筑
前
國
下
座
郡

　
　
の
卿
名
に
鍬
饗

傲
彼
是
も
名
づ
碁

敵

ハ
知
ら
ね
費

ヘ
ハ
あ

へ
の
略
な
れ
ば
人
を
や
巴
ひ
ズ

方
畠
を

か
ぼ
く
惟

う

て
そ

の
入
費

も

輩
饗

應

せ
し

故

家
費

に
名
付

け

る
に
る
、
。

新
嘗

を

に
は
L

　

　
　

　
　

　
　

ヘ　　ヘ　　　　　
　　　　
ヘ　　へ

な

ひ

巴
よ

め
る
も

に

は

ハ
に
ひ
な

ひ

ハ
あ

ひ

に

て
新

穀
を
饗

應

す

る
心

に

や

。
神

代
紀

に
于

　

　
　

　

二
八ナ
ヒ
シ
テ
ヌ
セ
ル

晴

天
稚
彦

新
嘗

伏

臥
之

時

也
。

こ
れ

八
人

代

に
な

り
て

天
子

の
新
甞

會
を

玄

投
技

ふ
意

a
同

か
ら
す

へ
　

萬

葉

に
か
な
だ

へ
、

こ
な
た

へ
、

の
意

の
時

皆
此
字

を

用
控

ム
。

菅

家
萬

葉

に
も

戀

和

学

正

濫

要

略

六
十
五



一 一 り　一酬"β

和

字

正

濫

要

略

一
●
卑
下
ノ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
十
六

∵

嬰

の
羅

徃
真

　

碁

　

の
字
を
書
美

嚢

努

へ
榧

　
　
か

へ
　
　
和
名
に
加
倍
。
俗
に
か
や
巴
云
ふ

一
堪

　

た

へ
　
　
尢
ふ
巴
は
控
ら
け
う
。
絶

ハ
尢
え
尢
ゆ
な
う
。
役
名
も
義
竜
別
な
ウ
。
ま
が
ふ

…　

　

人

あ

う

。

よ

う

て

註

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
りこ
イ
シ
テ
ぐ
ナ
ヘ
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ル
シ
カ
ラ

…
蹇

　

な

へ
ぐ

　
　和
名
に
那
閉
久
叉
阿
之
奈
閉
。
左
傳
云
光
駕
二足
疾
℃
説
文
云
蹇

ハ
行
不
レ正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
エ

　
　
　
也
。
よ
う
ぼ
ふ
や
う

に
行
意
也
。
足
痿
ぞ
」
心
得
る
人
あ
り
。
誤
な
ウ
。
そ
れ

ハ
假
名
も
な
於

　
　
　
な
り

艚
全
　

う

べ
　
　
和
名

に
宇
倍
。
捕
レ
魚

臭

轉

　
さ

へ
っ

る

和
名
鈔

に
佐
閉
都
流

　

口
冖
在

方

　

ゆ

く

へ
　

此
貴
名
萬
葉
に
あ
6
。
同
第
五
に
由
久
弊
斯
良
禰
婆
。
菅
家
萬
葉
に
濱
千

　
　

　
　

ユ
ク
へ

　
　

　
鳥

徃
邊

も

な
し

電
。
俗

に
ゆ

く
ゑ

遑
書
く

ハ
誤

れ

う
。

・

　
　
　
　
　
中

下

の

わ

臆
期
欝
σ
肱
硝
秘
稲
噸
勢
篇

硬
欄
鱒
路
時
差
が
ひ
に
ゅ糸
ふ
故

冖
結

菓

　

か
く

の
あ

わ

　

和
名
に
加
久
乃
阿
和
。
江
次
第
に
ハ
加
久
繩
。
古
今
集
の
長
歌
に

　
　
　
婁

は
棲

み
だ
れ
て
電
,小め
る
も
江
次
第
の
定
な
-
。
ぞ

の
あ
わ
を
乃
阿
柳
森
な

(
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入
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一

和
字
並

濫

要

略

　
　

れ
ば

つ

い
め
て

ハ
加
t
久
奈
和
電
な
れ
ば
禰
假
名
だ
が

へ
う
。
沫

の
假
名
阿
和
な
れ
さ
阿
波

　
　

巴
も
か
け
ば
通
す

べ
し
。
耄
か
れ
費
も
加
久
巴
阿
和
《
の
間

に
乃
の
字
あ
れ
ば
繩
の
義

に
ハ

}　

あ
ら
ぎ
る
艶
　

　

　

　

　

　

　

。

}　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ
モ
ヒ

へ
撓

た

わ

む

萬
葉
第
六

に
手
弱
女

の
念
多
和
美

手
巴
よ
め
う
。
ヌ
第
+
に
枝
毛
多
和
多
和

～　

　

巴
よ
め
る
も
控
わ
む
也
・
又
古
事
記

に
倭

姥
命

の
御
歌

に
煩
曾
多
和
夜
賀
比
那
遠
麻

迦
牟
登

～　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ
ヒ
ナ

　
　

波

巴
よ
ま
せ
給

へ
る
竜
細
く
控
わ
や

か
な
る
肘
な
う
。
尢
わ
や
・か
を
允
を
や

か
円
い
ふ
も
骨

　
　

の
や
は
ら

か
に
尢
わ

め
ば
た
わ
み
も
ゑ
つ
べ
く
見
ゆ
る
心
な
れ
ば
意
皆
同
ヒ

浦

回

　

う

ら

わ
　

和
名
に
伊
勢
國
郡
名
河
曲

穂
波
掴
國
度
會
郡
郷
名
箕
曲

喉
乃
此
前
の
字
に

　
　

意
同
じ
。
磯
回
隈
何
等
も
同
。
叉
萬
葉
第
四
に
捕
樊
電
よ
め
る
も
箕
の
ふ
ち
ハ
ま
が
れ
る
物

　
　

な
れ
ば
う
ら
わ
竃
云
に
同
b
。
す
そ
わ
竃
よ
め
る
も
回
し

靴

　
　く

わ

の

く

つ
　
和
名
に
化
乃
久
都

・烏
芋

　
く

わ

ゐ

　

和
名
に
久
和
井

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

轡
↑　

ノ＼
つ
わ
　
　
和
名
に
久
豆
和
都
良
俗
云
久
都
和
。
疾
藜
銜
宇
波
良
具
都
和
。
く
つ
わ
む
し

　
　

を
新
勅
撰
物
名
歌
に
か
＼
る
み
く
づ
ハ
む
し
ろ
田
の
巴
つ
"
け
た
る
ハ
假
名
だ
が
へ
う
。
鑛

　
　

久
都
波
美
俗
に
久
々
美

一
名
勒
馬
口
中
鏡
池
o轡
ハ
總
に
て
鑞
…ハ
別
也
o今
本
朝

に
く
つ
わ
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
斜
七



和

字

霊

鑑

要

略

」4
ノ 、

十
ノ、

◎
六
九

◎
七
〇

`

♂

　
　

い
ふ

ハ
總

別
混
じ
た
る
か
。
蕁
綴

べ
し
L

理

　
　
こ

ご

わ

り
　
　

萬
葉
第
五
に

か
く
ぞ
許
等
和

理
同
十
五
つ
ね
の
己
等
和
利
同
十
入
に
う

　
　

つ
せ
み
の
よ
の
許
等
和
利
止
十
九

に
も
此
二
句
あ
う
。

こ
暹
は
う
巡
書
誤
め
也

大

語

　

こ

わ

海

か
　

異
名

ハ
遊
仙
窟

に
あ
り
て
か
一
讀
う
。
六
帖
第
二
に
き
ヒ
の
歌

に
春
心

　
　

の
野
に
か
も
ひ
ね
き
b
の
ひ
電

つ
が
ひ
我
こ
は
だ

か
に
れ
ぢ
や
ゑ
ぬ
ら
ん
巴
よ
み
控
れ
費
假

　
　
名

n
い
ま
だ
考
得
す
。
但
こ
ゑ
だ
・か
電
云
ふ
に
か
よ
ひ
尢
れ
ば
和
迢
惠

ハ
五
音
の
字
な
る
故

　
　

に
こ
れ
を
用

べ
し
巴
知
れ
う
。

こ
わ
っ
く
う
豕
窪

い
ふ
虎
ぐ
ひ
皆
是

に
准
ら
ふ
べ
し

沫

　
あ

わ

　

萬
葉
第
十

】
に
水
阿
和
。
和
名
に
沫
雪

齲
囎
古
事
記
に
入
干
戈
神
歌
弁
沼
河
北

　
　
賣
の
御
歌
に
和
名
の
假
名
の
乙
近
く
か
け
う
。
叉
和
名
に
硫
黄
を
由
の
阿
和
電
よ
め
る
ハ
湯

　
　
沫
也
。
白
熊
を
阿
和
之
保
竃
注
せ
る
も
沫
に
似
た
れ
ば
探
る
べ
し
。
以
上
皆
阿
和
な
る
を
萬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア　
ハ

　
　
葉
第
二
に
ぶ
る
雪

ハ
安
幡
に
な
ふ
う
そ
巴
あ
る
に
よ
れ
ば
あ

は
巴
も
通
じ
て
喜
べ
き
也

騷
}　

さ

わ

ぐ

　
　萬
葉
第

一
散
和
久
御
民
毛
同
三
昧
村
左
和
伎
同
十
五
に
さ
ば

へ
な
す
佐
和
久

　
　
乙
竃
を
も
同
六
白
浪
左
和
伎
又
捕
滾
左
和
寸
同
七
k
赤
石
門
痕
い
ま
だ
佐
和
げ
う
同
十
四
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

{

　
　
な
人
佐
和
久
。
日
本
紀
第
十

一
に
佐
和

々
々
珥
。
舊
事
紀
拜
古
事
記
に
佐
和
々
々
邇
。
こ
れ

　
　
ら
も
常
に
ぎ
わ
く

ε
云
言
に
て
L
騷

に
同
ヒ
。
日
本
紀
萬
葉
等
に
さ
や
く

巴
云
詞
も
わ



●
中
下

ノ
に

　
　

巴
や
巴
同
韻

に
て
さ
わ
ぐ
也

…
紬
脚
酒

　
　み

わ
　
　
和
名
に
美
和
。
萬
葉
第
六

に
三
輪

皴

　

ゑ

わ
　

　
和
名
に
之
和
。
萬
葉
第
五

に
か
も

て
の
上

に
い
つ
く
ゆ
か
新
和
か
き
カ
う
し
。

　
　
　
い
つ
く
ゆ
か

ハ
い
つ
く
よ
う
ゑ

て
か
也

一括

　
　す

わ

る
　
　
假
名
家
考
。
但
を
ゑ
す
う

ハ
わ
の
下
に
て
逋

㌻
る
故

わ
を

用

べ
き

な
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　

中

下

の

は

ゆ
愈
諷
脚
ム
中

に
俗

に
ま
が

へ
ぬ
ぬ
是
を

か
く
。
ま

が
ふ
る
を
出

朱

櫻

　

は

ム

か
　

和
名
に
波

々
加

】
云
邇
波
佐
久
良

】
名

ハ
櫻
桃

一
名

ハ
含
桃
。
今
俗
に
ゆ

　
　

す
ら
円

い
ふ
物
色
。
別
に
に
は
ぎ
く
ら
竃

い
ふ
も
の
あ
れ
費
そ
れ

ハ
實
な
し
。
舊
事
本
紀
古

　
　

事
詑
延
喜
式

に
岐
婆
迦
円

い
ふ
木

の
名
あ
う
。
も
し
こ
れ
に
や

に

hは
　

海
上
の
言
色
。
萬
葉
第
三
に
庭
好
あ
ら
し
巴
も
舶
爾
波
な
ら
し
竃
も
爾
波
も
ゑ
づ
け
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
八
キ
ヨ
シナ
ナ
ヘコ
ギ
イ
ヅ
ル
ア
ゐヘフ
　

　
　

巴
も
同
十

一
に
ハ
庭
淨
奥
方
傍
出
海
舟
第
十
五
に
も
爾
波

巴
か
け
・9
。
庭

ハ
假
名

な
今
。
も

　
　

し

ハ
海
上
に
渡
も
な
く

て
李
壇
家
る
事
庭

の
乙
窪
く
な
れ
は
尢
巴

へ
て
や
が
て
正
字

に
用
る

　
　

滋
。
萬
葉
第
十
九

に
水
の
上

め
つ
ち
ゆ
く

乙
円
く
舟
の
上

ハ
巴

、し
に
を
る

乙
暹
く
巴
あ
る
孝

　
　

謙
天
皇
の
御
製
思
ひ
合
す
べ
t
。
萬
葉
よ
う
外
に

ハ
古
き
物
に
歌

に
も
其
外

の
詞

に
も
見
え

和

字

正

濫

要

略

六
十
九

■



.和

.亠¥

正

濫

要

略

七
十

◎
七

一

…
。
即
下
ぞ
っ

一
己

　

'
控
る
所
な
し
。L
世

に
日
和

巴
か
く

ハ
俗
の
ゑ
わ
ぎ
音

に
て
又
假
名
た
が

へ
う

片

刑

　

　か

Lπ
は

　

　

う
つ
ぼ
物
語
に
矢
に
付

て
か
掩
は
巴
よ
め
る
歌
三
四
首
見
え
疫
る
に
よ

　
　

う
假

に
眞
名
を

か
く
書
け
る

ハ
假
名

に
合
せ
カ
る
也
。
か
た
は
ε

い
ふ
事

ハ
鳥
の
片
羽
若

ハ

　
　

片
勿
探
る

ハ
用
な
け
れ
ば
だ
巴

へ
て
名
付
だ
る
腔
。
沙
石
集
に
尼
が
二
人
巴
も

探
ひ
て
大
津

　
　

を
過
け
る
が
車
の
片
輪
あ
る
を
見

て

】
人
が

い
は
く
此
車

ハ
大
乗
そ
し
れ
る
も
の
な
り
円

い

　
　

ふ

い
か
に
雪
間

へ
ば

か
た

わ
が
あ
る
ほ
費

に
竃

い
ひ
け
れ
ば
今
壹
人
が

い
ふ
や
う

い
な
そ
し

　
　

ら
城
も
の
払

い
か
で
さ

ハ
の
控
ま
ふ
ε

い
へ
ば
か
た
わ
の
な
け
れ
ば
申
す
也
円

い
ひ
け

る
よ

　
　

し
。
物
の
中

に
車
の
片
輪

ハ
殊
に
用
豕
き
も
の
な
れ
ば

こ
れ
も

い
は
れ
た

る
や
う
な
れ
費
か

　
　

た
殿
円

い
ふ
詞
も

か
控
は
に
か
よ
ひ
て
聞
ゆ
る
事
れ
ぽ
き
上
伊
勢
物
語
な
費

に
も
か
控
は
巴

　
　

か
け
る
本

か
ぼ
く
う

つ
ぼ
物
語

ハ
ふ
る
き
も
の
に
て
議
す
る
に
た

れ
ば

か
く
な
ん

曹
團

扇

　
　う

ち

は
　

和
名

に
宇
知
波

僭

中

下

の

う

ほ

う

じ

　

是

八
日
本
紀
に
よ
め
り
。
法
師
の
一
ご
晋
を
和
語
に
用
虎
う
。
法

八
入
聲

に
て

呉
音

に
て
法
性
法
燈
な
費

い
ふ
時
ほ

っ
ε

つ
む
れ
ば
ほ
ふ
巴

か
く

べ
き

理
な
れ
費
和
名

に
も

6



◎
竜
二

蓬

Ft!

和

字

正

濫

要

略
　
　
玄
蕃
寮

の
よ
み
保
宇
之
萬
良
比
止
乃
豆
加
佐
巴
あ
う
。
玄
蕃
L
信
《
蕃
客
巴
を

つ
か
き
費
る

　
　
官
也
。
其
外
保
布
之

巴
か
け
る

も
の
を
み
す
。
さ

め
か
く
ま
じ
き
故
あ
る
に
や
。
法

の
奚
音

　
　

皆
こ
れ
に
准
ら

へ
書

べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
チ
　
カ

十

日

　

こ

う

か

　
景
行
紀
の
連
歌

に

八
苦
塢
伽

そ
れ
を
古
事
記
に

ハ
登
袁
加
定
有

。
こ
れ
常

　
　

の
事
也
。
然

に
五
音
遞
じ

て
巴
う
か
巴
も

い
へ
参
。
赤
染
衞
門
が
家
集
に
ま
さ
ひ
ら
に
ぐ
し

　
　

て
尾
張

へ
下
る
時
に
　

∂
ひ
ら
都
を
出
て
け
ム
こ
丶
の
か
に
な
う
に
け
う
追

い
へ
る
に
衞
門

　
　
巴
う

か
の
く

に
丶
い
た
う
に
し
か
な
巴
侍
う
し

八
重
く
彼
國
尾
張

へ
巴
こ
た

へ
だ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ　
　
　
　　
　
　　
ウ

急

居

つ
き

う

　

崇
神
紀
に
此
云
二菟
岐
宇
魯

注
あ
う
つ
い
み
る
巴
云
詞
な
り

陵

菖

　

の

せ

う

　
　

和
名
に
農
世
宇
。
世
に
の
う
せ
ん
か
づ
ら
電
云
是
な
う
。
叉
の
和
名
末

　
　
加
夜
木

意

字

　

れ

う
　

和
名
に
於
宇
暹
註
す
。
出
雲
国
郡
名
也
。
萬
葉
第
四
に
出
雲
守
門
部
王
の
歌

　
　
　
オ
　
ウ
　
　
　
　
　　
　
　シ
ホ
ヒ

　
　
に
飫

宇
の
海

の
櫨
干
の
か
た
の
片
思
ひ
に
思
ひ
や
ゆ
か
ん
道
の
な
が
て
を
。
定
家
卿
是
を
ε

　
　
う

て
尋
ね
み
る
つ
ら
き
心
の
か
く
の
海
よ
櫨
干
の
か
た
の

い
ム

か
ひ
も
な
し
巴
よ
み
給

へ
る

　
　

ハ
假
名

に
書
け
る
歌

に
か
う
を

如
く
の
む
円
く
な
だ
ら

か
に
書
け
る
を
和
語
に
下
に
う
感
じ

　
　
あ
る

ハ
ま

れ
な
れ
ば
奥
海

巴
意
得

て
よ
み
給

へ
る
髭
。
も
し

ハ
か
く
を
れ
う
竃

ハ
だ
し

か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
十
一



・和

、字

正

濫

要

略

◎
七

三

　

中
下

ノ
ふ

鞍

、

帽 日 儲 蠕
額 向　　燎 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
十
二

,　
　
,
-
i
　
i
　
　
　
　、
一
　
　
　
ー

一
己ー

ー

　
　
　
　
　',
i

　
　
　
　
　t
　
　
　
　
　
　
　
　
目

目
目
ー
-ー
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　'
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
f
　
　
　
一

ロ̀
ー

書
た
れ
さ
う
く

ハ
能
池
卞
れ
ば
れ
く
を

か
う
電
蓄
な
せ
る
な
り
£
意
得
て
か
く
L
蓬
よ
み
返

さ
れ
た
る
誣
。
万
葉
古
注
云
右
門
部
王
任
二
出
雲
守

一時
娶
二
部
内
娘
子

一也
云
云
萬
葉

の
正
本
に

付

て
取
だ
ま

ハ
い
此
誤
有

る
べ
き
や
う
な
し
。
こ
れ

に
よ
り
て
假
名
に
う

つ
せ
る
歌
を
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
ウ

よ
み
潰
せ
ら
れ
た
る
也
。
叉
同
集
第
三

に
出
雲
守
門
部
王
思
二京
師

一歌

に
飫
海
の

か
は
ち
の

ち
さ
う
な
が
な
け
ば
我
さ
ほ
川
の

か
も
ぼ
ゆ
ら
く

に
。
爲
相
卿

ハ
こ
れ
を
取
う

て
夜
を
さ
む

み
翅
に
霜
や
れ
く
の
う
み
の
河
原
の
千
鳥
ふ
け

て
な
く
也
巴
よ
ま
れ
だ
り
。
是
も
叉
假
名
本

に
何

て
謖
ら
れ
け
る
成

べ
し
。
第
廿

に
出
雲
掾
安
宿
奈
杼
麻
呂
が
歌

に
大
君

の
み

こ
.£
か
し

こ
み
挺
銀

の
宇
良
乎
そ
が
ひ
に
見
つ
丶
都

へ
の
ぼ
る
。
此
於
本

の
う
ら

ハ
假
名
違
ひ
た
れ
ば

飫
宇

に
ハ
め
ら
ぎ
る
施
。
出
雲
掾

が
歌

な
れ
ば
ま
が
び
て
見
え
た
う

　
　

く

っ

く

つ

段

う

じ

　

　
和
名
久
重

々
々
保
宇
之

　

ま

う

け

　
　
万
葉
第
十
入
に
わ
た
う
も
う
六
ね
も
獅
宇
気
受

　
　

ひ

う

が
　
　
和
名
鈔
に
比
宇
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丶

　
　

も

か

.)
　

延
喜
武
弁

江
次
第
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
＼

中

下

の

ふ

並日
使
う
に
ま
が
ふ
を
出
凱



◎
七
四

　

↑
匝
「　

は

脈

さ
ふ

　
和
名
に
波
爾
佐
布
・
世
に
は
ん
ぎ
ふ
竃
云

～
圓
座

わ
ら
密

和
名
に
和
良
奕

二
河

内

　
　か
ふ

ち
　

和
名
に
加
不
知
・
つ
ぶ
さ
に
ハ
か
は
う
ち
円
い
ふ
べ
き
を
」
波
宇
〕切
不
な
れ

～}　

　

ば

つ

い
め
て

い
ヘ
ウ
。

か
は
ち

か
う
ち
な
澄
書
く
人
あ
る
故
に
出
せ
る
也

「～
甲

香

　

か
ふ

か
う

和
名
に
合
議
の
こ
音

容

馳
盍

た
ふ

責

た

ふ

ご
亡

神
代
組
下
卷
玉
依
綟

に
驫

妬
句
雪

け
う
・
そ
れ
を
墓

巽

多

}

布
身
金

か
丶
れ
な

・
万
葉
第
五
に
莓

を
疂

ば
多
布
斗
斯
同
+
七
に
ひ
か
う
を
み
れ

…

ば
多
敷
刀
久
婁

馨

Q
譱

寺
躄

石
賛
歌
の
忠

く
す
ウ
師

八
つ
ね
の
も
あ
れ
霎

も

…㎝　
　

ひ
こ
の
今
の
く
す
り
師
多
布

止
可
埋
け
う

膓

息

け
ふ
そ
-

脇
曩

切

薬 効 甲 蕗

ふ

ム
き

　
　
和
名
に
布
々
木

こ
ふ

　

和
名
に
俗
音
舌
不
。
加
布
な
る
を
古
不
定
用

こ

ふ

、
宀

こ

ふ

和

字

正

濫

要

略

七
十

三
.



和

学

正

濫

要

略

七
十
四

◎
む

ト
う
ト
通
ズ

ル
類

◎
七
五

鵠

　
　こ

ふ
　
　
和
名
古
布

一
名
久
な
比

障

泥

　
　あ

ふ
'り

　
　
和
名
に
阿
不
利

む

ぐマ
つ
こ
通
ず

ろ
類

語

　
　む

べ
　

和
名
に
郁
子
辭
菅
家
萬
葉
に
此
郁
子
を
借
て
か
＼
せ
給
ひ
だ
る
ハ
む
べ
の
假
名
な

　
　
う
。
神
武
紀
に
ハ
諾
此
云
二字
毎
那
利
ゆ
仁
徳
紀
に
武
内
宿
禰
の
歌
に
八
字
倍
儺
千
倍
」
儺
。

古
事
記
下
巻
に
ハ
宇
倍
。
萬
葉
第
三
第
六

に
も
古
事
記

巴
同
じ
く

か
け
う
。
日
本
後
紀
に
李

城

天
璧
の
御
歌

に
を
う
人
の
心
の
ま
に
ま
ふ
ち
ば

か
ま
宇
倍

い
ろ

ふ
か
く
匂

ひ
た
う
け
り
。

鶯
乎

、
似
閑

ノ
書
入
ナ

和
名

二
鸚
實
俗
云
阿
字

之
智

一
云
宇
久
比
須
乃

岐

乃
美
、
營
責
善
邁

ノ

刊
本

二

八
見

ア
タ
ラ
ズ

」

"警奮発
ノ

是
も
同
じ

う

ば

ら

　
　
萬
葉
第
疑

に
み
ち

の
べ
の
宇
萬
良
能
宇
禮

に
。
是

ハ
あ
づ
ま
の
人
の
よ
め
る

に
季

躄

を
宇
高
譬

一

・
和
名
に
蒙

衝
撥

欝

鐶

艮
蓋

飜
宇
鼕

谿
宇

此
中

に
螢
實
に
む
ば

ら
の
み

電
有
り
。
上
の
む
べ
も
沈
む
ば
ら
も
む

ハ
す
く

な
く
う

ハ
多
し
。

}

馬

う

ハ
も

巴

に
て

む

ハ
か
よ

へ
る

に
や

む
ま

碧

に
無
萬
。
圉
人
韈

驫

萬
蠡

萬
酸
塩

難
戦
鸞

馬
繋
岐
鷽

飜
驢

雛
妓
鷺

嶽
秀
聰
馬
腰
談
乎
青
讐

敵
糶
賢

暴
馬
轆
駄
非
落
星
馬
羹
雛
妓
驥
轟

靴
麟
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下
学
女
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力
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駁
轟

驚

姦

響

刷
蘿
波
鏘

撫
鸞

黌

絆
蘇

呆

紀
筆

羅

鞳

の
歌
に
宇
磨
洞

　

」
廿

二
推
古

天
禀
の
御
歌
k

ハ
宇
摩
奈
羅
摩
。
萬
葉
第
十
四

に
宇
痲
具
多
。
是

め
上
線
國
馬
來

　
　
田

に
て
郡

の
名
也
。
今

の
望
陀
な
り
。
叉
波
由
馬
宇
馬
夜
叉
比
呂
波
之
平
字
馬
古
思
我
禰
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ト
な

　
　
同

十
入
に
宇
萬
爾
布
部
麻
爾
。
ふ

つ
ま

ハ
太
馬

ふ
電
う
ま

な
う
。
宇
痲
爾
古
非
許
婆
同
寸
に

　
　
宇
痲
夜
祭
流
。
以
上
う
ま
巴
書
け
う
。
同
卷
防
人
長
歌

に
牟
癩
能
都
米
。

こ
れ
の
み
む
ま
巴

　
　

か
け
う
。

=
し
て
も
む
ま
巴
か
け
る

ハ
す

べ
L
て
通
す

べ
き
心
謎
。

ま
た
東
歌
な
れ
ば
別
義

梅

,
う

め

和
名
に
萬
葉
第
五
に
家
持
の
父
大
納
言
族
人
卿
太
宰
映

依
り
し
持
家
に
三
+
二

　
　
人
集
會
し

て
梅
の
歌
を
よ
み
追
加
の
歌
も
あ
る
に
三
十
首

ハ
烏
梅
巴
か
け
め
。
是
や
が
て
梅

　
　
の
呉
音
を
轉
じ

て
假
名
に
用
尢
う
。
此
時

ハ
只
者

に
て
字

に
付

て
梅
の
義
有

に
非
す
。
や
な

　
　
ぎ
を
楊
奈
疑

9
書

る
に
同
じ
。
其
外

ハ
宇
米
汗
米
宇
梅
有
米
子
梅
な
費

か
け
う
ρ
牟
梅
巴

か

　
　
け
る
歌

一
首
あ
れ
台
も
異
本

に
ハ
宇
梅
忠
あ
れ
ば
他
に
例
す
る
に
然

る
べ
し
。
第
八
第
十
第

　
　
十
七
よ
う
廿
迄
に
も

か
ほ
け
れ
費
餘
う
な
れ
ば
出
さ
す
。
古
ム
■
集
物
名
に
う
め
を
題
に
て
あ

　
　
な
う
め
に
つ
ね
な
る
,べ
く
も
見
海

ぬ
か
な
こ
ひ
し

か
る
べ
き
香

料
に
ほ
ひ
つ
＼
。
順
家
集
に

　
　
も
西
四
條
宮
源
中
納
言
の
も
巴
に
て
う
も
b
を
給

は
ウ
て
巴
て
梅
津
川
こ
の
く
れ
よ
亘
ぞ
な

和

字

正

濫

要

略

七
十
五
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が
れ
て
の
う
れ
し
き
せ

い
h
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え
む
み
な
そ
こ
。
か
や
う
に
む
か
し

ハ
皆
う
め
竃
の
み
書
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
}

る
を
中
頃
よ
り
音
便
の
無
に
近
け
れ
ば
に
や
あ
ら
ん
む
め
巴
の
み
書
て
今
の
世

沿
う
め
巴
か
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〈
八
な
し
。
燃
費
も
昔
を
玄
た
ふ
人

n
か
よ
は
し
て
喜
べ
き
包

む

〉し
ろ

　

萬
葉
第
八
に
伊
奈
宇
之
呂
河
向
立
巴
よ
め
る
ハ
稻
筵
河
巴
つ
"
く
る
也
。
こ

れ

ハ
音
便
ハ
凌
が
は
ね
費
う
{
む
遑
通
せ
う
L

　
　
　
　

立
日
慎

む
)
マ
晶
聞
れ

,ご

・り
ξ
主
日
べ

盞
」糖
㍊

優

婆

塞
　

う
ば

そ
く
　

附

優
婆
夷
う
ば
い

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

サノ　
いハ　　ヒ　　メブ

…奪
冖　

・り

ば

・あ
　
　
萬
葉

第

五

に
ゆ

き

の
色
を

有
婆
比

蟻

佐
家
流

布
米

能
波
奈

生

う

ま

る

　

む
ま

る

丶
巴
聞
ゆ
れ

さ

う
み
う

む

巴
云
暗

む
み

む

＼
巴

か

＼
33
。

さ
も
聞
訟

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
ア
レ
マ
ス

　
　

ぬ
る
故

む
ま

る

＼
巴
書
く

べ
か
ら
す

。
神

功

皇
后
紀

に
云
生

二
譽

田
天
皇

於

筑
紫

齢故

時
人

號
二

親

齶鐙

瀰僻
難

鯵
誠

懸
熱

誠
ザ

}

埋

木

　

う

も

れ

木

　

う
つ
も
れ
ぎ
の

つ
も
じ
を
畧
せ
る
也
。
う
つ
み
う
つ
む
円

い
ふ
暗
む

一

つ
み
む
つ
む
ゾ
、
ハ
ぐ

す
。
遺

開

於
懇

む
も
れ
査

ぞ

べ
か
ら
す
。
古
語
拾
遺
に
翌

f
ζ

鉾

r
3
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七
入

溝
勸
籀
難

巴
註
せ
う
。
苧
を
う
む
円

い
ム
詞
唱
う
む
竃

い
へ
ば
上
の
う
も
b

む
に
ま

が
は
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ケ

う
費
市
之

い
ふ
時

ハ
音
便
ま
ぎ
る
れ
優
萬
葉
第
十
四
に
あ
き
を

ら
せ
麻
笥
す
ふ
ま
さ
に
宇
痲

受
登
毛
巴
よ
め
う

元

{祿

十

一
戊
寅
五

月
」初
入

日

寳
永
四
年
五
月
上
旬

】
校
畢
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契
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作

七
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…
;
…
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字

正
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略

七
十
入

　 　 紳　 呻一蜘』国訓

◎
七
九

以
上
原
本

此
書

ハ
宙
乗
沙
門
契
冲
師
所
述
作
也
。
往
昔
著
和
字

正
濫
抄
五
卷

い
は
ゆ
る
古
書
を
引
證
し

て
歌
道
の
便
う
澄
す
。
ゑ

か
る
に
武
江
の
佳
橘
成
員

竃

い
へ
る
人
和
字
通
例
書
入
憲
を
あ
ら

は
し
て
新
古
の
假
名
を
ま
ヒ

へ
正
濫
を
.誹
謗
せ
る
事
甚
し
。
さ
る
に
よ
り
て
師
古
書

に
よ
う

書

べ
き
冒
を
此
書

に
具
に
の

べ
給
ひ
正
濫

に
も
添
が
き
ゑ
給

へ
う
。
す

べ
て
古
人
の
さ
だ
あ

か
き
け
る
假
名
を
た
が

へ
て
み
だ
う
に
俗
に
ゑ
た
が
ム
ベ
か
ち
ぎ
る
事
此
書
の
中

に
見
ね
だ

る
が
さ
ビ
し

于
時
寳
永
己
丑
正
月
於
六
波
羅
蜜
寺
邊

一
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